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──おまえは昴すばるの乙おと女めたちをたばね、オリオンのベルトをゆるめることができるか？


《JOB38:31》
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　　　　１．（真ま嶋じま綾あや）







　るーるるるーと聞き覚えのない鼻はな歌うたを歌いながら『冬ふゆ月つき日ひ奈な』は身体からだを洗っていて、その様よう子すはとてもとてもしあわせそうで、それを感じて真嶋綾は泣きたいような笑いたいような気持ちに襲おそわれる。

　どうして身体を洗うだけのことを、こんなに楽しめるのだろうこの子は。

　いまが『こういう状態』だからか。

　それとももとからこうだったのか。

『冬月日奈』は満ち足りた表情で身体を洗っている。特別な石せつ鹼けんやタオルを使っているわけでもなく（ちなみに『日奈』は、肌はだへの影えい響きようなど気にしたこともない綾と違って『素す手でを使って泡あわで洗う派』だった）、特殊なテクを駆く使ししているわけでもなく、ただ、普通に。しかし本当にうれしそうに。その様子が、なんというか、本物の冬月日奈は死んでいてここに在るのはそのコピー人格である──と『日奈』は主張している──という事実ともあいなりなんとも切なくて、綾は複雑な気持ちになる。

　……あと、洗われているのが自分自身の身体であるということも、あって。

　自由にならない『視点』が動き、下した方向、泡に包まれた自分の胸が視し界かいに入る。

　入浴剤ざいで色のつけられたお湯を流しかけられ、よく泡立だてられた石鹼がさらりと落ちていき、あらわにされた自分の胸部、というか二つの乳首に、それを凝ぎよう視しされていることに、綾は諦てい念ねんのため息をもらす。視点が動かないのは、つまり『日奈』が見つめているということで──勝かつ手てにしやがれこんちくしょう、最初のうちはともかく、いまさら恥ずかしくもなんともない。いや恥ずかしくないわけではないのだがもう開き直った。『日奈』と自分が『この状態』になってから、『表おもて』でも『裏うら』でも、『視みる側』でも『視られる側』でも、入浴やら排はい泄せつやら他にもいろいろ常識人なら口に出さないプライベートを共有してきた仲なのだから。ほとんど強制的にだったが。おかげでもう、この程度の羞しゆう恥ちプレイなど、いまさら。

　そう、かなり親しくなった。

　同じ身体に二つの心、二に心しん同どう体たい、こんな状態を続けていれば当然。

　だからこそ、綾はもはや自分を信じきれない。

　自分が『イブ』に選ばれたとき、本当にコウをとめられるかどうか。

　いまでも、死人をよみがえらせる、なんて、間違っていると思っている。

　しかしその生き返る死人が『友だちである冬月日奈』だったらどうか？　それでも自分は、『それ』を心の底から否定することができるか？　こんなに深く知り合ってしまったのに？　いまではもう大事な友だちといえる存在なのに？　純じゆん粋すいな好意からではなかったが、それでも一度は自分の存在と引き換えにしてでも生き返らせようとした相手。ここまで親しくなってしまっては、たとえ間違っていると思っていても、心のどこかで彼女の復活を願わないでいられるか？

　軽くシャワーを浴びて、あらためて身体からだから石せつ鹼けんの泡あわを流し落とすと、『日ひ奈な』は浴よく槽そうをまたいで緑色をした湯ゆ船ぶねに身を沈め、ほう、と息を吐いた。

　伝わってくる、お湯に身体を浸ひたす快感。

　現在『表おもて』に出ているのは『日奈』だが、『裏うら』に引っ込んでいる綾あやも意識さえすれば『日奈』が見ているものを視み、聞いているものを聴きくことができる。その気になれば、身体が受けている感覚は裏の自分でも受け取れる。ぬるめのお湯にひたっている感かん触しよくも、身体がほぐされていく甘かん美びさも、そして、彼女がふりではなく本当にそれを楽しんでいることも。

　自分が、『日奈』にもっと楽しんでほしいと思っているのは、本当。

　だからこそ、こうしてできる限りの時間を『日奈』にゆずっている。彼女が楽しめるように。楽しみを見出せるように。そうすることで、彼女が少しでも生き続けたいと思ってくれれば、──でもそれは──

「綾さん？　起きてる？」

　突然問いかけられ、綾はうなずき、

「……もしもし？　綾さん？　先せん輩ぱい？　どうかしました？」

　いまの自分がうなずいても伝わらないことを思い出し、言葉にして応こたえた。

《──ううん。ごめん。考えごとしてた》

　綾の言葉を受け取って、そうですか、邪じや魔ましちゃいました？　と答える『日奈』は、手に携帯（舞まい原ばる謹きん製せい──耐たい熱ねつ・防水仕し様よう）を持ち、耳もとに当てている。

　もっとも、実際に携帯を使って話をしているわけではない。

　携帯を介かいして話をする『振り』をすることで、はじめて『裏こちら』の言葉は『表むこう』に届く。携帯で話す、という体てい裁さいを取らなければ、いくら声をはりあげても『裏にいる人格』の声は『表の人格』に伝わらない。言葉として認にん識しきされない。同じ身体を共有する人格同どう士しであるにもかかわらず──あるいはそれゆえに。

　お互いのアイデンティティを守るためだろう、と『日奈』はいっていた。

　脳が設けた恒こう常じよう・自じ浄じよう作用の一種だろうと。

　何しろこの状態は単純な二に重じゆう人格などというものではない。世間に知られる多た重じゆう人格とは、根本的な部分で違っている。この状態は《知恵の実み》によってもたらされたものであり、『日奈』は、綾の別人格などではなく正しよう真しん正しよう銘めい冬ふゆ月つき日奈の人格のコピーなのだから。だからお互い交じり合わないためにも、こうした面めん倒どうな手順が必要なのだろう。

　実際に、《グレイテストオリオン》が励れい起き状態になる前までは、精神的にも肉体的にも、混ざり合う部分があったらしい。

　そのため記き憶おくが重複するところがあるようで、お互いに、お互いをよく知っている──

「何を考えていたんです？」

《何って、……ええと、その、ほら、……コウくんのこととか、……葉は切ぎりくんどうするんだろう、とか……》

　綾あやはしどろもどろに答えた。自分の考えていることが直じかに伝わらないのはありがたい、と思いつつ。もっとも逆に『日ひ奈な』の本ほん心しんもわからないということなのだが。

　ああ、と『日奈』がうなずいて。

　何か考え込むように、うつむいて。

　しばらくして、顔を上げた。

「……じゃあ、ちょっと状況を整理してみましょうか」

《え？》

「──そうですね、まず、コウ。

　コウはあたし、じゃなくって、冬ふゆ月つき日奈を生き返らせようとしている。その過程で、《グレイテストオリオン》と出会い、そして現在、コウは必要なだけのエネルギーを集め終えた。けれどそのことを、コウ自身は気づいていない。

　次に、日ひ炉ろ理り坂ざか。

　現げん在ざい日炉理坂は励れい起き状態となった《グレイテストオリオン》の影えい響きよう下かにあって、そのため日炉理坂の住人はとても『熱血的』になっている。この状態は、コウが集めたエネルギーが《Ｉｔ》に収まりきらずにあふれ出ているのが原因だと考えられ、つまり現在日炉理坂には、《知恵の実み》を元気にするようなエネルギーがあふれているわけです」

《うん》

　そして、と『日奈』は続けた。

「最後に、あたしたち、と葉切くん。

《グレイテストオリオン》と《レフトアーム＝スピーキング》の力で、先せん輩ぱいの中に『冬月日奈』をコピーした人格が生まれてしまった。その人格、つまりあたしですけど、は、本来なら先輩に吸収されていたはずだった。けれど、《Ｉｔ》からあふれたエネルギーのせいで、あたしまで《グレイテストオリオン》みたいに活性化してしまった。吸収されるはずだったのがこうして分裂してしまった。そして、《レフトアーム＝スピーキング》に取り憑つかれていた葉切くんは、《グレイテストオリオン》と《レフトアーム＝スピーキング》の能力から推すい測そくしたのでしょう、あたしたちの状態に気づいた。このエネルギーのせいであたしが『生まれて』しまったことに。そして、──いまは日炉理坂中じゆうにエネルギーがあふれているからあたしたちは共存できているけれど、エネルギーがなくなってしまったら、最初の状態に戻る、つまりどちらかが消えてしまう、ということにも。

　そのことを知って、とうとう、葉は切ぎりくんはコウに反はん旗きを翻ひるがえした。

　綾あや先せん輩ぱいと、……冬ふゆ月つき日ひ奈なのために。

　あたしのオリジナル、──冬月日奈が生き返ることを望んでいないのを知っていたから。冬月日奈の意思を守り、先輩を助けるためには、『あたし』の存在をそのままにはしておけない。だから、葉切くんは冬月日奈を生き返らせようとしているコウと袂たもとを分かち、《グレイテストオリオン》を狙ねらっている。先輩とあたしを元の状態に戻すためにも。

　……だいたいこんなところでしょうか。

　どうです？　どこかおかしいな、って思うところ、ありますか？」

《……え？　いや、別に、ないと思うけど……》

　そうなんですよね、と『日奈』は身じろぎし、携帯をバスタブのへりに置くと、その横に頭を預けて湯に身体からだを沈めた。

「……ええ。問題は、そこなんだと思います。よく考えたらこれって、けっこうおかしかったりしませんか？　……ううん。これだけならそう変でもないかもしれませんけど、ここに葉切くん、を入れると、……いや、逆かな……」

《何が？》

「ちょっと、説明が難しいんですけど、……そうですね。たとえば、先輩を元に戻すことを考えるなら、……ううん、コウそのものをとめるにしても、葉切くん、あえてコウと敵対することなかったんです。ていうか、わざわざ宣せん戦せん布ふ告こくしなければ、もっと《グレイテストオリオン》に近づきやすかったはず。コウをとめるチャンスも多かったはず。なのに葉切くん、わざわざコウに敵対を宣言した」

《……それは、……葉切くん、その、真ま面じ目めというか、一いつ直線というか、……だまし討うちみたいな卑ひ怯きようなことはきらい、みたいだし》

「まぁそれもあるでしょうね。あと、完全に割り切っているか。自分にはそういうことはできない、してもすぐにぼろが出る、って。だから自分らしく、決別した」

《別に、おかしくないと思うけど。葉切くんらしいというか》

「ええ。でも、そうして敵てき味方にわかれて、実際やっているのはコウに勝負をふっかけるだけ。それも、たとえば《グレイテストオリオン》を賭かけて、とかならわかるんですが、そういうのも関係なく、ただ勝ち負けをつけるために。自分でもあれだけはっきり『取引はしない』なんていって、自分から《グレイテストオリオン》を手に入れるチャンスを放ほう棄きしている。これも変だと思いません？　目標を隠かくすにしても、取引をしない、なんて」

《……まぁ、普通は変かもしれないけれど、……葉切くんなら……》

　綾の答えに、そうです、と大きく肯定し、『日奈』は携帯を耳もとに当て直す。

「まさにそれなんですよ。先輩。……普通なら、こんなの変、あいつは何をやっているんだ、って感じなんですけれど、相手が葉切くんだと、ああ、葉切くんならしょうがないかな、みたいに思えてしまうんです。違い和わ感かんがないんです。実じつ際さい葉は切ぎりくんは、自分を通すことに重きを置いている、というか、それしかできない、みたいな感じがあって、そのせいで、この状況もいかにも葉切くんらしくて、だから妙みように納なつ得とくできてしまうというか──

　でも、だったら最終的に、どうするつもりなんだろう？　葉切くん。あのコウをとめる、なんてこと──

　だいたい、勝つあてもないのにいきなり敵対するって、絶対おかしいです。何か切り札があるような気がするんです。とくに葉切くんは、あのコウの弟で子しみたいなものですから、意味もなくただ自己満足みたいな真ま似ねをするとはとても思えません。……先せん輩ぱいの命だってかかっているのに」

《……コウとイハナは、いま葉切くんがやっているのは宣伝みたいなもので、本ほん心しんでは第三者の介かい入にゆう、っていうか、むちゃくちゃな乱らん戦せんでの漁ぎよ夫ふの利りを狙ねらっているって考えているみたいだけど？》

「ええ。あたしもそう思います。と、いうか、それぐらいしか考えられないというか。……乱戦のなかでチャンスを待つ。そのためにいま、できることをしている。葉切くんらしく、真ま正面から──ただそれだけのことなのかもしれません。実は葉切くん、まだ明確なビジョンは持っていないのかもしれなくて、あたしが妙に考えすぎているだけかもしれませんけど──

　……でもやっぱり、なんていうか、本当ならおかしいことを、相手が葉切くんだというだけでおかしいと感じなくなってしまうのは、なんていうか、不安なんです。いったい何を考えているのか。本当に、ただ待っているだけなのか。……だいたい、コウの弟子みたいな葉切くんが、そんな夢見るような、ただ待つだけの戦い方をするかなぁ？　コウは先手を大事にするのに──」

　でも葉切くんだと思うと別におかしくないんだよなぁ、何かを見落としていないかなぁ、などとつぶやきつつ、『日ひ奈な』は携帯を置くと湯ゆ船ぶねに沈んだ。

　ひざを抱くようにして、ぶくぶくと。

　その様よう子すに、綾あやはため息をつきそうになる。

『日奈』がナーバスになっているのを感じて。

　洋よう平へいの行動を読みきれないことがストレスになっているのだろう。こういうところは、冬ふゆ月つき日奈も普通の女の子と変わらない。

　もっとも、はたから見る限り『日奈』が不安を感じていることなどほとんどわからない。この少女も、コウと同じくらいに内心を隠かくすのがうまい。それでも、『日奈』の宿る身体からだの持ち主である綾にはわかる。伝わってくる。『日奈』の懸け念ねんと焦しよう燥そうが。具体的ではない漠ばく然ぜんとした『何か』でしかないが、それでも、感じられる。『日奈』の気持ち、感情のようなものが。それを知っているのだろう（というか綾が感じることも伝わっているのだろう）、『日奈』も綾に対してはことさら強がってみせたりはしない。いまみたいに、弱々しげな様子もさらす。
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　ある程度記き憶おくを共有してしまった綾あやは知っている。

　日ひ炉ろ理り坂ざかの重じゆう鎮ちん『四し季き老ろう家け』の筆ひつ頭とう、冬ふゆ月つき家けの娘として、冬月日ひ奈なは子供のころから尋じん常じようではないプレッシャーを周囲の環境から受け続けていたことを。

　だから彼女は、ほとんど強きよう迫はく観かん念ねんといってもいいほど責任感が強く、問題を自分ひとりで抱え込む。

　ひざを抱えて考え込んでいる『日奈』の様よう子すに、綾は胸が締め付けられる。

　本物ではない、冬月日奈のコピーと名乗る、『人格』。

　自分は生き物ですらない、病気の現げん象しよう、風か邪ぜの症状のようなものだといい、いずれこの世界から消え去ることを決意している『日奈』。いま、こうして活動しているのはコウの行動をとめるため──自分自身を復活させないためであり、こうして安定できているのは日炉理坂に《Ｉｔ》のエネルギーがあふれているからで、つまり、そのエネルギーがなくなったとき──コウが願いをかなえたとき、『日奈』の消しよう滅めつへのカウントダウンがはじまる。

　すでにエネルギーが──それもあふれた量が日炉理坂を覆おおうほど膨ぼう大だいな量──集まってしまっている以上、コウが《知恵の実み》を生み出すことは避けられないのだろう。

　ならばコウをとめるには、コウの願いと異なる《知恵の実》を生み出すか、あるいは生まれた《知恵の実》そのものを制約にのっとり打ち破るしかない、そう『日奈』は考えている。そしてそのどちらになっても、いま日炉理坂に満ちているエネルギーが、綾の身体からだに二つの人格を保っている力がなくなってしまうことは間違いなくて、そして、『日ひ奈な』はそのことを知っていて──

「……ひゃ？　なんです？」

　綾あやからの『呼びかけ』に身を震わせてしぶきを上げると、『日奈』はぶくぶくと潜もぐっているのを止めて携帯を取り、耳に当てた。

　あのさ、と綾は、もう何度目になるかしれない言葉を告げる。

《……あのさ、やっぱり、……コウくんに話してみない？　あたしたちのこと》

「ダメです、って何回いったらわかるんです？」

　気分を害したような声。

　うんざりとした雰ふん囲い気き。話すことすら拒否する態度。

　でもだからって、あきらめるわけにはいかない。

《……でも、もしかしてそれでコウくん、《知恵の実み》のこと、考え直してくれるかもしれないし、エネルギーのことだって、もしかして、みんなで考えれば何かいい方法が──》

「だからいっているでしょう？　先せん輩ぱいは楽らつ観かん的てき過ぎます。もしかしたら今度こそ、コウは先輩よりもあたしのほうを取るかもしれませんよ？　あのときとは状況が違って、もうあたしは存在しているんですから。……それにだいたい、あたしはコピー人格であって冬ふゆ月つき日奈ではないし、そもそも、コウの求めるもの自体、もはや単純な冬月日奈の復活じゃないんですから。いいですか？　あたしのことを話すのは、本当に最後の手段です。いいかげんわかってくださいよ。もう」

《……そっちだって。何回いってもあたしに敬けい語ご使うくせに》

「それとこれとは話が、……いいえ。わかった。……あたしも気をつける。から」

　いうなり携帯を遠ざけ、潜もぐりだす。子供のように。

　その様よう子すにほおを緩めて、綾は思う。

　……確かにあたしは、デリカシーのない話をしているのかもしれない。

　たとえ『日奈』が願っても、どうにもならないことなのかもしれない。ならばあたしは勝かつ手てなことをいっているのかもしれない。『日奈』の気持ちを考えていないのかもしれない。

　生きていることを楽しんでほしい、なんて、ひどいことなのかもしれない。

　それでも。

　まず本人がその気になってくれなければ、生きる気になってくれなければ、そもそもどうにもしようがない──

　……これだけ反発するということは、あたしの言葉をうざいと思っている以上に心のどこかでそうしたい、という気持ちがあるからではないだろうか、そう綾は考えている。……そうだ、最初のころは、この話をしても『日奈』は笑っていなしていた。こういういかにも不ふ機き嫌げんそうな反応を見せるようになったのは、あの夜、コウとデートしたあとからだ。コウとのデートで何があったのか、プライベートを尊そん重ちようしていた綾あやは詳しくは知らない。けれど、もしもコウとデートしたことで、少しでも生きることに未み練れんができてしまったのなら、本当は生きていたいと、少しでも感じているのなら──

　コピーとかオリジナルとか、難しい定義など綾は知らない。どうでもいい。

　大事なのは、いま、ここに、確かに『彼女』がいること──

　綾の心しん中ちゆうを知ってか知らずか。

　ぽつり、とつぶやく声が聞こえた。

「……綾先せん輩ぱいは、ずっとこのままでいいと思っているんですか？」

　携帯を載せたバスタブのへりによりかかり、綾が答えるより先に、『日ひ奈な』は続ける。

「そんなの、無理ですよ。先輩。いまはうまくいっていても、いつか絶対、破は綻たんがきます。それとも先輩、あたしにこの身体からだ、譲ゆずってくれるんですか？　自分の存在と引き換えに？　そんなのあたしがいやですから」

　視点が動き。

『日奈』は風ふ呂ろ場の鏡かがみをのぞきこんだ。

　瞳ひとみの向こう、──『裏うら』にいる綾と視線が合わさる。

　あ、と思った次の瞬しゆん間かん。

『表おもて』と『裏』が入れ替わった。

「ちょ、ちょっと？　冬ふゆ月つき？」

《なんか疲れたので。あとはよろしくお願いします》

　突然のことに狼ろう狽ばいし、バスタブの中で転びかけ、何とか体勢を整えて、いまや『表』に出てきた綾は携帯に向かい、大きくため息をついた。

「あんたねぇ……いきなり、勝かつ手てに」

《あまり深く考えないでください。先輩。あたしも考えません。状況が動かない限り堂々巡めぐりになるだけですから。……それに。

　いずれ、恕じよ宇うには打ち明けようと思っています》

　文句をいいかけていた綾は、はじめて聞いた言葉に思わず身体を起こし、宙を見上げる。

「そ、そうなの？　本当に？」

《ええ。あたしは自分を過か信しんしていません。自分でいうのもなんですけど、あたしけっこうポカやりますし。……先輩の『真ま嶋じまの森』はすごいと思いますけれど、やっぱりあたしたちには、他のだれかの助けが必要だと思います。その点、ようやく吹っ切れたみたいですし、恕宇ならきっと──》

「そ、そうだよね！　うん！　やっぱり、絶対、そうしたほうが」

《──どうにもならないことで、苦しめちゃうかもしれないですけど、ね？》

　綾は、唇くちびるを嚙かみ、だまりこんだ。

　確かに、恕じよ宇うを苦しめることになるのかもしれない。

　──結局、身体からだはひとつ、『日ひ奈な』と『綾あや』のどちらかが消える結末しかないのなら。

　ならば、話さないほうがいいのだろうか。だれかに話したいと思うのは重い責任を背負いたくない自分の弱さか？　弱いことを理由に、ひとりで立ち向かうことから逃げているだけか？　自分はやっぱり、恕宇に頼りすぎていて──でも自分の力だけではどうにもならないことは確かにはっきりしていて、そして、少しでもどうにかできる可能性があるのなら──

　冬ふゆ月つき日奈を好きな恕宇が、『日奈』を放っておけるはずがないから。

　何もできないことよりも、何もしなかったことのほうがきっと後こう悔かいするから。

「……うん。それでも、話したほうが、いい」

《あたしの前で先せん輩ぱいに告白したことも、詳しく追及したいですしね？》

「いや、自分でそう仕向けといて、鬼おにか。鬼き女じよか。あんたは」

　思わずため息をつき、笑う。

　……確かに、そういう点でも、恕宇は困った立場になるだろう。

　冬月日奈を好きだといい、でも綾にも告白していて、さらにはその両者が同じ身体に同居しているわけで、まぁ『日奈』は自分が本物ではないといいはっているが──

　複雑なことになりそうだ。

　本当に。

　……ていうか、恕宇も日奈もあたしも女性、同どう性せい同士なんだけど？　なんか普通に受け止めている、このリアクションっていったいどうなの？　自分。

《まぁ、それよりいまは、『紅こう白はく祭さい』のことを考えま……ようよ。綾さん。何に出るとか、もう決めてる？》

「冬月、何か出たいのあるわけ？」

《え？　ええ？　いいの？　いやぁ、やらせてもらえるのなら、だったらね、あたし、やっぱりトリの棒ぼう鳥とり騎き馬ば戦せんは外せないとして、……ええと、真しん剣けん勝負的に短距離走そうも燃えるなぁ。でも長距離も気持ちよさそうだし、ああでもイロモノも楽しそうだし、そうだ、あたし子供のころから空間把は握あくっていうのか、玉たま入いれだけは得意で──》

「せ、せめて三つくらいで、……ていうか騎馬戦も？　あたし一いち応おう女子なんだけど？」

　楽しそうに各かく競技について所しよ見けんを述べ出した『日奈』の言葉を聞き流しつつ、綾は、やっぱり『紅白祭』のことよりも小鳥遊たかなし恕宇について思いを巡らせる。

　……『日奈』の存在を知ったら、本当に、恕宇はいったいどうするだろう。

　告白してきてからもうずっと、綾は恕宇に熱く愛を語られ続けているのだが、そしてそれをあまりいやがっていない自分がいるのだが──実は『日奈』が一緒に聞いていた、なんて知ったらいったいどうなるのか。そもそも、恕宇は冬月日奈が死んでいるからあたしに告白してきたわけで──

　ふと、綾あやは視線を頭の横、『日ひ奈な』の声の聞こえてくる（ように感じる）携帯に送った。

　そういえば、ここ連れん日じつ続いている恕じよ宇うの電話・メール攻勢が、今日はまだない。

　その理由に思い当たって、綾は思わず顔を湯ゆ船ぶねの中へと沈めた。

　もしかしてあたしのことで、イハナともめているのか。

　……やっぱり、イハナ怒っているかなぁ……

　耳もとから流れてくる運動競技への憧あこがれを語る声を聞きながら、来たる『紅こう白はく祭さい』で舞まい原ばるイハナの白組ではなく、敵側がわ──朝あさ比ひ奈な菜な々な那なの赤組に属することに決まった少女はぶくぶくと、お湯に隠かくしてため息をついた。













　　　　２．（舞原イハナ）







「もう一度、繰り返していただけますか？」

　舞原イハナが小鳥遊たかなし恕宇にそう告げたのは皮ひ肉にくの意味でも時間稼かせぎでもなく、本当に聞き逃してしまったからだった。

　恕宇がたずねて、というかメイドの取次ぎもなく押しかけてきたのはイハナが『紅白祭』に向けてのトレーニングを終えてクールダウンのストレッチをしていたときで、トレーナー──名はヤスミンという、本業はエステティシャンだがスポーツマッサージもいけるイハナのお気に入り──によって身体からだの各所を曲げられ伸ばされ開放的な気持ちよさを味わっていたためか、恕宇の言葉を聞き逃した。

　もちろん、脳が認にん識しきするのを拒否した可能性もあるが。

　実じつ際さい、二回目にして理解したとき、

「ああいいとも。もう一度いおう。いいか？　私は今度の『紅白祭』、朝比奈側がわの赤組につく。だから明日のクラス投票、余よ計けいな細さい工くは控ひかえてくれ」

　イハナは激しい眩暈めまいに襲おそわれた。

　しまった、とほぞを嚙かむ。

　──忘れていた、この可能性を。昼間学校で、真ま嶋じま綾あやが朝あさ比ひ奈なの赤組につくいうことを聞いたとき、何かいやな予感がしたのだ。そのときは、コウにかまけてそれ以上思し考こうしなかったのだが──じゅうぶんに考えられたことなのに。すっかり忘れてしまっていた。やはり自分は、舞まい原ばるの実務から退ひいたことで少したるんでいるらしい。

　まさしく誤ご算さん。

「いちおう、聞いておきますが」

　目で制してトレーナーを下がらせ、身体からだを起こし、メガネにポニーテール、作さ務む衣え姿で平然と腕を組んでいる恕じよ宇うにイハナはこちらも平へい坦たんな口く調ちようで問う。ちなみにイハナは『紅こう白はく祭さい』から採用されることになる体操着ぎとクォーターパンツ姿なのだが、女子の体操着をスパッツからクォーターパンツに変えることでも昨夜恕宇と衝しよう突とつしていた。本来のイハナの希望はハーフパンツだったのだが、恕宇とみんの強きよう硬こうな反対に遭あい、それでもブルマ復活は認められず、最終的には丈たけ短みじかめのクォーターパンツとあいなった。

「小鳥遊たかなし恕宇、あなたはいったい、……この『紅白祭』がどういう意味を持つものなのか、わかっていますか？」

「ああ。おまえが日ひ炉ろ理り坂ざか高校の生徒会長になれるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだろう？」

「そうですが、それだけではありません。この戦いに敗れれば、あの朝比奈菜な々な那なに大きな権力を渡すことになる。葉は切ぎり洋よう平へいを支援し、わたしたちに敵対している彼女に」

　現『みすてりぃサークル』部長、朝比奈菜々那の提案により行われることになった、生徒会長選せん挙きよを兼ねた体育祭──正式名めい称しよう、『紅白祭』（菜々那の出した『偲しのべ戦せん国ごく！　大！　国くに盗とり合がつ戦せん祭さい！（仮）』は、ただでさえふざけた企画にこの名前は対外的にヤバイだろう、ということで却きやつ下かされた）。

　立候補者しやであるイハナと菜々那がそれぞれ白組、赤組に分かれて投票者（チームメンバー）を募つのり、『紅白祭』で対決する。投票者数すうにかかわらず『紅白祭』の勝者が次の生徒会長となる。この時点でもはや選挙とはいえないが、というか《グレイテストオリオン》の影えい響きようがなければこんなバカな企画は通らなかっただろうと思いたいイハナだが、ともかく生徒会長の許可と多数生徒の同意が得られればどんなでたらめな提案もまかりとおるのが生徒の自主性を是ぜとする日炉理坂高校であり、舞まい原ばるという主あるじを仰ぐ日炉理坂という土地の縮しゆく図ずでもある。

　もちろん、こんなふざけた企画だろうと、イハナに負ける気は毛もう頭とうない。

　勝つための布ふ石せきはじゅうぶん打ったつもりだった。

　が、ここにきて、誤算があった。

　まずひとつ、投票形けい式しきの変更。

　当初、投票は各かく生徒が各おの々おの個人で行うはずだった。これまでも生徒会選挙はそうであったし、イハナにとっても都つ合ごうがよかった。生徒個人の投票によりチーム分けがされるなら、日ひ炉ろ理り坂ざか高校に舞まい原ばる家けの実ス働タ部ツ隊フを紛まぎれ込ませているイハナは使える駒こまをそろえられる。彼女たち（ほとんどが女性）はそれぞれ役割に合わせて普通の生徒を演じているが、その正体は選び抜かれたスタッフの精せい鋭えい。本気になれば平均的な高校生など比較にならない身しん体たい能力を発はつ揮きする。身体能力にすぐれた駒をそろえられることが、体育祭においてどれほど有利かはわざわざいうまでもない。

　が、生徒会長の提案により、投票形けい式しきが変わった。

　準備期間がほとんどないこと、そして体育祭は団体行動であることから、生徒会長から投票形式を個人単たん位いからクラス単位に変えようという案が出されたのだ。

　個人で投票するのではなく、クラスで意見を統一し、クラス単位で投票し、クラス全体で立候補者しやのチームを応援する。これなら集団の統とう率そつが取りやすく、団体競技を行いやすい。生徒会はこの提案を支持し、もう一方の候補者である菜な々な那なにも否やがあるはずない。イハナは選挙の精神と従じゆ来らい形式の踏とう襲しゆうという点を挙げて最後まで抵抗し、全校生徒のアンケートを取ることを求めたが、準備期間がない、という点から生徒会長に強ごう引いんに押し切られ、投票形式の変更が決定された。

　日炉理坂の住民が舞原家に逆らえないように、日炉理坂高校内ないにおいては生徒の主しゆ席せきである生徒会長の権力が最も強い。

　ときには舞原の娘よりも。

　そして時の生徒会長は、企画の成功のためならイハナの不ふ興きようを買うことも恐れておらず、イハナも相手の論が理りにかなっている以上強引なことはできなかった。

　これが誤ご算さんの一。

　二つ目の誤算は、生徒の熱意。

　投票形式の変更が伝えられるや、各クラスが待ってましたといわんばかりにそれぞれ自主的に行動を開始した。《グレイテストオリオン》の影えい響きようで熱く燃えていたほぼすべての生徒たちは、早くおのれの所しよ属ぞくと出場する競技を決めたかったのだろう。各クラスが自主的に時間を取り、意見を交換し、交こう渉しようし、意見の統一を開始した。それこそイハナが手を打つ暇ひまもなく。

　なかでも速かったのが、三束みつか元もと生なりがいた三年三組。

　投票形式の変更が発表されたその日のうちに三年三組は意見を統一し、投票を行った最初のクラスとなった。

　記念すべき最初の票を獲かく得とくしたのは、朝あさ比ひ奈な菜々那の赤組。

　退学──もっとも学校側はまだ受理していない──したあとも三年三組において元みークル部長三束元生の人気は高く、よってその跡を正式に引き継いだ朝比奈菜々那の応援をすることに決めたらしい。

　そして、ここにイハナの最大の誤算があった。

　三年三組には、真ま嶋じま綾あやもいたのだ。

　昨年の事件の影えい響きようで日ひ炉ろ理り坂ざか高校においてかなり微び妙みような位置にいる綾を守るため三束みつか元もと生なりと同じクラスにしていたのが、この局面で、あだとなった。綾と、綾のボディガードとして潜ひそませていた舞まい原ばる家けのスタッフはなんとか反対しようとしたのだが、多た勢ぜいの意見は覆くつがえせず、イハナが何をすることもできないうちに、真嶋綾まで朝あさ比ひ奈な菜な々な那なの赤組につくことが決まったのだ。これがイハナにとって痛つう恨こんのミスとなった。すでに報告が入ってきている。綾が赤組に入ったことで、大きな戦力として考えていた半はん分ぶん人間半分人じん狼ろうの舞原家スタッフ、一年八組の高たか虎とら穂ほ波なみまでもが赤組につこうとしていることが。この高虎穂波という少年、途と中ちゆう入隊であるため舞原家への忠ちゆう誠せい心しんが薄く、さらに直ちよく情じよう径けい行こうで理り屈くつというものを考えない。そんな男が赤組に入ろうとしているからには白組の工こう作さく員をやろうなどと考えているはずもなく、舞原家のスタッフでありながら正しよう真しん正しよう銘めい白組の敵となる気だろう。高虎の熱意に押されれば、まず間違いなく一年八組は赤組につくことになる。現在みんが高虎との意見調ちよう整せいを図っているが──赤組について敵となることを許可する代わりに人狼の能力封ふう印いんと出場競技を限定する、等──あれほどの身しん体たい能力を自じ軍ぐんの戦力として使えないのは本当に痛い。

　さらにここに来て。

　いんが戻るまでの暫ざん定ていとはいえ仮にも舞原家スタッフの長を務めている恕じよ宇うが、赤組につくと宣言するとは。

　まさかそんなの考えられない──いいや考えておくべきだった、とイハナは静かに内ほおを嚙かむ。

　そうだ、予想できたはずなのだ。

　何しろ恕宇は真嶋綾に恋しており、さらに告白までしているのだから。

　その綾が赤組についたなら、どこか傍ぼう若じやく無ぶ人じんさのあるこの少女なら、スタッフの責せき務むなどほっぽり出して綾についていこうとしたってなんの不ふ思し議ぎもない。

　……やっぱり、好きな人とは同じチームになりたいものだろうから──

　それでも、イハナは問わずにはいられなかった。

「……わかっているのですか？　あなたは現在、代行とはいえ舞原家スタッフの責任者なのですよ？　それなのにそのようなこと、本当に、許されると思うのですか？」

　ひょうひょうと答える恕宇。

「それについてはすまないと思う。が。許してもらうしかないな」

　いったいどういう理屈だ──こみ上げてくる怒りを面おもてにはちらりとも出さず、イハナは考える。どう説得するべきか。まず無む駄だだろうと思いつつ。妥だ協きよう点を模も索さくして。

「それは、……真嶋が赤組につくことになったからですか？」

「…………あー。先せん輩ぱいと関係ないわけじゃないんだが、別に先輩のためだけ、ってわけでもなくて、だな……」

「真ま嶋じまからメールが来ました。力の足りなさから敵対することになったのを謝しや罪ざいするメールです。見せてもかまいませんが、真嶋は本当にわたしに悪いと思っているようです。今回のことは想そう定てい外がいだったと」

「ほう」

「結局はただの体育祭ですし、真嶋は真まっ直すぐですから、敵てき味方に分かれた以上、本気で敵として向かってくるでしょう。赤組のために戦うつもりでしょう。それを含めての謝しや意いのメールと解かい釈しやくしています。状況が状況ですし、わたしは真嶋を責せめるつもりはありません。……真嶋にはどうしようもできなかったでしょうから。……ですが、あなたは状況ではなく自分の意思で、赤組につくという。そうですね？」

「ああ」

「重ねていいますが。真嶋は状況からしかたなく敵となり、そのことをすまながっていました。このうえあなたまで、それも真嶋のために赤組についたと知ったら、それは彼女を困らせることになると思いませんか？　たとえ彼女の味方になっても、彼女の意思に反していると思いませんか？」

「……痛いところをつくな。確かに」

　はぁ、と大きく息を吐き。恕じよ宇うは頭を搔かいて笑った。

「まさかこんなに速く動くとは思ってなくて、出遅れてしまった。先せん輩ぱいの立場が決まる前に決断できていればよかったのだが。……いまさらいっても信しん憑ぴよう性せいはないだろうが、先輩の立場に関係なく、本当に、最初から、私は赤組につこうと思っていたんだ」

　それはちょっと聞き捨てならない。

「なぜです？」

「まぁ、それは……その、非常に、私らしくないというか、自己満足的な理由なのだが……」

「聞かせてはいただけない、と？」

「……そのまえに、私もひとつ、聞いてもいいか？」

　じぃっと。めがねのブリッジに中指を当て。逆に恕宇が問うてくる。

「……サクラのメッセージ。あれは、イハナ。おまえの差し金か？」

　生徒会長選挙兼けん体育祭──『紅こう白はく祭さい』の開かい催さい決定が発表された日、休学中の舞まい原ばるサクラから日ひ炉ろ理り坂ざか高校にメールが届いた。

　内容は、舞原の姫として『紅白祭』開催決定の祝福とその成功を祈るもの。そして。

　自分は休学中なので参加できないが、気持ち的には妹のイハナではなく朝あさ比ひ奈な菜な々な那なの赤組を応援している、というメッセージ。

「ええ。そうです。あれはわたしがサクラに頼み、送ってもらったものです」

「やはりか。策を練ったな。サクラを赤組側にすることで、逃げ道をつくったわけだ。これで、たとえ朝比奈のほうがおまえより票を集めても、それは朝比奈菜々那ではなく舞原サクラの人望、ということになる」

　イハナは首を振った。

「ええ。そういう意図があったことも否定はしません。が、それだけのためではありません。本当の目的は、むしろ朝あさ比ひ奈な側に逃げ道をつくることにあります」

「ほう？」

「わたしが何よりも警けい戒かいしているのは、《グレイテストオリオン》の影えい響きようですから」

　現在、日ひ炉ろ理り坂ざかは《グレイテストオリオン》と呼ばれる超ちよう常じようアイテムの影響下かにあり、それは日炉理坂高校においても例外ではない。

《グレイテストオリオン》──その能力と制約はいまだ正式な契約者が現れていないため不明だが、『契約者の願い通りに肉体を変える』力を持つという《知恵の実み》。

　人はだれでも変わりたい、という願がん望ぼうを持つ。

　あるいは理想の自分、あるいはまだ見ぬ可能性、あるいはかけ離れた価か値ちの体たい現げん──人はだれでも、いまとは違う自分に憧あこがれてしまうところがあり、《グレイテストオリオン》の力はそうした部分に働きかける。変化への欲望を増ぞう幅ふくし、強化する──それこそが現げん在ざい日炉理坂を覆おおっている『熱ねつ血けつ化か』という現げん象しようの正体であると舞まい原ばる家の対策班はんは見ている。

「わたしも少し、昔の少年漫まん画がなど読んでみました。主人公が、その、いわゆる『熱血』でほとんど奇き跡せきのような逆転を起こし、勝利する──などというのはフィクションの話ですが、モチベーションが勝負を決める大きなファクターであることは否定できません。そして《グレイテストオリオン》の力は、そのモチベーションに働きかけ、増幅し、──いわゆる『熱血』にさせる。──そうですね？」

「ああ」

「だからこそ、この構こう図ずを崩したかったのです。……朝比奈の提てい唱しようした、『大きな壁』対『抗あらがう者』という構図を。『大きな壁』と『抗う者』では、モチベーションが大きく違いますから。どちらがより『熱血』できるか、など、いうまでもない。

　ですから、サクラに赤組を応援してくれるよう、頼みました。

　これでもう、『大きな壁』と『抗う者』という構図は成り立ちません。どちらにも舞原家の加か護ごがあるのですから。よってこの戦いは、『大きな壁』対『抗う者』ではなく、単なる『舞原イハナ』と『朝比奈菜な々な那な』という一いち生徒同どう士しの戦いとなり、モチベーションの上でのハンデはなくなります」

「……確かに、モチベーション、という点ではな。だが、朝比奈はただでさえ人気があるのにサクラまでそれに加わるんだ。票ひよう集あつめが厳きびしくなるぞ？」

　イハナは無表情に肯定する。

「ええ。そうでしょうね。わたしでは二人の人気にはとてもかないません。……ですが、それがなんです？　これは物量がものをいう戦争ではなく、体育祭、──運動会なのです」

　たとえどれだけメンバーを集められようと、ひとつの競技に出られる人数は、個人競技にせよ団体競技にせよ、限られている。

　その限られた人数分ぶんのメンバーを、精せい鋭えいで固められれば、極きよく論ろん、それだけで、勝てる。

　……それだけに、投票形けい式しきがクラス単位になったのは痛かったが──

「最終的にものをいうのは個人の能力──赤組がどれだけの票を集めようと、こちらは潜ひそませていたスタッフを使うことができるのですから、まず個人競技で負けることはありません。団体競技も、『紅こう白はく祭さい』まで日がないことを考えれば──そのために準備期間を短くしたのですが──むしろ人数の少ないこちら側に有利です。ならば、モチベーションの違いによる奇き天て烈れつな『熱ねつ血けつ的』逆転、などという現象さえ起こらなければ、わたしの白組が負けることはない。……もっとも、この戦せん略りやくの中ちゆう核かくとなるスタッフから、二人も離り脱だつ者を出すとは思いもしませんでしたが」

　正直、高たか虎とら以上に恕じよ宇うに抜けられるのは痛い。

　その頭ず脳のう、身しん体たい能力はもちろん、男女を問わないカリスマ性も。

　実際のところ、票の獲かく得とくに関しては恕宇の人気を当てにしていたところもあったのだ。恕宇のファンがこちらに投票してくれないかと。むろん、恕宇が赤組に回るならそのファンもまた赤組に流れるだろう。これでますます、票集あつめがつらくなる。

「──それで？　恕宇。あなたが赤組につくことにした、その理由はなんなんです？　サクラのメッセージと何か関係あるのですか？」

　恕宇はしばらく、イハナを見つめていた。

　めがねの向こうからの、見み透すかされるような視線にどこか居い心ごご地ちの悪いものを覚え、しかし逸そらすことなくイハナは返す。

　どれぐらい、にらみ合いが続いたか──

「……そのまえに、もうひとつだけ聞きたいんだが、──イハナ、おまえ、堂どう島じまコウはどちらにつくと思っている？」

　突然の恕宇の質問に。

　イハナは間かん髪はつ入いれず答えた。よどみなく。逡しゆん巡じゆんなく。

「もちろん、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なの赤組です」

「……ほう。それはなぜだ？」

「当然でしょう？　公式には、コウはサクラの恋人です。そのサクラが赤組につくのですから、コウも当然、わたしの白組ではなく朝比奈の赤組に投票するでしょう。コウのクラスは、コウに旗はた頭がしらを取らせたがっているようですし、問題はありません」

　恕宇は笑った。

「なるほどな。サクラが赤組につくから、か」

「もちろん、それだけではありませんけれど。あなただってわかっているはずです」

　笑っている恕じよ宇うにむかつくものを感じて、イハナは無表情に首を振ると、目でトレーナーを呼び、再びベッドに横たわった。

　恕宇に構わず、ストレッチ──というかマッサージ──の続きを開始する。

　向けられた背中に、なおも問う恕宇、

「いや？　わからんな。他にどんな理由がある？」

「わからないはずがないでしょう？　よく考えれば当然のことです。この『紅こう白はく祭さい』はいわばわたしの戦いであり、コウの敵は別にいる。いまコウが戦っているのは、朝あさ比ひ奈なではなく、葉は切ぎり洋よう平へい。そうでしょう？　だったらわかるはずです。敵が葉切であるなら、コウが赤組と白組、どちらにいるほうが葉切に対して効果的か」

「……なるほど。確かに、コウが同じ赤組のほうが、葉切にとっていやだろうな」

　義ぎ理り堅がたい洋平（とそのクラス）が、イハナに投票するはずがない。

　当然菜な々な那なの赤組についたうえで、洋平はこれまでのパターン通り『紅白祭』でもコウに対決を挑いどむだろう。挑みたがるだろう。

　が、その戦いたい相手であるはずのコウが同じ赤組だったら？

　これは非常にやりにくいに違いない。

　洋平はもちろん、洋平を助けている菜々那にとっても。

　意い外がい性があり、かつ有効。コウが好む戦い方。

「……だから、コウは赤組になる、と？」

「ええ。もちろん、コウがわたしの味方であることは疑っていません。ただ、赤組と白組、どちらにいるのがより利があるかという話です。白組になって票をこちらにもたらすか、赤組に入り獅し子し身しん中ちゆうの虫となるか。コウは、わたしが票数すうを問題にしていないことを知っていますから、当然赤組を選ぶでしょう。わたしの勝利のためにも。そのほうが、お互いに益がありますから」

「しかも、おまえが頼んでくれたおかげでコウの『公式の』恋人であるサクラも赤組だしな？　コウが赤組に入る大たい義ぎ名めい分ぶんもそろっているというわけだ。──で？」

「──は？」

「その話、実際にコウに聞いて確かめたのか？」

　先ほどから質問ばかりしてくる恕宇に、いいかげんうんざりしてきて、イハナは投げやりに答えた。

「その必要はありません。コウはバカではありませんから、自分がどう動いたほうが効果的か、じゅうぶんわかっているはずです」

「しかもおまえがサクラを差し向けて、自分の気持ちを示したようなものだしな？」

「……いったい何をいいたいのです？」

「別に？」

　イハナはうつ伏せになっていた首を回し、無表情、しかしにらむように恕じよ宇うを見た。

　聞こえてきた笑い声に、あざけられている、と感じたイハナだったが、振り返って目にした恕宇の表情は、むしろ優しく微笑ほほえんでいた。愛いとしいものでも見るような、というか、なんとも生なま暖あたたかいまなざしで。

　なぜか寒さむ気けが走って、イハナは急いで首を戻して視線を外す。

「なんですか気持ち悪い。変な目で見るのはやめてください」

「いや。なんというか、かわいいなー、と思ってな。……うざい！　と感じても不ふ思し議ぎではないところなのだが。なぜかな。……私も恋をしているから、かな。本当に、かわいいぞ？　イハナ」

「……頭あた沸まわいているのですか？　それで？　くだらないことをいうのはやめて、いいかげん話してくださいませんか？　あなたが赤組につくという理由」

　ああ、それなんだがな、と恕宇は笑った。ほがらかに。

「すまん。やっぱり、話すのはやめる。そのほうが、……劇げき的てきそうだ」

「……………………は？」

　げきてき？

「ただこれだけは信じてほしい。イハナ。私はおまえの敵じゃない。むしろ同どう志しだ。そうだろう？　何しろおまえはコウが好きで、私は真ま嶋じま先せん輩ぱいが好きなのだから。私たちは利害が一致している。だから協力し合える。……いや、むしろ協力し合わなければならない。お互いの一番大切なもののために、そうだろう？　だからこそ、信じてほしい。イハナ。私が赤組に回ることは、大きな目で見れば必ずおまえの利益になる」

　トレーナーの繊せん手しゆが強く、やさしく、運動に疲労した筋肉をほぐしていく。

　じんわりとした心ここ地ちよさに、イハナはため息をつきそうになるのを嚙かみ殺した。

　なぜだろう、突とつ然ぜん疲労を意識する。

　肉体的にはもちろん、精神的にも──もちろん疲れているのは確かだ。トレーニングを終えたばかりだし、精神的にもいろいろあった。……そうだ。今日も疲れた。舞まい原ばるの実務から離れているにも関わらず、疲れた。恐ろしく発はつ情じようしているはずのコウはこちらのアプローチにまったくびくともしなくなったし（でもあの防御の仕方は反則だと思う）、小鳥遊たかなし恕宇はむちゃくちゃなことをいってくるし、──なんかもう、いろいろどうでもよくなってきた。……同志、だって？　ええそうでしょうとも。心の中で吐き捨てる。どうせ何をいってもいったん決まった恕宇の心は変えられないのだろうし、もはやどうにもできないのなら、だったらもう、理由なんてどうでもいい──

　どうせ、どう考えても、コウは赤組になったほうがいいのだ。

　赤組を選ぶに決まっているのだ。

　……疲れた。本当に。

　今日はもう、何も考えたくない。

　わかりました、と告げる。

「……わたしたちが同どう志しであるというのなら、つまり、たとえ赤組にいようとも、あなたは白組のために戦ってくれる、そう期待していいのですね？」

「いや。逆だ。私は赤組の一員として、赤組のために全力をつくし勝ちに行くつもりだ。それは覚かく悟ごしていてほしい」

「……それはつまり、白組が負けることがわたしにとって一番いい、と？」

「いや。それも違う。おまえが負けて朝あさ比ひ奈なが生徒会長に就しゆう任にんすることにでもなれば、われわれの学校内での行動に制約がつくことになる、これからいろいろ自由に動けなくなる。コウのこともあるし、葉は切ぎりの動きも気になるし、その事態はできれば避けたい。だからそちらもがんばってほしい。……それでも負けるつもりはないが」

　イハナは脱だつ力りよくし、台の上に突つっ伏ぷした。

　いったいこいつは、この女は、本当に、何がしたいのか……

「……もしもし？　イハナ？　聞いているか？」

「……もういいです。恕じよ宇う。……わたしの同志。別に邪じや魔まはしませんから。思うままに、好きに投票してください」

「ああ。おう。……いや、本当に、すまないな。ありがとな……」

　イハナはうつぶせに顔を伏せて、恕宇のほうを見ないまま、話は終わりと手だけ振った。

　後ろで動く気け配はいがして。

　しかし立ち去る様よう子すは感じられず。

　しばらくして──

「……わけのわからんことをいっていると思うが、おまえはきっと、私の行動に感謝することになると思うぞ？」

　恕宇の声が聞こえた。

「……感謝？」

「ああ。そうだ。おまえはきっと、私に感謝することになる。そうだな。遅くても──『紅こう白はく祭さい』の日までには」

「……あなたが敵に回ることで、わたしが感謝することになると？」

「ああそうだ。ま、楽しみにしているんだな。そして、もっと素直になることだ」

「いっている意味がわかりません」

「いまはいい。だが、私に感謝することになったら、そのときは真しん摯しに受け止めろ。これは同志からの忠ちゆう告こく、──いや、お願い、かな？」

「本当に、いっている意味がわかりません」







　　　　◆







　──恕じよ宇うが帰るのを見送って。

　イハナはあらためて台にうつぶせになり、マッサージを再開させた。

　なんだか妙みように疲れているぶん、身体からだがやさしくほぐされていく感覚が実に気持ちいい。

「……ヤスミン。わたし、このまましばらく、眠らせてもらってもかまいませんか？」

「ええ。どうぞ。ゆっくりお休みください」

　イハナはそっと目をつぶり、心ここ地ちよい波に身体からだを委ゆだねていく。

　心のどこかで考えつつ。

　──恕宇が赤組に回ることへの影えい響きよう、そして、恕宇のいう、感謝すること、とはいったい何なのか──







　　　　◆







　程ほどなく眠りについたイハナだったが。まどろみはすぐに破られることになり。

　そしてイハナは、恕宇のいっていた『感謝』について、「これか？」と思い当たる何かにあっという間に出会うことになったのだった。













　　　　３．（堂どう島じまコウ）







　その夜──真ま嶋じま綾あやが長なが風ぶ呂ろから上がり、舞まい原ばるイハナがすぐに破られることになる眠りに落ちたころ、堂島コウは葉は切ぎり洋よう平へいと遭そう遇ぐうしていた。

　そのときコウは『紅こう白はく祭さい』のため、ではなく夜眠るためのロードワークの最中だったが（もっとも現在の発はつ情じよう状態に対しては文字通りスズメの涙なみだ程度の効果しかない気分的なものだったが）、洋平の姿に思い出す。

　ああそうか、ここは洋平が使っていたロードワークコースだった。

　すっかり忘れていたが、洋平がいるかもしれないここまでわざわざ走りにきたということは、自分は無意識のうちに洋平に会いたがっていたのかもしれない。そんなことを考えてみる。

　最近のコウは、自分の無意識、深しん層そう意識、というやつに興味を持っている。

　いわゆる裏うらの自分、本当の自分。自分の知らない自分──自分はどういう人間なのか。何を考え、何を求めているのか。ていうかどんなシチュエーションが好きなのか。どれだけすけべぇなのか。どんな妄もう想そうを抱いだいているのか。逃げてはいけない。どれほどきついものであっても。実は目を逸そらしていたい『そういうもの』を直ちよく視しし正面から向き合って、はじめて欲望というものはコントロールできるようになる、そう堂島コウは考える。

　大事なのは見み極きわめること。認めること。

　目を背けず、正面から──

　そう考えるきっかけをくれたという点で、最近妙みように親しげになった関せき谷や倫りん太た郎ろうというクラスメイトが書いた、自分がどれだけイハナのことを想っているかを詳しよう細さいすぎるほどに綴つづったという『関谷レポート』の存在は実に役立った。人間とはこれほどの欲望を隠かくしているものなのか、いられるものなのか、ということを知ることができて。──普通の人間がこれほどのものを抱けるのなら、もはや自分の心の奥にどのようなものが隠れていようと怖くはない。

　大事なのは、自分と向き合い、知り、認めること。

　それを悟さとったいま、もはやコウは、かつて発情という状態におたおたしていた子供ではない。

　いまここにいるコウは、たとえば目の前に全ぜん裸らで巨きよ乳にゆうの女性が現れたとしても『どうにかなってしまいたい！』などとごろごろ転がり悶もだえるようなガキではなく、むしろくくくと不ふ敵てきに笑い『どうすればもっともおいしくいただけるか』をじっくりゆっくり考えられる、いわば料理人である。

　そう、優れた料理人は魅み力りよく的な素材を前にしたとき、いきなりかぶりついたりはしない。

　まず、考える。どうすれば素材が引き立つか？　その魅力を最大限に活かすには何が必要か？　どう腕を振るえばいいか？　うまく料理できたからってそれを自分が口にできるかどうかは別べつ問題ではあるのだが、それでも、優れた料理人とは料理自じ体たいをも楽しむもの。

　この思し考こうを身につけたとき、コウは自分が一段上うえのステージに上がった、と思った。

　なんのステージかは別として。

　これでもう、どれほど発はつ情じようしていようが女性を前に取り乱すことはないだろう。落ち着いて学校にも通えるようになるだろう。

　実際、ここのところコウは心こころ穏おだやかに学校生活を楽しんでいる。

　もっとも、いまだ恐ろしいほどの発情状態でありながら問題なく登校できるようになった一番の理由は、料理人の視点を得たからではなく、ステージが上がったからでもなく、というか順序が逆で、『素材』にいきなり飛びかからない料理人の視点は努力の結果というよりも状況からしかたなく手に入れてしまっただけなのだが──

「よう。洋よう平へい。奇き遇ぐうだな！」

　ぎぎぎ、と身体からだを回し、がきき、と腕を上げてほがらかに挨あい拶さつしたコウに、洋平は目を見開き、驚きよう愕がくの表情を浮かべて言葉を返した。

「………………こ、コウさん？　……そ、それは、なんでスか？」

「あ？　そういや、あれからおまえとは会ってなかったっけ。これか？　いいだろ？　これは対たい『紅こう白はく祭さい』用におれが開発した秘ひ密みつ兵器、名づけて『身しん体たい能力養よう成せいギプス・堂どう島じま式しき二十八号』だ！」

　コウは洋平と同じく、日ひ炉ろ理り坂ざか高校のジャージの上下を身につけていた。

　が、その上に、さらなるものをまとっていた。

　主な構成要素は金属製せいの筒つつ、板、そしてバネ。そうしたパーツが一定のルールに従い腕に、足に、五体に張り巡らされている。

　その名も『身体能力養成ギプス・堂島式二十八号』。

　これこそがコウの秘密兵器。

　普通に？　学校に通えるようになった、真の理由。

　バネの力で、重りの重量でコウの動作に制限を与えるそれは、まさしく古めかしい少年漫まん画がに出てくるような身体能力養成ギプス、に見せかけた、その正体は貞操帯。みークルの知り合いに製作してもらったこれをつけている限り、たとえどれほど発情に狂ったとしても女性に襲おそい掛かることはできない。急な動きに制せい動どうを加える仕組みになっているためゆっくりとしか動けず、また関かん節せつの可か動どう域いきにも制限が設けてあり、簡単にはズボン・下着を下ろせない仕組みになっている。おかげでトイレが非常にもどかしいが、それで回かい避ひできる危険を考えればじゅうぶんお釣つりが来るというもの。もちろん身体からだもしっかり鍛きたえられるという一いつ石せき二に鳥ちようの優れものであり、コウはもう二日ほど、このギプスをつけて登校していた。
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　折しも時は、『紅白祭』の準備期間。

　普段ならこんな傾かぶいた姿、いかに自由な日ひ炉ろ理り坂ざか高校とはいえ容よう認にんされたものではないが、もともとのコウのキャラクターもあり、《グレイテストオリオン》の影えい響きようもあるのだろう、『紅こう白はく祭さい』への意い気き込ごみ、ということであっさり周囲に認めてもらえた。「あいつ、燃えてんな！」と。

　実際、有名人でありそれなりに人気者でもあるコウの挙きよ動どうは注目されている。

　赤と白、どちらの組につき、どの競技でどんな活躍を見せるのか。

　コウのクラス・二年五組もバックアップ体制万ばん全ぜんなのが複雑だが──正直、『紅白祭』にはあまり乗り気でないのだが──おかげでこの恰かつ好こうもむしろ好意的に受け止められた。もっとも周囲の人間、とくにイハナや綾あやには評判悪わるく、装そう着ちやくをやめるようせっつかれているのだが（まったく、だれのためにこんな恥ずかしいまねをしていると思っているのだか。二人がまだ『無事』なのはこのギプスのおかげなのに。もちろん、コウは善ぜん意いを押し付けるような人間ではないのでそんなこといったりはしないが）、コウは、たとえ二人になんと思われようと、少なくとも『紅白祭』まではこの恰好を続けるつもりだった。

　バカなまねなのはわかっているが──それだけ、本当に、やばいのだ。

　きっともう、保もたない。

『紅白祭』以降も発はつ情じよう状態が続くとすれば、──そんなの考えたくない。

　いったいいつまで続くのか──

「コウさん？」

「ん？　ああ。とにかく、おれはしばらくこれでいくから、悪いが、対決とかは『紅こう白はく祭さい』まで控ひかえてくれな。おまえだって、こんなギプスのハンデをつけたおれとは戦いたくないだろう？　『紅白祭』までの辛しん抱ぼう、ってことで、ひとつ、よろしく」

「……おれも、練習とか、ありますから」

　沈ちん黙もく。

　月明かりの下。

　洋よう平へいは、うつむいて地面を見つめている。

　何かいいたくて、頭を整理しているのだろう。

　長い付き合いからそれを悟さとったコウは、急せかすことなくゆっくりと待つ。夜空を見上げて。

　山に囲まれ自然の多い日ひ炉ろ理り坂ざかは、空が美しい。

　天気のいい日は星がくっきりと見える。

　ギプスの関かん節せつを固定して楽な姿し勢せいを取ったあと、首を巡らしてオリオン座を探し、無意識だったその行動を自覚してコウは思わず笑った。

《グレイテストオリオン》。

　対『ザ・ワン』で変へん則そく的な使い方をしてしまったためか、現在励れい起き状態（よく分からないが発はつ情じよう状態のようなもの？）とやらになってしまっているらしい《知恵の実み》。

　いまのところ対策の目め処どは立っておらず、──自分には感じ取れないが、現げん在ざい日炉理坂中じゆうに力の波動を振りまいていて、いまの学校の熱血ぶりもその影えい響きようのせいだとか。イハナも恕じよ宇うも、学校内に限らず日炉理坂の住人のほとんどが、気がつくと《グレイテストオリオン》のある方角に視線を向けてしまっているらしい。

　自分にまったく影響がないのは、悪あく魔まのミカタだからか。

　それとも、《グレイテストオリオン》でかなえられるような、だれでも持っているはずの願がん望ぼうを持っていないということなのか。影響を受けたいわけではないが、それはそれで悲しい気がする。

「……今度の『紅白祭』、赤組につくかもしれないって、本当ですか？」

　コウはぎしぎし音を立てつつ身体からだ全体で向き直り、あらためて洋平を見た。

「だれに聞いた？」

「一年の、とき、……一年生です。小こ賢ざかしいやつなんですが、そいつがいっていました。コウさんは赤組のほうに入るんじゃないかって。そのほうが、いろいろ引っ搔かき回せるから」

　コウさん、と洋平は、コウと視線を合わせて続ける。

「……『棒ぼう鳥とり騎き馬ば戦せん』が復活するのは知っていますか？」

「ああ」

『棒鳥騎馬戦』。

　これまた生徒会長のごり押しで決定された、『紅こう白はく祭さい』のトリ競技。

　内容は簡単。棒倒たおしと騎き馬ば戦せんの融ゆう合ごう。参加者は騎馬でユニットをつくって戦い、自じ軍ぐんの棒を守り、敵てき陣じん地ちの棒を倒しに向かう。もともと日ひ炉ろ理り坂ざか高校体育祭の伝統的な種目だったのだが、毎年怪け我が人にんが続ぞく出しゆつする危険な競技でもあったため、ここ五年ほどは行われていなかったとか。それを生徒会長が無理やり復活させたとイハナがごねていた。もちろん、さすがに危険な競技であるため独どく断だんはできず端たん末まつを用いた簡かん易いアンケートを行ったようだが、生徒の反応はおおむね好意的だったらしい。

　責任者となる教きよう頭とうの許可も得られ、五年ぶりに危険な名めい物ぶつ競技が復活することになる。

「菜な々な、……朝あさ比ひ奈ながいっていました。この戦いは、どれだけ票を集められても赤組の不利は変わらないだろうと。それでも勝とうと考えるなら、狙ねらうべきは最終競技による一いつ発ぱつ逆転しかないと」

「かもな」

　意い外がいと冷静な菜な々な那なの判断に驚きながら、コウはうなずく。

　体育祭というものは、勝敗を盛り上げるため最後の競技が最も点数が高い場合が多い。

　当然、トリとなる『棒ぼう鳥とり騎馬戦』にも高い点数がつけられることになるだろう。

『棒鳥騎馬戦』には、決着のつき方が二種類ある。

　まず、制せい限げん時間以い内ないに棒を倒せなかった場合。

　このときは、相手の騎馬からどれだけ鉢はち巻まきを奪えたかがポイントになる。

　次に、時間内に相手陣じん営えいの棒を倒せた場合。

　相手の棒を倒せたときは、たとえどれだけ騎馬が倒され鉢巻を奪われていたとしても、無む条件で棒を倒したほうの勝利となる。──最初のころは単純に、どちらかの棒が倒されるまで続けていたらしいが、洒落しやれにならない怪我人が続出したため制限時間がもうけられ、いくつかのルールが追加され、騎馬による鉢巻の奪い合いでも勝敗を決められる現在の形となった。

　よって『棒鳥騎馬戦』という競技は、時間切れによる決着が主流となっている。

　それだけに、めったにない『相手陣営の棒を倒して勝った場合』には、それこそどれだけの点差がつけられていても逆転できるだけの点数が与えられるのが伝統的。だからこそ、イハナはこの競技に難なん色しよくを示しているらしいが、逆転の要素が試合をおもしろくするのも確かであり、伝統でもあり、それをなしにしよう、というのはおそらく通らないだろう。まだ各かく競技に与えられる点数については調整中らしいが、冷静に見えてイハナはけっこう、逃げたりするのきらいだし。おそらく、逆転有ありのルールが採用されることになる。

　イハナの『机き上じようの空くう論ろん』通りに『紅白祭』が進むなら、確かに、赤組はそれに頼るしかなくなるかもしれない。

「……で？　それが？」

　コウの問いかけに、洋よう平へいは大きく深しん呼吸して、コウの顔を見み据すえていった。

「おれは、『棒ぼう鳥とり騎き馬ば戦せん』だけに出るつもりです。他の競技に出るつもりはない。勝つために、『棒鳥騎馬戦』だけに全力を注そそぐつもりです。……だから、おれはあんたと、『棒鳥騎馬戦』で戦いたい」

「おう。いいとも。じゃあ、どっちが多く鉢はち巻まきを取れるか競争だな！」

「い、いや、そうじゃなくって」

「ああそうか、一いつ発ぱつ逆転だったな。よし、じゃあ、どちらが先に棒を倒せるかで勝負だ！」

「いや、だから、そうじゃあなくて……」

　気き勢せいをそがれ、困ったようにもごもごと口を動かしている洋よう平へいに、コウはおかしくなる。

　洋平がいいたいことはわかっているが、はいと返事をしてやる義務はない。

　どちらの組につくか、なんてこちらの勝かつ手てだ。

　さいわいイハナのおかげで、赤組に入る理由もできた（とはいえイハナに余よ計けいな指さし図ずをされるいわれもないが）。もっとも赤組を選べば、あの関せき谷やあたりがうるさそうだが……

　……すべては自分の意思のまま。

　大事なのは、何をしたいか、何を求めているか、見み極きわめること。

　コウは、また何か思し考こうの整理をはじめている洋平にわざとらしくため息をつき、口を開いた。

「なあ洋平。今日の放課後ご、おれに何があったと思う？」

「……は？」

「おまえに続いて、今度は小鳥遊たかなしにも宣せん戦せん布ふ告こくされちまったよ。……っていってもおまえみたいのじゃなくて、……口にするのもこっ恥ずかしいが、いわゆる恋のライバル宣言？　もともとライバルって、そういう意味らしいしな。なんでもあいつ、ついに、先せん輩ぱいに告白したらしい。はっきりいわれたよ、おれに先輩は渡さない、って。別におれは、……いまのところ先輩と付き合っているわけでもないから何をいう筋すじ合あいでもないんだが、……なぁ、こんなこといわれたおれの気持ちがわかるか？　おれに先輩は渡さない、だと！」

「コウ、さん」

「わかるってのか？　この気持ちが！　この、先輩のこと、好きなのに、それを奪われるのはつらいはずなのに、相手が小鳥遊だと思うと、女の子同どう士しだと思うと、あれ？　なんかいいなぁ、ちょっと見てみたいなぁ、なんて思ってしまうおれの気持ちが！」

「わわわかりたくもありませんよ！　そんなもん！」

　だろうな、とコウは顔を影かげして自じ嘲ちようの笑えみ。

「……わかっていたさ。ああ。おれは異端者アウトサイダーだ」

「……いや、あの、なんというか、そうですけど、違うというか……」

「慰なぐさめてくれるのか？　ありがとう。それはともかく、話を戻すぞ？　恕じよ宇うに宣戦布告されて──ようするに、あいつも、なんでもいいからおれに勝ちたいらしい。はっきりいわれた。今度の『紅こう白はく祭さい』でおれに勝つ、って。……まぁ、おまえみたいに種目の指定まではしなかったけど、あれって、最近のおまえと一緒だろ？　とにかく勝ちたい。ただ勝つために、おれと戦いたい。とさ。

　──おもしろいよな？

　どう考えても、頭の良さも、身しん体たい能力も、おれよりもあいつのほうが上なのに」

「……そんなことは……」

「いや？　おれは自分を知っている。ていうかあいつも知っているはずだ。小鳥遊たかなしはなんだっておれより優れているし、そもそもおれの武器ははったり。はったりそのものなんだよ。自分の力を実力以上に見せるはったりがおれの武器であり、小鳥遊はそれを知っている。にもかかわらずあいつは、そのはったりを怖がっている。……おまえだって、そうだろ？　洋よう平へい」

「……おれは、自分が、コウさんより優れているとは思っていません」

「でもボクシングは別だろう？　ボクシングなら負けていないはずで、でも、……心のどこかで思っていないか？　もしかしたら、ボクシングでも、──相手がおれ、堂どう島じまコウだと、負けてしまうのではないか、って。──ああ、白はく状じようしよう。そう思わせてしまうのが、はったり、中身のないおれの武器そのものなんだ。

　勘かん違ちがいするな？　おれは別に卑ひ下げしていない。何しろこの武器は、悪あく魔まにだって通じてしまうすぐれもんだぜ？　ほかにだれが真ま似ねできる？」

　──だからこそ、勝負を行い、勝ちたいのだろう。小鳥遊も、そして洋平も。

　とにかく何かで勝つことで、堂島コウにはわけのわからない力などない、しょせんははったりだけの、『倒せる存在』だということを、実感したいのだろう。実際のところ、純じゆん粋すいな身体能力の勝負になってしまっては、コウは、恕宇はもちろん洋平にだって勝つ自信はない（もっとも、いまは《Ｉｔ》の力があるから別だが、それだって自分自身の力ではなく、いずれなくなる借り物の力）。

　まずは認めよう、自分の、本当の実力。

　神しん童どうでも天てん才さいでもない、特殊な才能も持ってない、単に運のよかった高校生。認めよう、謙けん遜そんでも卑下でもなく、自分の正体は、舞まい原ばるイハナという少女に惚ほれられたおかげで何とかやってこられた、友人に恵まれた普通の人間。……いや？　才能がないとはいわない。人に自慢できるものだってある。たとえばこの冷静さ。判断の速さや決断力。思い切りのよさ（もっともそのいずれもいつでも頼れるような確かつ固ことしたものではないが。現に《グレイテストオリオン》の事件のときは、判断の速さも決断力も消えて一歩も動けなくなった）。そして何より、自分に力がない代わり、他から力を借りてきて、それでなんとか場を切り抜ける、いわば自転車操そう業ぎようの才能。

　奇き天て烈れつな過去のおかげで培つちかわれたもの。

「……コウさん？」

「……ああ。……とくに、おまえだおまえ。洋平。おまえに挑いどまれる立場になって、おれはようやく気づけたよ。……なんていうか、自分自身のはったりに、自分自身までだまされていたってところかな。悪あく魔まのミカタ、なんて名乗るようになって、いつの間にか、おれは自分をたいしたやつだと思い込んでいたらしい。ちょっとした過去も持っているし。……恥ずかしい、話だが」

　だが実際ここにいるのは。

　女性と見れば欲よく情じようし。友人だろうと欲情し、子供みたいな妹にすら欲情し、そして、これまでやったことのない、明確なゴールのない戦いを舎しや弟てい同然だった友人に挑いどまれてしまっただけでうろたえてしまう情なさけない、高校生。

　圧倒的に、足りない。

　人生の、経験が。

「おれは自分のやり方を、別に否定はしない。これからだって、いままでみたいにはったりでやっていく。それがおれの武器だし、だいたい、実力が追いついてくるまで待っている暇ひまもないしな？」

「……いったい何を、いっているんです？」

「わからないか？　つまりな、こういうことだ、ようするに──燃えていこう」

　コウは笑うと、ぎしぎしとスプリングをきしませながら腰の後ろに手を伸ばし、携帯を取り出した。

　短縮ボタンを押して電話をかける。

「──もしもし？　ハナちゃん？　……あ、ごめん、寝てた？　──寝てない？　あ、そう。じゃあ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど、正直に答えてほしいというか──

　当然ながら白組は、勝つつもりでいくよな？　『紅こう白はく祭さい』。

　おっけ。それならいいんだ。うん。ええとな。

『紅白祭』のことだけど、おれは白組でいくから。

　じゃ、そういうことで、よろしく。……くわしいことはまたあとで。じゃあ！」

　一方的に通話を切ると、マナーモードに切り替えて、ポケットにしまった。

「よし。これでおれは白組、おまえは赤組だ。騎き馬ば戦せん、だっけ？　いいぞ？　洋よう平へい。存ぞん分ぶんにやろうぜ、戦いを」

「コウさん」

「ああ、そうだ。いまのおれに必要なのは、経験だ。ひとつでも多く戦うことだ。だから、洋平。せっかくだから盛り上げていこうぜ？

　……おまえが気づかせてくれたんだ。おれは、ずっと、勘かん違ちがいをしていたって。

　いままでおれは、ずっと、負けてはいけないつもりで戦っていた。

　でも本当は、逆だった」

「……逆？」

　そうだ、逆だ、とコウは笑えみをつくって、うなずく。

「ああ。そうだ。逆。……いままでの戦いは、結局のところ、負けてもいい戦いだった。

　だってそうだろ？　負けたって、日ひ奈なの復活が遠のくか、あるいはその可能性がなくなってしまうってだけ。下へ手たすりゃおれの人生も終わっていたっつうだけのこと。ただおれが失うだけで、それだけですむ。

　おれが負けちゃいけない戦いは、おれが願いをかなえたあとにこそ、ある。

　もう、二度と、失うわけにはいかないから」

　思い出すのは、この腕の中で失せていく恋人の感かん触しよく。

　何もできずにただただ、冷えていくのを味わった。

　願いは。かなえるだけでは意味がない。かなえた願いを守れなければ。そうでなければまた失う。今回はじめて、洋よう平へいにペースを乱されて、わけのわからぬ不安に襲おそわれて、それでようやく気がついたこと──

　──いつか絶対、負けられない、戦いがくる。

　再び、失うかどうかの瀬せ戸と際ぎわとなる戦いが。それ以外の戦いは、結局のところその戦いのための前ぜん哨しよう戦せんに過ぎなくて、そしてついでにいえば、経験値ち稼かせぎの場でしかない。

　だから──

「勝負しようぜ。洋平。騎き馬ば戦？　いいだろう。それで戦ってやる。ただそれだけじゃあ盛り上がりに欠けるから、こんなのはどうだ？　……一いち応おう確認しておくが、おまえ、おれが日奈を生き返らせるのを止めるために向かってきているんだよな？　間違いない？」

「ええ。もちろん」

「……だったら、誓ちかおう。もしも今度の『紅こう白はく祭さい』で、おまえに負けたら──

　おれは、日奈の復活を、あきらめる」

　言葉を切り、コウは驚きよう愕がくの色に塗り替えられていく洋平の顔をおもしろそうにながめる。

　洋平が口を開こうとした機き先せんを制し、続ける。

「ああ。心配するな。おまえが取引しないのは知っている。これはあくまで、おれが勝かつ手てに決めたことだ。おまえは別に、なんのペナルティも背負わなくていい」プライドがそれを許すならな、とは口にしない。「あくまでこれはおれの誓い──負けないことを示す決意だ。だから、おまえまでどうしろとはいわない。……悪い条件じゃないだろ？　運動会の競技で、おれをとめられるかもしれないんだぜ？」

「……本気、ですか？」

「もちろん。だから小鳥遊たかなしにも伝えとけ。先せん輩ぱいを渡す、なんてことはさすがにいえないが、日奈の復活をとめられるんだ。小鳥遊も、──先輩だって、大喜びでおまえに協力してくれるだろうから」

「いや、でも、しかし、おれは……」

「そう深く考えるなって。これはおれのためなんだから。いまはまだ、ハナちゃんとかがいて、助けてくれる。恵まれている。力を貸してくれるだれかがいる。《Ｉｔ》の助けもあるし、だからこそ、たくさんの力を借りられる、いまのうちに──」

　戦いを経なければならない。

　経験を積まなければならない。

　ひとつでも多く。『糧かて』を。いつか『彼女』を守れるように。

　そうだ。自分はいつでも、たとえ相手が洋よう平へいだろうと、迎え撃うつ側ではない。

　挑いどむ側。

　挑ちよう戦せん者であり──

「……反はん逆ぎやく者」

「え？」

「……なんでもね。とにかく」

　照れたように笑って、コウは洋平に、告げる。

「じゃあまぁ、そういうことだから。おれは白組、おまえは赤組ってことで、──楽しもうぜ？　お互いに。『紅こう白はく祭さい』を、な。……せっかく、わざわざおれの決意をながなが話してやったんだから、難しいこと考えず、全力で来いよ？　……ま、おまえにはいうまでもないことだろうけどな」

　沈ちん黙もくが、夜のとばりに満ちる。

　押し黙った洋平に、コウはまた、いまにも降り注そそいできそうな星空を見上げる。

　かつて、夜が怖かった。

　正直いえば、いまも怖い。妹をさらった夜が。妹をさらったような星の向こうが。何があったか覚えていない、にもかかわらず、怖くて怖くてたまらない──その恐怖が、しかし間違いなく、いまの自分をつくったのだ。

　この恐怖があったからこそ、自分は悪あく魔まのミカタになれた。

　だから、恐れるな、怖がることを。

　すべてはおのれの『糧』になる──

「……コウさん」

　突とつ然ぜん洋平は顔を上げ、いった。

「……おれは、おれが戦うべき相手がだれか、わかっています」

「おれも知ってる。おれだろ？」

「……だけど、……コウさんは、わかっていますか？　コウさんの戦うべき、倒すべき相手はだれですか？」

「敵だよ」

　コウはあっさり答えた。

「……おまえも含めてな。邪じや魔まするやつは、全員敵てきだ」

　──そして喰らうべき『糧かて』だ。







　　　　◆







　ふらふらと、まだコウが突きつけた約束の衝しよう撃げきが抜け切らないのか、亡ぼう霊れいのように頼りない足取りで去っていく洋よう平へいを見送って、コウもぎぎぎとギプスのきしむ音を立てつつきびすを返した。

　満足感を覚え。

　しかし洋平の最後の問いに、少しだけ引っかかるものを感じながら。

　なんであんなこと、聞いたのだろう。

　……ともかく、今回は、自分のペースだったと思う。

　自分のペースにできたと思う。

　まだ正調とはいえないが、発はつ情じよう状態に入ってからようやく、自分らしくやれた気がする。ちょっと恥ずかしいことをいってしまったかもしれないが、洋平を揺さぶることができたなら、それでまぁよし。なんだかんだであいつはそういうの、好きだし。

　さて、おれが立てた誓ちかいに対し、洋平はどういうふうに動くか。

　節せつを曲げ自分も条件を出すか、関係ない、とばかりに向かってくるか。小鳥遊たかなしも、先せん輩ぱいだって焦るだろう。普通じゃいられないだろう。問題は、イハナにも影えい響きようがありそうなこと。でもやっぱり、あいつにも話しておかないと──

　そうだ、イハナ。

　カシャカシャと音を立てて歩きながら、コウは尻しりのポケットからさっきまで震えていた携帯を出した。

　電話とメールの着信が、一件ずつ。

　差さし出だし人にんは同じ相手。

　……たぶん、怒っているだろうなぁ。

　しばらく怒られなければならないだろう。サクラのメッセージのことを考えれば、イハナの意図は一いち目もく瞭りよう然ぜん。自分はそれに逆らってしまったのだから。それでもコウは、最終的には許してもらえるだろうと思っていた。というか、きっとはじめから、イハナも本当には怒っていないだろうから。まったくイハナは素直じゃなくて、話をしようとしないから。

　だから話をすることにしよう。

「……あ。もしもし、ハナちゃん？　さっきはごめんな？　寝ていたところ──ああそうだった、起きてたよね？　うん。それよりさっきのことだけど──ああ、いや、偶然洋よう平へいと会って、なんていうか場の勢いで、そういうことに──」

　──自分に何が必要なのか、わかっている。

　何を求めているのかも。

　倒すべき相手のことなど、いうまでもない。

　あとは、ただ、そのために必要なだけの、強さを──

　ギシギシとギプスをきしませながら、コウは星空の下を、歩く。

　冴さえて広がる満まん天てんの星に、なぜだろう、わけもなく、『紅こう白はく祭さい』の日も晴天になることを確信して、イハナの止まらぬ説教をＢＧＭに、コウは歩き続けた。

　夜は更ふけ、しかし星は輝いていた。













　　　　４．（葉は切ぎり洋平）







（これは、夢）

　星空と、大地。

　ほかには何もない空間。

（おれは、それを、知っている）

　星は輝き、夜空を自じ在ざいに飛びまわり、星せい光こうに照らし出された大地は灰色。複雑な畝うねを幾いく層そうもつくり果てしなく、広がっている。

　たとえるなら、夜の砂漠。

　ただし、踏みしめているのは砂ではない。もっと異い質しつな、別の何か。

　──はるか遠くに、丘が見える。

　丘の向こうは、どうなっているのか。

（おれは、《それ》を、知っている──）

　大きく深しん呼吸をして、気を静め。

　左手を叩たたき、ただの左手であることを確認すると。

　星明かりの下、遠くに見える丘を目指して、葉は切ぎり洋よう平へいは歩き出した。

　目的の相手は、すぐに見つけられた。







　　　　◆







　遠とお目めにそれは、川に見えた。

　黒い水の流れる川。

　夜だからか、星の光の影えい響きようか、川の水は真まっ黒くろに見えた。

　が、目的の相手に近づくにつれ、知れる。

　これは川ではない。

　そして水でもない。

　おそらくは、血。

　川のような流れのほとりに立つ、男の眼がん窩かから流れ落ちているもの。

　男は、シルエットからかろうじて、人間であるとわかった。

　肌はだもまた黒く、凝ぎよう視ししていなければあっという間に夜に溶け込む。

　服を着ているのか着ていないのか、それすらも不明。闇やみにまぎれてぼんやりとした形しか見えない。それでも男がそこにいるのがわかるのは、男が川のほとりに立って、その胸に白い女性を抱いているからだ。

　輝くような白色の、穏おだやかに眠っているような表情をした女性。

　だがなぜか、洋平にはわかる。彼女が死んでいることが。

　どきどきと高鳴り出した胸を呼吸でしずめ、ゆっくりと、洋平は歩みを進める。

　できれば男に会いたくない。

　でも会わなければならない。

　自分がそれを望んだから。

「……来るな」

　声が聞こえた。

「……それ以上、近づくな」

　洋平は素直に止まり、それまで下げていた視線を上げる。

　これだけ近づいても、闇の向こう、やはり男の顔は見えない。目の辺りに真っ黒い穴が見えるような気がするだけで、髪かみがあるかもわからない。ただぼんやりとしたシルエットがわかるだけで、だから洋平は、男の顔はもはや骸がい骨こつなのではないかと思う（だがその一方で、洋平はそれがうそだとわかっている。洋よう平へいは、男がどんな顔をしているか、本当は知っているのだから）。

「よく来たな。おれの絶望を知る者よ」

　男の声は低く、かすれ、焼けたのどから無理やり引き出したようなものだった。

「……さぁ、願え。我が絶望を知る者よ。運命だけが、我らを引き寄せ、絶望だけが、願いをかなえる。その魂たましいと引き換えに、絶望を超える願いを──さぁ、願え！」

　鼓こ膜まくを震わせた声は、同時に頭の中でも響ひびいた。

　目を閉じ耳をふさいでも逃れることのできない声が、雷らい鳴めいのように、地じ鳴なりのように、心を震わせ動どう揺ようを引き出そうとする。

　しかし洋平は震えず、揺るがず、ただ、いった。

「──あんたは何を、願う？」

　沈ちん黙もくはわずかだったかもしれない。永遠に続いていたのかもしれない。

　男はしわがれた声で答えを返した。

「知れたこと。おれは、おれで、なくなりたい」

「なぜ？」

「なぜ？　なぜだと？　なぜと問うのか？」

　夜空を飛び回る星が活発さを増し。

　世界がどくん、と脈を打つ。

　まるで雷らい光こうが走ったように地面が一いつ瞬しゆん透明になり、その下に隠かくしていたものをあきらかにした。

　それは、死体。

　何百何なん千ぜん何万という、かつて人だったものの残ざん骸がい。

　地面が脈を打つ度たびに死体の姿が闇やみに浮き上がり、残ざん像ぞうのようにその場に残る。脈みやく動どうにあらわにされる度、死体が存在感を増していく。

　もはや、それは地面の下に隠かくれ潜ひそんではいなかった。

　死体そのものが地面をつくり、畝うねをつくり、果てしなく広がって地ち平へい線せんへと消えていた。

　洋平は地面を見ていた顔を上げ、川の向こうをそっと、見やる。

　何百何千何万という人の形が浮き上がり、組み合わさり、それが丘となっている。

　人の身体からだがつくった丘きゆう陵りよう──

「わかるか？　これは、おれが愛してきた人たちだ。『これまで』愛し、そして『これから』愛する人たちだ。わかるか？　おれは、……おれはただ、彼女を、彼女らを、抱きしめたかっただけなのに！」

　男の腕の中で、女性の身体が砕けて散った。

　散った欠片かけらは光の粒りゆう子しとなって、空に向かって飛んでいく。

　星となり、またたきはじめる。

　それを追って手を伸ばし、男は嗚咽おえつを上げ、かすれた声を絞しぼり出した。

「まただ、また、また──もう二度と愛するまいと思っても、おれは、だれかを、愛してしまう。もう二度と抱きしめまいと思っても、おれは、愛する人を抱きしめてしまう。おれは、おれは、おれは──だから。

　──おれは自分でなくなりたいのだ！」

　洋よう平へいは、そっと、こっそり一歩、踏み出した。

　そろそろと、男に近づいていく。

　知らぬげに、男は叫ぶ。

「──だからこそ、さぁ、願え！　我が絶望を知る者よ！　絶望が生み出す願いを願い、かなえるがいい！　絶望を超えたいと！　願うがいい！　同じ絶望を持つ者よ！　おまえの願いをかなえよう、それだけが、──それこそが──」

「同じ絶望とやらに縛しばられた、あんたの願いをかなえる方法？」

　男はみじろぎし、動きを止めた。

　穴のような二つの眼がん窩かがこちらを見ているのを感じ、洋平は身体からだを震わせて、しかし言葉を続ける。

「……答えろよ、《知恵の実み》。なんのために願いをかなえる──なぜいつまでも願いをかなえる？　かなえ続ける？　先せん輩ぱいにたずねたそうだな、本当の名前は何かって。だったらおれもたずねるぞ。あんたの、本当の願いはいったいなんだ？」

「おれはおれでなくなりたいのだ！」

「だったらどうして他人の願いをかなえる！」

「同じ絶望を持つからこそ！」

「だったらどうして、自分の願いはかなえない！　なぜあんたの絶望は終わらない！　もう一度聞く！　あんたの本当の願いはなんだ！」

「おれはおれでなくなりたい！」

「ならばなぜ、その願いをかなえる力を持ちながら、あんたの願いはかなっていない！」

　星空が、消えた。

　周囲が闇やみに閉ざされはじめ、男の姿がぼやけはじめる。

　洋平は、あわてて男のもとへと走るが、男はむしろ遠ざかり、闇に溶けていく。

「待て！」

「来るな！」男は叫んだ。「来るな！　来るな！　来るな──」

「答えろ！　あんたの本当の願いを！」

「……おれは、ただ、おれはおれでなくなりたい！　おれは──」

　頭の中で、木こ霊だまのように声が響ひびく。

（来るな、来るな！　来るな！　来るな──）

　丘はもう、夜に溶けてどこにも見えない。

　川も、空も、灰色の大地も消えて。ただただ闇やみが広がるだけ。足元から地面がなくなり、自分を成り立たせていたものが、崩れていく。落ちていく。

　広がり薄れてかすれていく、意識の中──

（──逃がさねぇよ、オリオン）

　洋よう平へいは、そっと、ささやくように、つぶやいた。

（あんたがどこまで逃げようと、おれはどこまでも追っていく）

（そしていつかは、つかまえる──）







　　　　◆







　気がつくと布ふ団とんの中にいる。もはや慣れてしまった状態。

　そして記き憶おくも、他の者たちとは違い、なんとなくだが、残っている──

「うむ。起きたか。おはようヨウヘイ。……どうだった？」

「はっきり覚えてねーけど、……やっぱり、つかまえられなかった気がする。……つっても、だいぶ近くまでいけたような感じもするし。あともう少し、かな」

　左手に浮かび上がった唇くちびる／ジンゴロウと会話しつつ、はぁ、と大きくのびをして、ベッドから立ち上がり、葉は切ぎり洋平は机き上じようの時計を取ると鳴り出す前に目覚ましを止めた。

　朝のロードワークの時間。

　寸すん前ぜんに見た夢など、日常に何の影えい響きようもない。

　寝巻き代わりのＴシャツの上にそのままジャージを着て、万まん歩ぽ計けいを手にとって、ふと、洋平はそこで手を止めた。

　万歩計の上に唇が生まれ、開く。

「どうかしたか？」

「……いや、昨日きのうのコウさん、ギプスなんかつけて、……えらい気き合あい入ってたな」

　思い出す。

　妙みような迫力に圧倒されて、ダメだダメだと思いながらも、終しゆう始しコウさんのペースから外れられなかった。

　ああいうところはやはり、さすがだと思う。

　戦いは、ペースを握ったほうが勝つ。

　……全力でこいとか、いっていた──

　突然、机の上に載せていた携帯が鳴り出して、洋よう平へいはびっくりして飛び上がった。

　着信音おんは、すぐに止まった。

　着信を見て、肩を落とす。

「……マジかよ」

「ほほう。シニョリーナたちは本気で、ヨウヘイのロードワークに付き合う気か。ふむ。なるほど燃えている」

「邪じや魔まになるだけなんだがな」

「そういうな。仲間だろう？　……ああ、ワタシも手足があったらこう、熱ねつ血けつして、……というか、ワタシと『日ひ奈な』嬢じようが同じような存在なら、ワタシもヨウヘイの身体からだを動かせないものかな？」

「ぶっそうなこと考えるな。だいたいおまえ、身体あったことあるのかよ」

「……ああ、それもそうだな。……いや、ヨウヘイの記き憶おくにアクセスすれば、いまならエネルギーも潤じゆん沢たくなことだし──」

　へーへー、と顔をしかめて、タオルを探そうとして、いつのまにか自分が舞まい原ばる家けの方角を見ていたことに気づき、洋平は笑った。

《グレイテストオリオン》は、今日も朝から元気に熱血波は動どうを振りまいている。

　もしかしてジンゴロウにも、少しは影えい響きようあるのかも。

　何事もない、いつも通りの、朝。

　いったいいつまで、続けられるか──

「……『紅こう白はく祭さい』、か」

「何だ？」

「……別に。なんでもねぇ」

　そうだ、おれは、自分が戦うべき相手を知っている。

　倒すべき相手のことは、間違えない。

　たとえコウさんに何をいわれても、──揺るがない。

（「──難しいこと考えず、……全力で来いよ？」）

　待ちくたびれたのか、再び携帯が鳴り出した。

　しかたなく耳に当てながら、「もしもし？　ああ、もう少し待て」洋平は両親の部屋を一いち瞥べつすると、音を立てないようにしながらドアに向かった。

　外はまさしく運動会（の練習）日和びより、早朝からくっきりと、晴れ上がっている──

「……それじゃあ、いくか」

「うむ。にしても、今日もいい天気だな。何をするにもいい天気というやつは──」







　　　　◆







──『紅こう白はく祭さい』まで、六日を切った日のことだった。
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午前の部
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　ここに一人の女性がいる。

『彼女』は最近海かい外がい旅行から和わ歌か丘おかに帰ってきたばかりで、和歌丘で吸きゆう血けつ鬼きだかバイオテロだかの事件が起きていたということを友人から聞いて驚き、自分は巻き込まれなくて運がよかった、と思っている。同時に、本当は一緒に旅行にいくはずだったのに寸前でキャンセルし、そのため事件に巻き込まれたのか行方ゆくえ不明になってしまった二人の知り合いのことを心配している。

　職場で知り合い親しくなった、同どう僚りよう。

　ちなみに海外旅行は、この二人の知り合いが何やら券をもらったのだが一緒にいかないか、とお膳ぜん立だてしてくれたもの。

　天てん職しよくだと思っていた仕事を首になってしまい──正しくは勤め先がつぶれてしまったのだが──やさぐれていた『彼女』は、半なかばやけっぱちになって海外に出かけていった。

　行き先はドイツ。

　一度行ってみたかった、『彼女』の趣しゆ味みの本場の国。

　主しゆ催さいした当の本人たちはいなかったのだが、ツアーコンダクターの手配はしてくれてあり、なんかもういろいろと万ばん全ぜんで、危険もなく、本当に、楽しかった。それだけに、その旅をプレゼントしてくれた二人の知り合いのことが気にかかった。いったいどうしてしまったのだろう。本来なら警察に捜そう索さく願ねがいでも出すべきなのかもしれないが、いつから行方不明になったのかもわからないし、何よりも、絶対に警察にはいってくれるな、といわれていた。詳しいことは知らないが、二人の内、女性のほうは日本人らしい顔立ちをしていたが日本人ではないらしかったので、だから不ふ法ほう入国とか、不法滞たい在ざいとかの人たちだったのかもしれない。もしかして、名前も偽ぎ名めいだったのかもしれないし。舞原家の支配する日ひ炉ろ理り坂ざかで、そのような偽ぎ装そうが可能なのかはわからないが。

　閑かん話わ休きゆう題だい

『彼女』の名前は、まだ紹介の必要はない。

『彼女』はまだ運命を知らず、運命もまた『彼女』を見つけていないから。

　もしかしたら紹介する意味などなくなるかもしれないから。

『彼女』は現在、派は遣けん社員をやっている。

　前の職場が忘れがたく、似たような仕事をやりたいと考えていて、でもそうそうそんな仕事があるはずもない。だから急きゆう場ばをしのぐため、友人がやっている派は遣けん会社に登とう録ろくした。『彼女』が無職になったのを知った友人がさっそく誘さそってくれたから。友人は、『彼女』のことをかなり高く評価している──というのも、『彼女』は特とく筆ひつすべき能力こそないが、大学時代に資格の習しゆう得とくにはまり、手当たり次し第だいに免めん許きよや資格をあさりまくった過去を持ち、その関連でバイトも多種を多た様ようにこなしてきたために、いろいろとかなり使える人材なのである。

　ちなみに『彼女』は二十四歳さい──次の誕生日を果てしなく恐れている、処しよ女じよ。

　人ひと見み知しりはせず躊ちゆう躇ちよなく他人と話せるタイプなのだが、人付き合いは実は苦にが手て。中高時代ストーカー被害にあってから男性とのお付き合いには消極的で、ある意味あきらめているところもあって、だからこそ大学時代は勉強とバイトに明け暮れたのかもしれない。一人でも生きていけるように、資格や免許等などの『手に職』が欲しかったのかもしれない。

　とにかくそういう過去のおかげで何かとつぶしの利く『彼女』は、派遣先さきでも好評をいただいている。本社員にならないか、と誘われるほど。もっとも、いい話ではあるのだが、いまのところ『彼女』にその気はない。やはり、前のような仕事につきたいと考えているから。好きな仕事をやりたいから、だから、いまのところは安定よりも、日々を食いつないでいければそれでいい、そう『彼女』は考えている。

　さて。

『彼女』はいま、朝から歩いている。

　出勤のためではなく、楽しみのために。

　最近の日課である、早朝の散歩。

　冬も近づいてきて、冷たい空気が気持ちよくて、ぶらぶらと散さん策さくするのが習しゆう慣かんになった。

　……ふと、遠くでパン、パン、という音が鳴るのを聞いて、『彼女』は空を見上げた。

　なんだろう？　花火？

　空に薄く上った白い煙に首をかしげて思う。何かイベントでもあるのかな？

　もちろん『彼女』は、今日日ひ炉ろ理り坂ざか高校で『紅こう白はく祭さい』が行われることなど知らない。

　体育祭だとも思わない。何しろ今日は金曜日、平日だし。

　とにかく『彼女』は首をかしげると、携帯を取り出し、空に残っている煙に向けて写真を撮とった。あとで友人と会うときの、話のタネになるかと思い。携帯って本当に、ＳＦみたいな道具だなぁと思いつつ。

　だが大事なのは、その写真なんかではない。

　重要なのは、『彼女』の持つ携帯そのもの。

　やがて、『彼女』の携帯に、電話が一本かかってくる。

　それこそが、運命が斯かくたたくというノック。

『彼女』がそれに応えるか否かで運命が変わる。

　だがいまはまだ、運命が彼女を知らないように、『彼女』もまたドアをたたこうとしているものがあることを知らない。

　日常というものが、どれだけたやすく踏み外せてしまうものなのか。

　パンパン、と花火の上がった今日という日が彼女にとって、どれほどの分ぶん岐き点てんだったのか──







　　　　◆







　──日ひ炉ろ理り坂ざか高校『紅こう白はく祭さい』が、はじまった。













　　　　１．開会式







　自分が挨あい拶さつする番が来て、壇だん上じようから校庭を見渡したとき、日炉理坂高校の生徒会長は生徒たちの間から気きの柱はしらが立つのが見えたように思ったという。

　それはもちろん錯さつ覚かくだろうが、日炉理坂高校生徒の主しゆ席せき──日炉理坂高校での生徒会長とは、つまりそういう位置づけにある──として幾いく度たびもひな壇に上がり生徒たちを見てきた彼は、だからこそ、断言できた。今日の学校は一ひと味あじ違う、と。

　燃えている。

《グレイテストオリオン》の存在を知らない生徒会長にとって、それはひとつの奇き跡せきだった。

　全校生徒が一いち丸がんとなって、これほど真剣になっているなんて。それも、たかが運動会を行うために。

　人の手でたやすく実じつ現げん可能な、しかしほとんど起こりえない、これを奇跡と呼ぶのは大げさか？

　朝、『紅白祭』の実行を伝える花火が上がったのを聞いたときから、ずっとワクワクしていたのだろう、いまかいまかと爆発のときを待っている、嵐あらしの前の静けさと呼ぶにはあまりに熱い日ひ炉ろ理り坂ざか高校の火ひ種だねたち。

　壇だん上じようにて全校生徒を睥へい睨げいし、それを感じ取ったとき、生徒会長は用意していたスピーチ──スポーツの精神について語り、悔くいのないよう、そして怪け我がのないよう注意するマニュアル抜ばつ粋すい──を読むのはやめた。圧されるような生徒総そう数すう八百七十五人の熱気を前に、血の通わない言葉で語ることなど陳ちん腐ぷに思えたのだ。──日炉理坂高の生徒よ。我が同どう志したちよ。それほどたぎっているのなら、こちらもいわずもがなのことはやめよう。お仕し着きせのスピーチなどやめて、自分の感情で応えよう。それは生徒会長が取るべきではないあまりに個人的な思いだったかもしれないが、だからこそ本物、生きた心しん情じようであり、それこそが、開幕オープニングの言葉にふさわしく思えた。

　だから生徒会長は、台の上にしつらえてあったマイクを蹴け落おとし（ハウリングが上がった）、書しよ記きを呼び、古ぼけた鍵かぎを受け取って、おもむろに、よく響ひびく自じ声ごえ──彼はこの声で生徒会長選せん挙きよを勝ち抜いた──で語り出した。もっとも、かつてないほど静まっていた校庭では、ことさら声を張り上げる必要などなかったが。

「みなさんは、『生徒会暦れき記き』、通つう称しよう『暦記』と呼ばれる『資料』をご存ぞん知じでしょうか。

　──生徒会長になって最初の仕事は、この鍵を受け取って、この資料の存在を知ることです。記録に残る限りでは、十三期目めの生徒会から、自治のためにつくられはじめたというこの資料は、──そうですね、みなさんも一度は日につ直ちよくとして書いたことがあるでしょう、学級日誌の生徒会版ばん、のようなものでしょうか。毎日つけているわけではありませんが。

　生徒の自主性が重んじられる日炉理坂高校において、生徒会の最も重要な仕事とは、生徒の代表としてこの『暦記』を保ほ管かんし、書き記していくことかもしれません。

　代々、生徒会は『暦記』を引き継いできました。過去先せん輩ぱいたちの記した『暦記』を基もとにして学校行事の企画、計画、運営を行い、それらの時じ事じを資料としてまた書き残し、次の生徒会に託してきました。そう、『暦記』とは、学校の歴史にして事じ例れい集であり、マニュアルともなるそういう日記なのです。

　その『暦記』に、……私は、今日の『これ』をなんと記すべきでしょうか？

　生徒会長選挙、兼、体育祭？　いやいやいや。先生方がたの前ですが、ごまかすのはやめましょう。勝敗で会長を決める、という時点で、これはすでに選挙ではなく、生徒会長の座を賭かけている以上、健けん全ぜんたるべき体育祭の理り念ねんからも大きく外れてしまっています。こんなの、もはや選挙はおろか体育祭ですらないのなら、──こんなのは、結局はただの、バカ騒さわぎ──

　……ならば、これよりバ・カ・騒ぎましょう。みなさん」

　ぐぅん、と、場の何かが、うねった。

　実際に目に見えたわけではない。

　だれかが声を発したわけではなく、音頭おんどを取って動き出したわけでもない。

　それでも、壇だんから見下ろす会長には何かがうごめいたのがわかった。

　巨大な蛇へびの胴どうのように。あるいは脈みやく打うつ心しん臓ぞうのように。

　もっとも近い言葉は胎たい動どう。──何かが、生まれたいといっている。叫ばせてくれとせがんでいる。それを感じて、生徒会長は涙が出そうになる。号ごう令れいをかけたくなるのを必死でこらえる。ああ、すばらしい。いま自分が呼びかければ、全校生徒八百七十五人が一いつ斉せいに応えてくれるだろう。声を張り上げ自分に続いてくれるだろう。叫ばせたい。彼らを。自分の意思で。赤い血ち潮しおの命ずるままに──

　──だが、と必死で抑えたのは、自分の役割を能よく理解している生徒会長ならではだった。

　それは自分の役目ではない。

　彼ら彼女らは極きよく論ろん、ただ一人の女性を勝たせるために、こうして集まっているのだから。

　紅こう白はくどちらにもつけない生徒会の役割は、戦いの場を整えること。それだけ。

　目の前に古ぼけた鍵かぎを突き出し、会長は、静かに続けた。

「──私は『暦れき記き』に、記します。今日、日ひ炉ろ理り坂ざか高校でバカ騒さわぎが起きたと。バカが考えたバカな企画にバカなやつらが賛成し、バカなやつらが力をあわせ、今日という日を迎えた、私は、そう書き記します。堂々と。だれにはばかることなく、誇りを持って、……私の最後の仕事として」

　壇だん下かの生徒たちを見る。

　そこにあるのは真剣な、しかし不ふ敵てきな、まるで笑いをこらえているような顔。

　大おお真ま面じ目めな、しかし大笑いする準備はとっくにできている、とでもいいたげな、どこか照れくさそうな──共きよう犯はん者としての、顔。

　そうだ、まさしく共犯者。

　みんなわかっている。これがバカ騒ぎだということを。

　わかっていて、やっている。楽しむために。

　こういうときこそ、いうんじゃないか？

　おまえら、最高だ、と。

　生徒会長は振り返り、背後に控ひかえた生徒会の面めん々めんを順々に見た。

　副会長、書しよ記き、会計、総そう務む、執しつ行こう委員。

　この一年間、自分を助けてくれた仲間たち。

「今日のこのバカ騒ぎについて『暦記』に記し、私──ぼくたちの仕事は終わります。生徒会長を務めて一年──はたしてどれだけ学校の役に立てたことか。いたらないところもたくさんあったでしょう。その気になればもっとたくさん、いろいろなことができていたのかもしれません。ええ。

　……悔くいがない、といったらうそになる──

　でもぼくは、満足を持ってこの鍵を、次の会長──今日の勝者に渡せるでしょう。自信を持って『暦れき記き』に記し、次の代に託せるでしょう。

　……このバカ騒さわぎに、参加することができたから。

　この騒ぎを起こし、それに参加できたことは、きっとぼくたちにとって、何にも代えがたい思い出となり、誇りとなるでしょうから」

　それはきっと、ここにいる全員にとっても変わらない。

　卒業しここから離れても、だれかにできる自慢話ばなし。

　こんなバカをやったのだと、いつか思い返して自分の糧かてにできる記き憶おく。

　だからこそ。

「そう、これはバカ騒ぎ。……だからこそ、このようなバカな騒ぎに、本気になっていまここに集まっているのなら、たかが運動会のために、これほどに燃えているのなら──

　なら私たちは私たち自身の意思と力で、我が校の歴史に新たな一ページを、かつてなくそしておそらくこれからもない、私たちだけの一枚を、記しましょう。

　すいません。話が長くなってしまったようなので、最後にこれだけいわせてください。

　──全生徒総そう数すう八百七十五人！　照れはあっても恥じることなく──




　バ・カ・騒げ！」




　──返事はない。

　拍手もない。それをする力すら惜しい。わかっている。いまはただただ溜ため込むとき。だいじょうぶ、吐き出すときはすぐにくる──なんだか涙が出そうになって、台を駆け下り生徒会の仲間たちを抱きしめお礼をいいたくなって、生徒会長はふぅ、と大きく息を吐き、本来ならここで壇だんを降り放送部にまかせるという進行だったのを、手順を変えてみずから叫んだ。

「赤組！　一年二組・朝あさ比ひ奈な菜な々な那な！」

　だだん、と太たい鼓こがなって、全校生徒の視線が左の方向、校庭の端はしにこしらえられたテントに走る。

　呼びかけに答えるようにして、中が見えないようしつらえてあったテントから出てきたのは、陽ひにも負けない赤色の髪かみをした少女。

　今回の『紅こう白はく祭さい』からスパッツの代わりに採用されることになったクォーターパンツの体育服ふくにチームカラーのビブス型ゼッケンをつけ、赤色の鉢はち巻まきを右の二にの腕うでに巻き、笑顔を浮かべて音楽と共に歩く姿は、一年生でありながら赤組のリーダーであることにまったく違い和わを感じさせない。

　朝比奈菜々那。

　日光の似に合あう少女の勇ゆう姿しにだれもが見とれかけたとき、次の合あい図ずが響ひびいた。

「白組！　二年一組・舞まい原ばる依い花はな！」

　生徒の視線が反対方向、校庭の逆側がわに建てられたテントへと向けられて。

　だん、だん、という太たい鼓ことともに、ゆっくりと、長い黒くろ髪かみを流した少女が姿を見せる。

　菜な々な那なとは対たい照しよう的な漆しつ黒こくの髪に白い肌はだ。人形のような無む機き質しつな雰ふん囲い気き。

　舞まい原ばるイハナは、なぜかいまだ制服姿すがたのまま、無表情に、──生徒たちの様よう子すを確かめるでも朝比奈菜々那を見やるでもなく、しずしずと、歩を進める。ゆっくりと。その姿に、生徒たちはあらためて気づく。朝あさ比ひ奈な菜々那と舞原イハナ、この二人の立候補者は、紅こう白はくのリーダーたちは、本当に対照的だと。まるで光と闇やみのように、動と静のように、雌と雄のように、対立が宿命づけられていたかのような対照さだと。

　紅白二人の立候補者が所しよ定てい位置につくのを待って、会長が叫んだ。

「──陣じん営えい、移動！」

　軽快な音楽が流れ出し。

　今度は全校生徒が、それぞれ移動を開始する。

　昨日きのう予行演えん習しゆうが行われていたために、混乱はなく、──それ以上に雑音がなかった。

　生徒たちは静かに、陽気なマーチに合わせながら、しかし自分たちがつくりあげた場の雰ふん囲い気きにみずから染まってしまったか、だれもが一言も発することなく移動していく。クラス委員長の指示に従いクラスごとにまとまって。それぞれお互いに周囲の状況を確かめながら。

　これより、彼らは敵と味方に分かたれる。

　すでに覚かく悟ごはできている。

　どれほど仲がよくても、今日、この場で分かれた以上は敵同どう士し。

　恩おん讐しゆうの有う無むは関係なく、赤と白、互いに戴いただく者のため。

　菜々那のもとに。

　イハナのもとに。

　校庭の両側に分かれ、集しゆう結けつしていく、体育着姿すがたの生徒たち。

　校舎の屋上から映像を撮とっていた生徒会執しつ行こう委員は、その光景を上から見て、まるで海を割るモーゼのようだと思った。モーゼの祈りに応えて海が割れ、ユダヤ人たちが海底を歩いて渡ったというあの奇き跡せきの場面のように、いま、校庭の全校生徒は中央から二つに割れており、そのなかを二人の少女がゆっくりと、歩いている。

　校庭の中央で菜々那とイハナが十メートルほど離れて向き合い、その後ろに、次々と並んでいく生徒たちの列。

　先に場が静まったのはイハナ側。

　こうして陣じんを分けると戦力差さがよくわかる。

　朝比奈菜々那の赤組が、圧倒的だということが。

　だれもが思ったことだろう、まさか一年生の少女が、異い郷きようよりの転校生が、舞原の姫より票を集めるなんて、と。

　両軍が整列を終えたことを確認し、音楽がなりやむ。

　とたん、朝の学校とは思えない静せい寂じやくが校庭を包んだ。

　やがて。

　まずは朝あさ比ひ奈な菜な々な那なが、イハナに背を向け自じ軍ぐんに向き合った。

　大きく深しん呼吸して、明るい声を張り上げる。

「──ボクは立候補したとき、いいました。大きな壁に挑いどみたい、と。そのために、力を貸してほしい──

　そのときは、正直思いませんでした。

　これほどの人が集まってくれる、なんて。

　これだけの人が、ボクと同じ気持ちを持ち、手を差し伸べてくれている、なんて──

　──正直、欲が出てしまいます」

　くすり、と笑う姿は可か憐れんにして強きよう靭じん。

　輝くような赤い髪かみを持つその姿は、黒くろ髪かみが主の高校生の中では異い質しつ。ゆえに目だって人を惹ひきつける。それは人を動かす力。確かに、《グレイテストオリオン》の影えい響きようもあるだろう。もうひとりの舞まい原ばるの姫、サクラが応援していることも大きいのだろう。それでも、これだけの人間をその気にさせることができる、それはまぎれもなく菜々那の力であり。勝利への策を幾いく重えに重ねながらもイハナが安心できない理由。

「──生徒会長がいいました。これはバカ騒さわぎだと。ボクはそれを、とってもいいと思います。これは、とっても大きなバカ騒ぎ。日ひ炉ろ理り坂ざか高校の歴史に残るバカ騒ぎ、──だからこそ、きっと、最大のチャンス。

　これまでだれも越えられなかった、舞原という大きな壁を越えるための。

　いままでなくて、きっとこれからもないだろう、ゼンダイミモンの、こんなサワギだからこそ生まれたチャンス。

　いままでだれもできなかったことを、やれるかもしれないゼッコウの──

　だからもう、ただ挑ちよう戦せんしたい、なんてボクはいいません。これだけのヒトが心をひとつにできるなら、力を貸してくれるなら──ボクは、勝ちたい！　乗り越えたい！

　だからみんな、がんばろう！

　力を見せろ！　赤組！」

　菜々那がこぶしをつくって振り上げると同時、巨大な咆ほう哮こうが巻き起こった。

　心のうちを吐き出すような、赤組生せい徒との一いつ斉せいの叫び。

『熱ねつ血けつ化か』の影えい響きようだろう、全力で出された大声は、きっと近きん隣りんの窓を響ひびき揺らしただろう。これだけの人間が照れもなく大声を上げてしまえばその威い力りよくは半はん端ぱではない。地面が揺れる心ここ地ちがして、しかしイハナは無表情ながら薄く笑う。心の中で問いかけつつ。

　知っていますか？　朝比奈。

　作用には反はん作用がある。強い力に対しては強い反発が生まれる（菜な々な那なはまさしく舞まい原ばる家けに対するそれを利用しているわけだが）。だからこそ、イハナは二年でありながら一年の菜々那に先を譲ゆずった。『紅こう白はく合がつ戦せん』であることを理由に、赤組に先せん手てを取らせた。

　事実。

　これだけの雄おたけびを前にして、白組は圧倒されたか？

　──否。

　圧倒されるはずがない。

　菜々那が自じ軍ぐんにペコリと一礼し、こちらに向き直るのを待ち、今度はいまだ制服姿すがたのままのイハナが己おのれの白組に向き合った。

　一いち目もく瞭りよう然ぜん、白組の数は赤に比べてはるかに少ない。

　だからこそ。

　イハナはそっと呼吸をすると、ゆっくりと、歩き出す。

　一いつ見けん普通に歩いているような感じだが、その実じつイハナが長年培つちかってきた舞ぶ踊ようの技法に基づいている。歴史によって裏うら打うちされた優ゆう雅がな動作は、たちまち衆しゆう目もくを集める。白組はもちろん、赤組の生徒でさえも。

　静かに、思う。

　──自分には、菜々那やサクラのような天てん与よの『華はな』こそないが。

　種たねより育て努力で咲かせた『花』がある。

『花』を育てた自じ負ふがある。

　鍛たん錬れんによって身につけた古こ流りゆうの歩ほ法ほうで全校生徒の注目を一いつ身しんに集めつつ、イハナはそっと口を開く。すでに赤組の気き勢せいは収まっており、校庭は静まり返っているためマイクを使わなくても自分の声でじゅうぶん届くのを意識して。菜々那のようにことさら声を張り上げることもなく。自然に、しかしよく通る声で。

「……見ての通り、です。みなさん」

　イハナはどこか、謡うたうような口く調ちようでいった。

「見ての通り──戦力差さはおよそ二対たい一。全ぜん二十六クラス中十六クラス、生徒総そう数すう八百七十五人のうち五百四十一人が、赤組のほうにつきました。……認めたくはありませんが、当然なのでしょうね。向こうには姉もついていますし、何よりも、朝比奈菜々那はあんなに魅み力りよく的なのですから。それに比べてわたしは、性格だってお世せ辞じにもよいとはいえませんし。

　──それでも、……あなたたちはここにいます。

　おそらくこの差は予想できたでしょうに、それでもあなたたちは、白組を、このわたしを選んだ。……不利を承しよう知ちで、あえて。大軍と向き合うことを恐れもせず。……ならばわたしが、いまさら付け加えることなどないのでしょう」

　そっと、イハナは胸に手をやった。

　日ひ炉ろ理り坂ざか高校制せい服ふくの、紫むらさき色いろのタイをほどきつつ、告げる──

「だからわたしは、ただこういうだけにとどめましょう。

　あなたがたの、血も汗も、涙の最後の一いつ滴てきまでも、わたしのために使ってください。

　あなたがたの力を、すべてを、わたしのために捧ささげてください。

　そしてわたしに、勝利を──」

　元から仕掛けがあったのだろう。タイがほどけるのと同時にスカートも落ちた。

　制服を脱ぎ捨てたイハナの姿に、どこからともなく、ほぉ、というため息のような声がもれる。

　制服の下から現れたのは、白組のゼッケンをまとった体育着ぎ姿すがた。

　一年三年は知る由よしもないが、イハナのジャージではない体操着姿は、実はこれが初はつお目め見みえだった（そして、だからこそスパッツが廃はい止しされクォーターパンツになったのだがそんなこと一般生徒はもっと知る由もないだろう）。

　完全な体育服姿を見せてかすかに笑ったイハナの姿に、感かん嘆たんのため息が余よ韻いんを引いて、やがて巨大な声になる。号ごう令れいをかけた菜々那と違い自然に盛り上がってきたそれは、やがて怒ど涛とうの奔ほん流りゆうとなって、白組の生徒たちが一いつ斉せいに、イハナ、イハナと少女の名前を大声上あげて叫び出す。だれかの動作がきっかけとなって、大地を揺るがす足あし踏ぶみとともに。イハナの名前が校庭を越えて響ひびき渡る──
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　気がつくと足もとから制服一いつ式しきは取り払われて、イハナはとくに礼をすることもなくきびすを返し、菜な々な那なと向き合った。

　やがて。

　唐とう突とつに、イハナコールもやんで。

　生徒会副ふく会長の、声が聞こえた。

「両軍、宣せん誓せい！」

　それを受け、イハナと菜々那が口を開く。




「「宣誓！」」




「今日、校こう旗きのもとここに集つどいて」




「──ボクたち両軍一いち同どうは」




「スポーツマン・シップなど、知ったことではありません」




「全ぜん身しん全ぜん霊れい、ケンコンイッテキ」




「持てる力と誇りを懸かけて」




「この手に勝利を得るために、すべてをつくし」




「「戦うことを、誓ちかいます！」」




　津つ波なみのごとき歓声が、一いつ斉せいに、沸き起こった。

　まだ限界ではなかったのか、前ぜん二回をはるかに超える──もはやなんのためかもわからない、大だい音声。

　目的もなく、意思もなく、ただ声を出すためだけの叫びのような。うちに溜ため込んでいたものを吐き出すような、大歓声。

　それはある種の、儀ぎ式しき。

　心をあわせてひとつにし、バカ騒さわぎを楽しむための。自分たちもまた一いつ匹ぴきのバカだということを示すための、くだらない意味のない、でもスカッとする儀式。《グレイテストオリオン》の影えい響きようを受けていないにもかかわらず、周囲に合わせてコウも叫んだ。のどが痛くなるくらい。だれを気にすることもなく普ふ段だん出さない大きな声を張り上げる、その気持ちよさを感じつつ──
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　どれくらい、続いたのだろうか。

　騒さわぎが収まって、ようやく、出番を待っていた教きよう諭ゆが壇だんへと上がる。

　まだ興こう奮ふん冷めやらない生徒たちを見下ろして、マイクを持った体育の教諭は、いった。

「ようし、それじゃあみんな、元気があるのはわかったが、とにかく怪け我がのないように。というわけで、ほら、全員前まえ向むけ、前。……両手を広げて距離を取れ。……こらこら、そこ、盛り下がるとかいうな。そういう油ゆ断だんが危ないんだ。いいか。怪我をしないためにも、しっかりと、準備体たい操そう、はじめるぞ──」

　ちゃんちゃらちゃちゃちゃちゃ、と聞き覚えのある音楽が、流れ出す。

　──なお、昨日きのう行われたリハーサルでは、実際に体操まではしなかった。

　よってイハナはここでようやく気がついた。

　……もしかして自分と朝あさ比ひ奈なは、この場でこのまま体操するのか？

　校庭の真まん中なかで列から外れて二人だけ、こんな目立っている場所で？

　ていうか人ひと前まえでこんな恰かつ好こうで？

　もちろんクォーターパンツは普通の運動着でありなんら恥ずかしい恰好ではなく、生徒たちも校舎側がわを向いているので注目されているわけではないのだが、それでもイハナは一いつ瞬しゆん倒れそうになる。ラジオ体操の動きというのは、けっこう恥ずかしいものではないですか？　わたしの気にしすぎでしょうか？　こんな恰好で、人前で──

　──こんなことならきちんと体育の授業を受けて、耐たい性せいをつけておくべきだった。

　菜な々な那なが普通に体操をはじめたので自分だけ移動することもできず、観かん念ねんし、イハナは恥ずかしさをこらえて体操をはじめた。

　とくに恥ずかしく思える『第二』に入ったころには、無む心しんの境きよう地ちを得ていた。







　　　　２．一〇〇メートル走







「わ、見ろ、すげ、応援団だ」

「やっぱり向こうは人数あるなぁ」

　周囲の話し声に、コウは思わずそちらに目を向けた。

　遠とお目めにもはっきりわかる。

　一クラス分はいるだろう、学ランを着た女子たちがりりしく笛を吹き鳴らし、赤組の待機テントにエールを送っている。

　校庭では、一〇〇メートル走がはじまっていた。

　一年から順々に、三年まで行う学年別べつ一〇〇メートル走。ここでの上位入賞者だけが午後からの選せん抜ばつ一〇〇メートル走に出場できる。午前の一〇〇メートル走はいわば午後のための予選であり、通つう例れいなら生徒全ぜん員いん参加の競技なのだが、今年に限っては、一〇〇メートル走に限らず参加が義務となっている競技はない。

　何しろ赤組と白組の戦力差さが大きいため、時間をかけないよう、そして赤組生せい徒との同士討うちをさけようとするとどうしても枠わくが限られてしまうのだ。

　よって、競技参さん加かに関しては出たい者だけ出ればいい、ということになっているのだが、そのルールを利用して、一種目だけ、と決めている者やなかには競技に一いつ切さい出場しない猛も者さもいる。たとえばいまコウが見ている応援団もそうだろう。運動を得意としない生徒たちが、競技ではなく応援、という形で参加しているわけだ。

　彼女たちは、自分たちでそれを決め、申しん告こくしてきたらしい。

　そうだ、どうせバカ騒さわぎをするのなら、いやいやではなく自分のノれる分野でがんばるのがいい。その判断は評ひよう価かできるとコウは思う。そうしたやる気は間違いなく、周囲に伝でん染せんするだろう。その結果、走る人間がいなくなったりしていたらそれはそれでおもしろかったのだろうけど。

　なお、そのルールは当とう然ぜん赤組だけではなく、コウの白組にも適用されていて、コウも存分に活用している。

　コウの後ろで続いた会話。

「あれ、白組にはないのか？　チアとか」

「いや？　おれ応援合がつ戦せんの練習見みたぞ？　……でもあんな人数いなかったから、うちは応援合戦のときだけなのかもな。……やっぱり、人数がなぁ」

「でもさ、逆に燃えね？　なんていうか、こう、大たい軍ぐんあいてに少数で当たるのって。一いつ対たい多たはやだけど、多数対少数って」

「わかるわかる。なんつぅの？　宦かん官がんびいき？」

　宦官ちゃうわ！　つーか判官びいきもちゃうわ！　と後ろ二人の会話に心の中でつっこんでいると、ポン、と横から肩をたたかれた。女子に。

「どう？　堂どう島じまくん？　久しぶりになんたらギプス外したの。やっぱり違う？」

「違う違うぜんぜん違う。やーもー、身体からだが軽くて軽くて。早く走るかなんかしたいね！」

　むしろ『なんか』をしたいね！　思わず飛びかかりたくなっちゃうくらい！　などという本音は心に秘めて、コウは話しかけてきた女子を見た。

　当然のようにクォーターパンツ姿。

　ちなみに、二年五組用ようテントの中には出番の有う無むに関係なく男子も女子もジャージを着ているものなどひとりもいない。それだけ燃えているということか。そんなわけでしかたなく、空気を読める男のコウは自分もジャージは着用せずパンツ姿のままでいる（……うん、だいじょうぶ。外から見てもわからない。……よね？）。

　コウはうなずくと、手を伸ばし、話しかけてきた女子の足──というか太もも辺り──をペタリと触った。

「うん。スパッツよりもこっちのほうが、かわいいわ」

「あ？　そう？　やっぱりそう思う？」

「──待て、待て待て待て？　堂どう島じま？　いや堂島くん？　何を普通に女の子の足触さわってんです？」

「……すげぇ……」

「あのねぇ、堂島くんをあんたらと一緒にしないの！　男が全員年ねんがら年中あんたらみたいにいやらしいこと考えているとは限らないんだからね？」

「はっはっは。これが人じん徳とくというやつだよ関せき谷や」

　ごめんなさい本当はすっごく淫みだらなんですボク、なんて言葉は心にしまい、笑う。

　──これでいい。

　大事なのは溜ためこまないこと。小こ出だしにガス抜きすること。それがきちんとできていれば、いまの発はつ情じよう状態でも自分を保っていられる。

　そう、一番警けい戒かいするべきは、発情を知られることではなく、発情で我を忘れてしまうこと。

　我が慢まんできずに襲おそいかかる、なんて事態だけは、絶対に起こしてはならない。

　だからコウは、少しでもチャンスを見つけては発はつ散さんするようにしている。たとえば、いまのような軽いセクハラで。こんな行動、むしろ発情を助長してしまいそうなものだが、それは別にいいのだ。結局のところ、発情してしまうのは抑えようがないのだから。大事なのは抑えつけるのではなく、見み極きわめコントロールすること。それができれば、いくら発情してしまっても問題ない。と思う。理論上じようは。たぶん。きっと。それができれば苦労しないのが男の現実というものなのだが、とにもかくにもいまはそれしか方法がない。

　ギプスをつけて過ごした数日間で、自分と女子との距離感かんはきちんと把は握あくしてある。

　どちらかといえば童どう顔がんの自分なら女子に警戒心しんを起こさせないことも、相手によっては、ちょっとやそっとのスキンシップならいやがられない──どころかたまに喜んでもらえているような──こともわかっている。まったく、両親、主に母親の遺い伝でん子しに感謝。

　とにかく大事なのは、自分を知り、しっかりコントロールすること──

「……おい？　堂島？」

「あ？　なに？」

　クラスメイトの関せき谷や──さっき話していた二人の内の、宦かん官がんびいき発言のほう──に話しかけられていたのに気づき、コウはあわてて言葉を返した。

　やれやれと首を振る関谷。

「……だからぁ、おまえ練習だいじょうぶかって聞いたんだよ。なんたらギプスとかつけて、結けつ局きよく練習出なかったじゃねぇか。何が秘ひ密みつ兵器だよ。出るんだろ？　騎き馬ば戦せん」

「ん。だいじょうぶ。まかせて」

　ちなみに関谷倫りん太た郎ろうは、騎馬戦でコウの馬になる三人のひとり。

　イハナにがんばります！　と直じき訴そして直訴して直訴してついに勝ち取ったといっていた。もっとも騎馬戦は直前までメンバーを変えられるらしいので、きっとイハナはぎりぎりで関谷からほかのスタッフに変える気だろうとコウは思っている。

　朝配くばられた二年五組のタイムスケジュール表を見て、何やら関谷がぶつぶついう。

「……ていうか、おまえ、……この一〇〇メートル走にも出ないんだ？」

「そうなん？」

「おまえ、自分が何に出るのかすら知らねぇの？　本当にだいじょうぶかよ」

「だいじょうぶ。つかそういうの、全部うちの総そう大だい将しようにまかせてあるから」

「そ、そうか。そうだよな！　イハナさまの指さし図ずだったらだいじょうぶだよな！　こりゃまたグモンだったぜ！　いやぁちくしょう、おれとしたことが」

「……いいから、ちょっと、それ見せてみ」

　イハナの名前が出たとたんにコロリと態度をひるがえした関谷にあきれながらも、コウはスケジュール表を奪って自分の名を探した。どうせ出番がくれば委員長（実は舞まい原ばる家けのスタッフ）が教えてくれるのだろうけど。

「……あ。ほんとだ。一〇〇メートル走は名前ないな。だったらおれ、午前の出番は、……ええと……」

　背後から、女性の声。

「午前にエントリーされているのは三つ。綱つな引ひきと、大おお縄なわ跳とびと、──私も出る借かり物もの競走。午前のトリだな」

　コウは笑ってうなずいた。

「ああ。ほんとだ。……ハナちゃんも何考えておれを借り物競走？　ってのはまぁおいといて、じゃあそれが、おれとおまえの初はつ対決、ってことになるのかな？　小鳥遊たかなしサン」

「そういうことだな」

　振り返ると。

　白組クラスのテントに堂々と入りこみ、いまや赤組の雄ゆう、小鳥遊恕じよ宇うが不ふ敵てきな笑えみを浮かべて立っていた。
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「じゃあね。堂どう島じまくん。応援よろしく！」

「……何かあったら、悲鳴をあげろよ、堂島」

「そういうからには駆けつけろよ関せき谷や。じゃないとおれ、泣いちゃうぞ？」

　コウの属する二年五組の生徒たちが、一〇〇メートル走のために移動を開始する。

　それを見み届とどけて、恕じよ宇うはコウの隣となりに腰掛けた。

　ちなみに恕宇もクォーターパンツの体育服ふく姿すがたで、普ふ段だん見られぬ友人の姿にコウの動どう悸きが速くなる。

　……やばい。

　これはやばい。

　本当にいままでよくも気がつかなかったものだとあきれるが、確かに小鳥遊たかなしは美女だ。見ているとくらくらしてくる。近くにいられるだけで胸が高鳴る。それだけでもじゅうぶん危ないのに、距離がちょっと近すぎる。周囲には恕宇しかいなくて、しかも恕宇が相手ではガス抜き方法も使えないわけで、だから自制しろ、周囲の目を考えろ、意識しろ、自分をしっかり保って──

「おまえは、……その、いかなくていいのか？　小鳥遊。それともおまえも出ないの？　一〇〇メートル走」

「私は九組だからな。もう少し、時間がある」

「ほほう。だから陣じん中ちゆう見み舞まい？　なかなか余よ裕ゆうだな。それとも、白組の秘ひ密みつ兵器を偵てい察さつに来たか？」

「秘密兵器、か。高たか虎とらはともかく、おまえも変なところでこだわるんだな」

　ため息をつくと、恕宇は真ま顔がおで問うた。

「それほど、いまのおまえの身しん体たい能力は人間離ばなれしているのか？」

「洋よう平へいとの対決、おまえも見ていただろ？　あの状態のおれには、いっちゃあなんだが、おまえの武ぶ術じゆつも通じないぜ？　しかも悪いことに、……むしろおれには便利なんだが、こいつは半はん分ぶん自動的だ。危険な状況だけじゃない、おれが勝ちたいと思っていたら、その気がなくとも自動的に反映されちまう」

　自分でははっきり覚えていない、いられない、契約者から魂たましいを奪うときの状態。

　なぜか現在、コウは契約のあるなしに関わらずその状態に移行できるようになっている。もっともその状態になれるというだけで、やはり記き憶おくは曖あい昧まいになり、覚えていられないのだが。

　そんなもの、とても制御できているとはいいがたい。

　だからこそ、なるべく競技に出るのは避けたい。

　自分自身の力ではないから。

「ま、確かにあの状態になって、出られる競技全部で一位を取れば白組の優勝は確実なんだろうけどな？　それじゃあおもしろくないだろ？　これは勝負なんだから。もちろん負けるつもりはないから、要よう所しよ要所では出ることになるんだろうけど……まさか、フェアじゃない、なんていったりしないよな？」

　そのことなんだが、と恕じよ宇うは手を伸ばし、白い指をコウのほおにそっと撫なでるように置き、次の瞬しゆん間かん強ごう引いんに、自分のほうへと向かせた。

「……葉は切ぎりにいったことは、本気なのか？」

「ああ。本気も本気、大だい本気だよ」

　至し近きん距離から見つめられ、動く唇くちびるに目を奪われて、ほおに当てられた指の感かん触しよくも気持ちよく、思わず顔を背けたくなるのをコウは必死でこらえた。

　だめだ。負けるな。ここで目を逸そらしてしまえば小鳥遊たかなしに弱みを見せることになる。

　こいつに負けないためにも、ここで引いてはいけない。

「ま、とにかく本気だ。おれは。……だから《Ｉｔ》の力だって使うときには平気で使わせてもらう。ようするに、そういうわけで、──小鳥遊、まぁ『せいぜい』がんばれよ？」

　恕宇はしばらく、コウのほおに手を当てたまま値ね踏ぶみでもするかのように瞳ひとみをのぞきこんでいたが、ふと手を放し、ため息をついた。

　肩をすくめて、パチン、と自分のほおをたたいたあと、何事もなかったかのように醒さめた目でコウを見やる。

「ああ。そうだ。そのことで確認を取りたくて、私はここに来たのさ。……コウ。はっきりさせておこう。もしも私たちが勝ったら、おまえは冬ふゆ月つき日ひ奈なの復活を、本当に、あきらめるんだな？」

「それを洋よう平へいと、……おまえが本当に望むなら、な？」

　一いつ瞬しゆん恕宇の動きが止まったが。すぐに、何もなかったように言葉が続く。

「そして、これも確認しておきたい。勝敗は何で決める？　騎き馬ば戦せんに出る、と葉切にいったらしいが、騎馬戦での決着か？」

「まさか？　そのことはいってなかったっけ？　おれたちはチームの一員なんだぜ？　おれの勝利は組の勝ちであり、組の勝ちが、──おれの勝利だ」

　正直、不安がないわけではない。

　この戦いは、自分以上に他人の『力』をあてにしなければならないから。

　が、もうサイコロは振られたし、時間を戻すことはできない。

　何よりも、自分がそう決めたのだから。『これから』のためにも今回は、『それ』を自分に課そうと。『この』戦い方に賭かけようと。

「つまり、組を優勝に導いた方、ということだな？」

「ん。そう。おれがいくらがんばっても、白組が負けたらおれの負け。……確かめたかったのは、それだけか？　だったらもういけよ。おれはこれからたったひとりで二年五組を応援しなきゃならないんだから」

　少しつっけんどんになってしまったコウの言葉に、

「……いや。実はもうひとつある」

　恕じよ宇うが、にやりと笑った。

　その顔にいやな予感を覚えて、コウはとうとう視線をそらし、そっぽを向く。

　それを気にする風ふうもなく、恕宇は顔をよせてくる。耳もとに、内ない緒しよ話をするように──

「な、なんだよ！」

「……おまえが負けたら、おまえは夢をあきらめる。……洋よう平へいは取引しないそうだが、私はそんな主義は知らない。……だからこそ、対たい価かを用意しなければいけないような気がしてな。そうだろう？」

「い、いや、いらないから、そんな、息が、その……と、とにかく、気に、しないで」

「そういうわけにもいかないよ。コウ。別にフェアな精神のためではない。こちらの心の問題だ。……だいたい、おまえが本気で夢を賭け、背はい水すいの陣じんを敷しくのなら、こちらも同じ用意をしなければモチベーションで負けてしまうだろ？　私はこれでもおまえのことは認めているんだぞ？　だから少しでも、不利になるような要因は減らしたい、……というわけでやはり対価は必要だが、とはいえイハナの加か護ごのあるおまえが欲しがるものなどそうそうないしな。……そもそも私も、それほど物持ちというわけでもないし、私がおまえの夢に対して、対価として堂々と出せるものなど……」

「い、いえ、その、小鳥遊たかなし、さん、……その、ひ、ひとが、見ています、ので……」

　しどろもどろなコウの否定にかまわず、恕宇は、そっとコウの身体からだにしなだれかかる。

　鼻び腔こうを襲おそうかすかな汗のにおいと、それよりも強く、甘い、女性の体たい臭しゆう。

　腕に恕宇の身体を感じ、当てられているものを味わって、発はつ情じよう状態の高じるあまり失しつ神しんしかけている、ほとんど無む防ぼう備び状態のコウに。

　恕宇はそっと、ささやきかける──

「……古こ典てん的だが、私は自分自身を賭けよう」

　──さらに、追い討うち。

「おまえが勝ったら、この私を、抱かせてやる」
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　──腰から激しい波が走って、コウは思わず前のめり、自分の身体を抱きしめた。

　激しい感情の津つ波なみに、気が遠くなりかける。

　そんなコウの背中をぽんぽんとたたくと、恕宇は立ち上がり、笑った。

「これが私の払う対たい価かだ。だから私はいろいろな意味で、負けるわけにはいかないし……

　──私を抱きたかったら、おまえこそ、『せいぜい』がんばることだな？」

「……な、……いら、……ぐ、あ……」

「ん？　なんだ？　安心しろ。私に二に言ごんはないから。……それじゃあ、コウ、お互いに、お互いの支払うもののために、力をつくそう。ではな」

　返事も聞かず去っていく恕じよ宇うを、しかしコウは追うこともできない。

　できれば追っていまの発言を撤てつ回かいさせたいのだが、自分を抑えていなければ、このテントを飛び出して何をしてしまうかわからないから。必死に自分にいい聞かせる。……頼む、落ち着け、冷静になれ。これは恕宇の策さく略りやく、というか、あいつがたまにやる、『呪のろい』。どうにか振り切らなければ、心に刻まれたこの『呪い』を乗り越えなければ、これからあいつと対面するたびに思い出しては困ったことになってしまうぞ──

　一いつ瞬しゆん思う。

　──もしかして、あいつ、いまのおれの状態を知っているんじゃないだろうな？

　だから見事に、いまのおれの泣きどころをつけたのではないか？　……いいや、それどころか、もしかしてこの発はつ情じよう状態はあいつが仕掛けているんじゃ、……まさかどこかで《知恵の実み》を手に入れて、……いやしかし、発情状態なんて、下へ手たすればイハナや先せん輩ぱいにまで害を──それも性的被ひ害がいを──及ぼしてしまうかもしれないようなことをあいつがするとはとても、だいたいあいつ誇ほこり高いし、そうそう簡単に、それも人を性的に興奮させるような《知恵の実み》なんかに頼ったりするはずは──

　だめだ、まともに考えられない。

　血が上り、極度の興こう奮ふん状態に視し界かいがぐるぐる回りだし、あ、やばいこれは失しつ神しんする？　と思った瞬しゆん間かん鼻のあたりにすっと通る感覚がして、え、うそ、鼻はな血ぢ？　そんな漫まん画がな？　小鳥遊たかなしの言葉にどんだけ興奮しているんだオレ？　なんて考えたのを最後に──

　コウは椅い子すから地面に転がり落ちて、気き絶ぜつした。

　鼻から流れた血がどくどくと地面に広がる様さまは、まさしく地じ獄ごく絵え図ずだった。







　　　　◆







　コウと別れ、一〇〇メートル走を終えると、恕宇は自分のクラスに戻ることなくそのまま赤組本部のテント、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なのもとに向かった。

「あ。小鳥遊のおねえさん。お疲れさま！」

「……ああ」

　一〇〇メートル走で一位を取ったにもかかわらずその顔色は晴れることなく、菜々那の隣となりにどっかと腰掛けて、恕宇はテーブルの上に先ほどこっそり二年五組から奪ってきたスケジュール表を投げ置いた。

　タオルで汗をぬぐいつつ、テント内から人ひと払ばらいをしたのち、口を開く。

「……やはり、情報が漏れていたな。こちらの布ふ陣じんが完全に、読まれている」

「そんなのいまさら、わかっていたことじゃない」

　投票形けい式しきがクラスごとになったことの弊へい害がい。

　菜々那の赤組に、舞まい原ばるのスタッフが入り込んでしまうということ。

　いかな恕宇でも『紅こう白はく祭さい』のために潜せん伏ぷくスタッフの情報を漏らすことはできず、そのためスパイに対して効果的な対応ができなかった。それでもぎりぎりまでスケジュールを出さないなどして情報を奪われないようがんばってみたのだが、結局これは運動会、出る競技は基本志し願がん者にまかせるしかないし、そもそも団体行動、人数が多ければ多いほど調整が必要になる。さらにいうなら別に舞原のスタッフでなくとも練習風景を見ればだれがどの競技に出るかなど調べるのは簡単で、結局のところ最初から、隠かくすことなど無理な話だったのだろう。舞原のスタッフやコウのように、完全に隠れて練習するか、一いつ切さい練習しなかったりすれば別だが。とにかく、二年五組、いや白組のスケジュールは、見事にこちらに合わせてあった。恕宇の出る競技には弱い相手をぶつけ、高たか虎とらの出る綱つな引ひきには唯ゆい一いつ対抗できる可能性を持つコウを当て、それなりに強い相手にはスタッフをぶつけ──

「見なくていいの？　真ま嶋じまのおねえさんが走るよ？」

　菜な々な那なの言葉に、半なかば自動的に恕じよ宇うは校庭を向いて座りなおす。

　真嶋綾あやの姿はすぐに、見つかった。

　列に並んで自分の番を待っている、遠とお目めにもわかる真剣な表情。

　コウの出した条件を聞いて、《グレイテストオリオン》の影えい響きようがない綾も本気になっている。

　恋する人のりりしい姿に一いつ瞬しゆん心を奪われたが、しかし気になるのはコウのこと、思し考こうはすぐに『紅こう白はく祭さい』の戦せん略りやくへと飛んで、白組二年五組のスケジュール表を手に、顔は校庭に向けたまま恕宇は菜々那に話しかけた。

「午前、午後とも、もう高たか虎とらの得点は期待できない。人じん狼ろうの正体を封じた高虎では、いや、いくら人間離ばなれした力があってもおそらくコウには勝てないだろう」

「……あのタカトラが？　それほどなんだ。いまの堂どう島じまコウって」

「ああ。だからこそあいつは公平に力を競きそうような競技には出ず、唯ゆい一いつ人じん外がいである高虎となら戦ってもいいと思っているのだろう。縄なわ跳とびや借り物には出るようだが、そちらはあまり力は関係ないしな。……プライドなのか余よ裕ゆうなのか、他に考えがあるのかわからんが、……あいつがそういうふうに考えてくれるのは正直助たすかる。……しかし、午後の選せん抜ばつ大おお綱つな引ひきで点が取れないのは痛い──」

　ふと、恕宇は顔を上げ、綾の並んだ列に注意を戻した。

　綾の走る番が来て。

　恕宇は、ため息をつく。

「……先せん輩ぱいは、三、いや、二着──」

　え？　と菜々那が聞くより速くピストルが鳴り、一列に並んだ五人が走り出す。

　まずは綾が飛びぬけたが、中ちゆう盤ばんあたりで白のゼッケンに追いつかれ──

「……わ？　二着？　当たった？」

　目を丸くした菜々那に、恕宇が疲れたようにうなずく。

「……そう、そして、これで先輩は午後の選抜に出られなくなった。いうまでもなく、終しゆう盤ばんに近い競技のほうが点は高い。本ほん来らい運動が得意なはずの先輩は一位を取れなかっただけでなく、もっと大きい点を取る機会まで失ってしまった。……こちらのスケジュールを完全に把は握あくしているからこそできる、イハナの策さく略りやくだ」

　綾は、決して足は遅くない。

　もともとバレー部で鍛きたえられており、さらに現在は舞まい原ばる家でトレーニングを積んでいるのだから。一般生徒が相手なら、相手が陸上部でもない限り楽に一着を取れていただろう。

　だが今回の相手は、綾よりずっと速かった。

　綾の相手が、実はイハナの用意した身しん体たい能力抜ばつ群ぐんの舞原家スタッフだったから。

　恕じよ宇うはそっと、唇くちびるを嚙かむ。

　確かに、赤組のほうが『数』はある。

　二対たい一（とイハナはいったがそれは戦せん意い高こう揚ようを狙ねらって？　の誇こ大だい広告、本当は約一・五対一くらい）という戦力差さは、確かに大きい。

　一いつ見けん、赤組のほうが有利に思えるだろう。

　だがこれは戦争ではなく、ルールのある運動会。

　そして競技のルールとは、安全かつなるべく公平な戦いを楽しめるよう設けられているもの。競う両者がなるべく同等の条件で戦えるよう整えるもの。ルールを守って戦う限り、二対一の戦力差にはたいした意味はないのだ。短距離だろうが長距離だろうが、走るのに人数は関係ない。綱つな引ひきにせよ玉入れにせよ、結局はクラス対抗で行われるため人数に差は生まれない。さらにいうなら、人数の少ない向こうはそれゆえ競技の選択がたやすいが（ひとりで複数出でなければ足りないくらい──優秀な人材を使いまわせる）、こちらは公平に割り振るだけでも一ひと苦労（何しろ熱ねつ血けつ化かしているためにだれもが何かをやりたがる）、とてもじゃないがイハナがやっているような、一番強い敵には一番弱い味方、二番目に強い敵には一番強い味方、一番弱い敵には二番目に強い味方、という具合に、敵に合わせた調整などする暇ひまはなかった。準備期間の短さがそれに拍はく車しやをかけた──当然イハナはそれも見み越こしていたのだろうが。

　そして何より、モチベーションの問題もある。

《グレイテストオリオン》のことを知っている恕宇は、その力が働きかけるモチベーションの影えい響きようを軽く見ていない。

　人は思いを筋肉にして、とてつもない偉い業ぎようを見せることがあるから。

　実際、菜な々な那なのモチベーションが生徒の心を動かしたからこそ、赤組はこれだけの人間を集めることができたのだ。

　だが、いまはそれが仇あだになっている。

　菜々那は大きな壁に挑いどむといった。

　しかし現実には、もはや二対一の戦力差を持つ菜々那のほうが大きな壁だろう。

　だいたいサクラが菜々那についた時点で、舞まい原ばる家けに逆らう者としての戦いではなくなっているのだから。いまや赤組のほうが、挑まれるべき大きな壁であり、逆に赤組は人数の多さに安心しているところもあり、よってモチベーションの低下はさけられない。

　対して白組は、少数で多た勢ぜいに立ち向かうという意い義ぎがある。

　菜々那の唱えた大きな壁に挑むという目標、それはいまやイハナの白組のものなのだから。

　これでは、赤組と白組、生まれるべきモチベーションの高低は比べるまでもない。

「……イハナは策さく略りやく家としては二流だ。あいつの思し考こうは堅実だから、読める。まだデータが足りないから断だん定ていはできないが、おそらく間違いないだろう。この戦い、午前中ではそれほど点差は開かない。先せん輩ぱいや高たか虎とらのような大事な部分ではコウやスタッフをぶつけて勝ち、しかし私のような、つまり勝てない相手に対しては弱い選手をぶつけて負けを取り、大おお筋すじで点数を調整しつつ、──最終的には、ほとんど点差のない状況で午前は終わるつもりだろう。勝ちすぎによるモチベーションの変化を防ぐためにも」

「……それで」

「だが午後からは怒ど涛とうの攻撃が来るぞ。おそらく一気に点差を開きにかかる。試し算さんしてみたが、午後の、騎き馬ば戦せん以外の六ろく競技だけで、騎馬戦で時間切れ勝利を得られたとしても逆転不ふ可か能のうなだけの点差をつけられる。おそらく、イハナが狙ねらっているのはそれだ。いかに最終競技であっても、時間切れでは逆転できないだけの点差をつけて、騎馬戦に臨むこと」

「……つまり？」

「わからないか？　棒ぼうを倒さなければ逆転できなくなった時点でほぼ『詰み』なんだ。向こうにはこちらを攻める必要はなく、鉢はち巻まきを守る必要もない。ただただ棒を守っていればよく、──完全な守しゆ勢せいに回られてしまっては、まず棒など倒せない」

　攻める側は騎馬であり、常に不安定、しかも腕を使えるのは騎き手しゆだけ。

　対して守る側は壁であり安定していて、しかも守る棒に──あるいは棒に触っている人間に身体からだの一部さえ触れていれば腕を使った攻撃が許される。このルールのせいで、攻める側と守る側、どちらが有利かはいうまでもない。だいたい城しろ攻ぜめというのは守るほうが有利なものであり、だからこそ、棒を倒した完全勝利、あるいは時間切れによる勝ちからの逆転勝利はいくつかあっても、棒を倒したことによる逆転勝利は日ひ炉ろ理り坂ざか高校史し上じようほとんどないのだ。

　つまり、逆転のチャンスを残すためにも、時間切れによる逆転ができるように午後からの競技に負けるわけにはいかないのだが、しかし午後の競技の主流は選せん抜ばつ競技、午前の結果でほとんど決まってしまうことになる。

　自分ひとりが選抜で勝利しても、赤組の勝ちにはつながらない──

「イハナの思し考こうは意い外がい性がない分、隙すきがない。朝あさ比ひ奈な。どこかで何かを仕掛けなければ、このままでは負けるぞ？」

「でも小鳥遊たかなしのおねえさん。赤組であっても白組であっても、スタッフの人たちのことは、いえないんでしょう？」

　絶ぜつ句くした恕じよ宇うに、菜な々な那なは笑って首を振った。

「ごめんごめん。イジワルいったね。安心して？　ボクも別に聞く気はないから。だいたい、苦く戦せんするのはわかっていたし。ボク、イハナのおねえさんみたいなこと考えるの、ヘタだから。でもボクはこう見えて、いろいろ経験してきているから、ええと、勝負のカンドコロ、ってやつはわかるよ？　ここは押さえなきゃ、っていう、大事なところ」

「……それは、どこだ？」

「当然、騎馬戦、でしょ？　やっぱり」

　菜々那は笑って、付け足した。

「そしておねえさん、大事なことを忘れてる」

「……なに？」

「最後の騎き馬ば戦せんは。参加人にん数ずうに制限がないんだよ？　騎き手しゆにはなれなくても、出たい人は全員出られる。──二対たい一の戦力差さが、活かせるってこと」

「……だがそれでも、二倍くらいでは、守しゆ勢せいに入った相手は」

「そのへんのことはよくわからないけど、……でもボクだって、これだけはわかる。

　イハナねえさんは、周しゆう到とうに準備してきている。ボクたちに逆転されないよう。

　……それでもボクたちがイハナねえさん相手に逆転勝がちをしようと思うなら、イハナねえさんが何をたくらんでも結局どうにもできないところ──逆転勝ちがルールで認められている騎馬戦がイチバン。違う？」

「……それはそうだが、しかし現状」

「だからゲンジョウとか、いいってば。シンプルに考えて？　まだ午後から負けるとは決まってないし。負けちゃったら騎馬戦で逆転すればいい。……イハナのねえさんは、……小鳥遊たかなしのおねえさんも、勝ちたいからって難しく考えすぎ。運動会ってもともとそういうモノでしょう？　だから難しいことに悩むより、いまはこのバカ騒さわぎを楽しんで？」

　あっけらかんと笑う菜な々な那なに、二にの句くを継げず恕じよ宇うは黙り込む。

　いやもちろん、本来の体育祭ならそれでいいかもしれないが、これはもう、違うのだ。

　いったい何を考えている？

　何か勝しよう算さんがあるのか。それとも本当に、ただがんばればいいと思っているのか。洋よう平へいから聞いているはずだ、この『紅こう白はく祭さい』にいったい何がかかっているか。それがわかっているはずなのに──

「だから、小鳥遊のおねえさんは、よく見ててね？」

「……は？」

　突とつ然ぜん話しかけられ、恕宇は目を白しろ黒くろさせて菜々那を見た。自分が言葉の前を聞き逃してしまったのかと。

　笑ってうなずく菜々那。

「スタッフがだれか、なんてことは教えてくれなくていいからさ。その代わり、だれががんばっているかよく見て、教えて？　……騎馬戦で頼れそうなひととか、いたら」

「……なに？」

「知らなかったの？　一いち応おう提出してあるけど、騎馬戦のメンバーはぎりぎりまで替えられるんだよ？　騎馬戦は危ないから、そのときのコンディションとかで替えられるよう。だから、よさそうなひとがいたら、騎馬の編成、おねえさんにまかせるから」

　そろそろボクの出番だ。そういって立ち上がり、テントから出て行く菜々那を、恕宇は黙って見送った。

　菜な々な那なの言葉を反はん芻すうし、意い図としているものをつかまえようとしつつ。

　……口ではどういおうとも、菜々那はすでに、騎き馬ば戦せんでの逆転を見み据すえて動いているのか。

　それともいってみただけか。

　いったい何を考えているのか──

　いいかげん思し考こうの海に沈みかけて、そこでふと、恕じよ宇うは、思った。

　──朝あさ比ひ奈な菜々那は、似ている。

　一いつ見けん何も考えていないように思えること。無む策さくなこと。にもかかわらず何かあるのではないかと思わせるところ。たとえどのような状況でも、この少女なら引ひっ繰くり返せるのではないかと期待させるような、この態度、この期待感、この意い外がい性──

　朝比奈菜々那と堂どう島じまコウは、同じタイプだ、と。







　　　　３．綱つな引ひき







　障しよう害がい物ぶつ競走と女子一〇〇〇・男子一五〇〇メートル走＋応援合がつ戦せんが終わって、ようやくコウの出で番ばんが回ってきた。

　ちなみ女子一〇〇〇メートル走には舞まい原ばるイハナが出場し、三位を獲かく得とくしていて、それにより白組の士し気きがあがっている。

　体育の授業にはほとんど加わらず、さらに深しん窓そうのお嬢じようさまのような外がい見けんから誤ご解かいされがちだが、イハナの身しん体たい能力はけっこう高い。

　何しろ子供のころから岩イハ流りゆうという古こ武ぶ術じゆつやら舞ぶ踊ようの稽けい古こをしてきているのだ。筋力は並だが、ペースを保つことには長たけていて、格かく闘とうを行えばおそらくコウより強いだろう（一度投げ飛ばされて押さえ込まれたことあるし）。だからコウにとって、イハナの三位入賞は不ふ思し議ぎでもなんでもなかったのだが、白組の大多数はそうは思わなかったようで、「あのお嬢さまががんばり三位を取った！」ことが戦せん意いを大いに上げている。

　二年五組も例外ではなかったが、五組はとくに関せき谷やの異常なほどの高こう揚ようが周囲にも伝でん播ぱしてしまって一種異い様ような盛り上がりを見せていた。

　正直、コウは少しだけ、関谷やほかの生徒がうらやましかった。

　自分にも、《グレイテストオリオン》の影えい響きようがあればよかったのに。

　そうすれば、自分も『これ』に、なんの躊ちゆう躇ちよもなくノれたのに。

　せめて、《Ｉｔ》の力、なんてものだけでも、なかったら──

「ようし。勝つぞ！　堂島！　イハナさまに続くんだ！」

「おけい。てか関谷、同級生にさまづけはやめろ。サムい」

　校庭に向かって移動すると、一年を示すラインの入った体育着の群れの中に、知った顔を見つけた。

　高たか虎とら穂ほ波なみ。

　舞まい原ばる家けのスタッフにして、《グレイテストオリオン》によって身体からだをつくりかえられた狼おおかみ男。

　この少年は、結局「強くなりたい」という願いを捨てられず、人間に戻れなかった。……まぁ、現在しあわせそうだからそれはそれでよかったのかもしれない。大人おとなになったとき、どう感じるかまでは想像できないが。

　確か、先せん輩ぱいを追って赤組に入る代わりに個人競技に出るのは禁止されたとか。

　高虎の姿を見つけて、コウはイハナの意い図とを悟さとる。……そうか、高虎、綱つな引ひきには出るのか。だからイハナはおれを綱引きに出したのか。だったらこれから五組が戦う一年八組というのは、きっと──

　綱引きは、学年の別なく全二十六クラスが二部に分かれ、トーナメント形式で行われる。

　それぞれのトーナメント一位と二位のクラス、合計四クラスが、午後、『選せん抜ばつ大おお綱引き』に出場することになる。

　放送で組分けが発表されて、第一戦一回目の競技に出る六クラスがさっそく指示された綱のあるところに向かった。

　思ったとおり、一回目に出場することになったコウのクラスの対戦相あい手て、一年八組は、高虎のクラスだった。

　高虎がこちらを見つけ、にやりと笑う。

　コウはショックを受けた表情をつくり、よろよろと後ずさって倒れこんだ。

　何事かとクラスメイトが寄ってきて、高虎は目を丸くして、周囲から目立つ。

　コウと高虎、二人の姿を目ざとく見つけたのだろう、さっそくあおりの放送が流れ出す。一学期からの因いん縁ねんとか、運命の対決とか、リベンジなるか、とか──

　高虎は、楽しめているのだろうか。

　人じん狼ろうとしての『本気』を出せないこの戦いで。

　自分にとっては価か値ちがある──自分だけでは勝てないからこそ。それでも勝たなければならないからこそ。それが自分の次につながると、信じているからこそ。

　──だが高虎にはどうだろう？

　堂どう島じまコウとかかわらなければ普通に生きて、格かく闘とう技ぎで世界を獲とる、なんて夢にまい進できていたろうに。その夢を実際にかなえられたかどうかはべつとして。

　ふと、コウは先の競技、一〇〇メートルを走る綾あやの姿を思い出した。

　気き絶ぜつしていたために、自分のクラスメイトである二年五組の面めん々めんを応援することはできなかったが、戻ってきた関せき谷やらに起こされたおかげで（発はつ情じようのあまり倒れたなんてわかるはずもなく、鼻はな血ぢのおかげで小鳥遊たかなしに殴なぐられたのだと勘かん違ちがいしてくれた、それはそれで不ふ本ほん意いだったが）、真ま嶋じま綾あや先せん輩ぱいの一〇〇メートル走は見ることができた。惜しくも──敵だけど──二位だったが、そのりんとした走りに見とれてしまった。

　綾が人前に出るのを苦にが手てにしていることを、コウは知っている。

　とくに、綾の身に何が起きたか知られているこの学校では。

　あんな事件があったのに、転校もせずいまだ通い続けているのは、本当にきついことではないだろうかと思う。

　それでも綾は、残ることを選んだ。

　堂どう島じまコウに、かかわってしまったから。

　綾のことを考えるとき、コウはどうしても罪ざい悪あく感かんが混じってしまうのを否めない。それが綾の境きよう遇ぐうのせいか、あるいはコウの死んだ恋人、冬ふゆ月つき日ひ奈なに似ているからかはわからないが。コウにあらためて告白してきた翌よく日じつ、綾が伸びていた髪かみを再び短くしてからはとくにそう思う。時々見みせる仕し草ぐさが本当に日奈を思い出させて──

　だから、綾の風を切って走る姿を見られたときは、うれしかった。

　やっぱり、先輩は強いな、と。思えて。

　そして、日奈とはまったく別人だということを心の底から理解できて。……実はコウは、我ながら危険な妄もう想そうだとは思うが、ときどき、……もしかして日奈が先輩のふりをしているんじゃないか？　とか思ってしまうときがあった。そんなことあるはずもない、下へ手たすれば廃はい人じん一直線な想像だが、何しろこの世には悪あく魔まはいるし《知恵の実み》なんて存在するし、そもそも先輩自じ身しん、かつてみずから日奈になろうとしたことあったし──

　顔かたちだけでなく、雰ふん囲い気きまで、本当に、似ていることがあるのだ。

　……あの日の夜から、とくに。

　だが、今日の走りを見て確信できた。

　仕草を真ま似ねすることはできるかもしれない。

　が、走り方の真似をして、さらに速く走る、なんてことは不可能だ。

　何しろ日奈はびっくりするほど運動音おん痴ちだったのだから。あんなに速く走ることができる存在が日奈だなんて、間違いなくありえない。──いいかげん現実を見ろよ、自分。

　死人は、帰ってこないのだから。

　──少なくとも、簡単には。

　と、いうわけで、ようやく真嶋綾と冬月日奈のまったく違う部分を眼めで確認できて心の底から安あん堵どしていたコウだったが、実は午後からの玉入れで、子供のようにはしゃいでお手て玉だまを投げる綾の姿を目にし、そうした仕草が日奈にそっくりなことに気づいて再び愕がく然ぜんとすることになるのをいまは知らない。

「おい、堂島。はじまるぞ！」

　おう、と返事をして、ギプスをつけていて練習には参加しなかったコウは関せき谷やの指示にしたがい綱つなの横に並んだ。ちなみにこの綱引きは男女混こん合ごうで行われるため、コウのクラスは男子、女子、男子、女子、と交こう互ごになるよう並んでいたが、高たか虎とらのクラスは女性が中央、男子は前方と後方にまとまって並んでいた。お互いにそれなりの勝利理り論ろんがあるらしい。

　後ろの女子につつかれる。

「関せき谷やくんから伝言。空を見て引け、って」

「関谷クンに伝えて。おれはうなじを見ていたいんだけど？」

　前方の女子から、「ちょっと、堂どう島じま？」

　また後ろの女子からつつかれる。

「……関谷くんから。これは科学的な根こん拠きよがあるからいいから空だけ見てろって」

「関谷に。おれは科学的より根こん性じよう論で引きたいから、うなじのほうが力が出るって」

「……関谷くんが、一発殴なぐれ、っていうんだけど……」

「ごめん。悪かった。代わりに関谷にキスしてあげて？」

「お願いだから、二人で直じかにやってくれる？」

「おけい。あとで熱ねつ烈れつなやつを」

　関谷から直に、「じょ、冗じよう談だんスよね？　堂島さん？」

　合図の声がかけられ、コウは綱を手に取った。

　そして、空ではなく前方を見る──高虎を探す。

　すぐに見つけられた。

　向こうもこちらを見ている。どこか笑った表情で。

　高虎は《Ｉｔ》の力のことを、知らないのか。

　プル！　と号ごう令れいをかけられて、競技がはじまった。

　綱に緊きん張ちようが走るのを握った手が感じ取り、コウは高虎から視線を逸そらし、綱を引き身体からだを斜めにした体勢で、空を見る。

　これから赤くなるであろう、自分の瞳ひとみを隠かくすために。

　感じる。綱を通して。自分に対して向かってくる、圧倒的な高虎の力を。

　そして。

　──それに対抗しようと、自分の中から自動的にあふれ出てくるエネルギー──

　ごめんな、高虎──コウは心の中で笑った。

　……人間の形態であっても、おまえはじゅうぶん強いよ高虎。つうか異常だ。さすが超ちよう常じようの狼おおかみ男おとこ。本当のおれなら勝てないだろう。とてもじゃないが。

　……だがいまのおれは『普通』じゃない。

　単純な力だけで向かってくるなら、おまえも、小鳥遊たかなしだろうが洋よう平へいだろうが、いまのおれには、勝てないよ。いまのおれに勝ちたいのなら、暴力ではなく、知恵をひねらなければ。ある種のルールに則のつとっていなければ、でなければいまのおれには通用しない──

　高たか虎とらのクラスの激しい引きに、しかしコウのクラスは気き勢せいを上げて抵抗する。声を出し、力を合わせ、最さい高こう潮ちようまで持っていく──

　頃ころ合あいかと見たところで、コウは視線を下げて、もはや笑えみなど欠片かけらも見せずに真剣に綱つなを引いている高虎を見た。

　高虎の力は普通じゃないから、イハナはおれを当てたのだろう。

　余よ計けいな点を与えないよう。得点のでかい午後の決勝に出られないよう。

　異常な力に対しては、こちらも異常の存在を。

　──だったらまぁ、しかたない。だから卑ひ怯きようとかいうなよな。

　コウは全身の力を集め、一気に綱を、引いた。

　瞬しゆん間かん、高虎と目が合い──

　歓声とともに、あっさりと、二年五組の勝利が決まった。

　やるからには勝つ──もはや躊ちゆう躇ちよすることもなく、そのまま二年五組はトーナメントを勝ち抜き、午後の大おお綱つな引ひきへの出場が決まった。







　　　　４．二〇〇・四〇〇メートル走







　綱つな引ひきののち、そのまま大おお縄なわ跳とびに参加して──こちらも綱引きと同じく二クラス対抗でどれだけ跳び続けられるか競うトーナメント仕し様よう──一回戦落おちすると、コウはそのまま二年五組ではなく、白組本ほん部ぶのテントに向かった。

　ちなみに開会式のときイハナと菜な々な那なが控ひかえていた紅白本部のテントは、他のクラスのテントと違い中の見えない垂たれ幕まく仕様。

「……ども。失礼します？」

「どうぞ」

　垂れ幕をくぐって中に入る。

　けっこう広い中には扇せん風ぷう機きが回っていて、思ったほど暑くはない。

　が、やはりむわっとこもったものがある。

　たゆたうような熱気と、汗のにおい。少し普通と違った、どこか柑かん橘きつ系けいを思わせる、舞まい原ばる姉妹しまい特有の──

「暑いな。垂たれ幕まく上げたら？」

「謀はかりごとは密みつなるをよしとするのです」

　イハナはタオルで首くび筋すじを拭ぬぐいつつ、ノートパソコンに向かっていた。

　何人か生徒の姿があったが、気を利かせたかコウと入れ替わりに出て行き、テント内に二人きり、残される。

「お疲れさまです。コウ」

「ん。……もしかしてハナちゃんも、大おお縄なわ跳とびに出てた？」

「クラス競技にはなるべく参加することにしていますから」

「んで、結果は？」

「一組も一回戦落おちしました。さすがにあれは、個人の能力でどうにかできるものではありませんから。優勝はおそらく、大縄跳びだけに照しよう準じゆんを絞しぼりこの一週間練れん習しゆうしてきたという赤組の一年六組でしょう」

　イハナもジャージは着ておらず、体育服にパンツという恰かつ好こう。

　暑いためか、ゼッケンは脱いで置いてある。

　トレードマークである黒くろ髪かみを団だん子ごにして後頭部にまとめ、耳とうなじを出しているのが目めあ新たらしく、いつもと違うイハナの姿にさっそくコウの胸が高鳴り出す。……最近ずっと苦しめられている発はつ情じよう状態だが、この点だけは感謝しなければならないだろうとコウは思っている。つまり、いままでは意識していなかった、女の子っていうのは本当に、こちらをどきどきさせる存在なのだなぁ、という事実に気づかせてくれたことだけは。

　……ハナちゃんがこんなにかわいかったなんて、おれはいったいどうしたらいい？

　よくもまぁいままで簡単に二人っきりになったり、キスとか平気でできていたなぁ？　関せき谷やではないが、確かに「そういうこと」をあっさりできていた自分はすごい。そしてもったいない。いまのおれがキスしてしまえば、もはやそこでとどまることなどできず、きっとそのまま雪崩なだれのごとく、あるいは文字通り獣けものと化して──

　──この発情状態が終われば、元のように戻れるのか？

　そもそもこれって終わるのか？　もうかなりの時間この状態でいる気がするが。もしもこの状態が何者かの仕し業わざであるのなら、無限に供給されるエネルギーなどないからいつかは終わるはずなのだが、ていうかけっこう順じゆん応のうしてしまった自分が自分で怖いが──

　もしも元に戻らなかったら？

「……それで？　何か用でもありましたか？」

　話しかけられ意識を戻し、コウはイハナがすぐ目の前に立ってこちらをのぞきこんでいたことに気づいて思わず飛びのきそうになる。

　そういえば、無ぶ骨こつなギプスに守られていたこの一週間、イハナや綾あやに触れられてない。

　そのためか、恕じよ宇うのときもそうだったが、ただ近寄られてしまっただけでひどく動どう揺ようしてしまう。

　混乱が高じ、コウは前まえ準備もせず用件を直じかに切り出してしまった。

「いや、あの、ほら、次の二〇〇メートル走が終わったら、いよいよ借かり物もの競走なんだけど、大おお縄なわ跳とびとかはわかるんだけど、なんでおれが借り物競走？　って思ってさ。ちょっと聞いてみようかなぁ、と。なんか小鳥遊たかなしも出るみたいだし。てっきり、おれと小鳥遊の対決は避けてくれると思ったんだけど──」

　はっきりいって、自分と小鳥遊が普通に戦えば、借り物競走であっても負ける確かく率りつは少なくない。

《Ｉｔ》の『力』が役に立たないならとくに。

　できればそれは、避けたかったのだが──

　イハナの顔が怪け訝げんにくもったのを見て（もっともほとんど無表情。付き合いの長い者でなければわからないほどの変化だが）、コウは言葉を飲み込んだ。

「コウ。それはつまり、借り物競走に出る、というのはあなたの希望ではないと？」

「……え？　いや、おれは別に、出ても出なくてもよかったんだけど、小鳥遊と対決っていうのがちょっと不ふ思し議ぎで、だいたい、小鳥遊が出るのも妙みようっていうか、おれが出るのを知っていたから、って気がするし、……おれの希望だと思っていたわけ？」

「わたしはそう聞いていたのですが。午前のトリですし、『力』に関係なく楽しめそうだから、と。みんにいったと聞きましたが」

「おう。あの、みんちゃんが」

　イハナの腹ふく心しんにして舞まい原ばる家けの主しゆ務むをつかさどるメイド長、みん。

　何を考えているのかわからないところはあるが、イハナの不ふ利益になるようなことをするとは思えないが──

「どうやらみんの独どく断だんのようですね。……聞いてみますか？」

「……いや。いいや。今回は、そういうのも含めて楽しもうと思っているから。……ま、ハナちゃんがとくに考えていることないのなら、せいぜいがんばってみますかね。小鳥遊との対決を」

「勝てますか？」

「断だん言げんはできないけど、借り物競走だろ？　運の要素が大きいし。ほかの競技よりは勝てる可能性あるし、負けてもそうへこまずにすむかな」

　唐とう突とつに、沈ちん黙もくが降りた。

　イハナはつ、と視線を逸そらし、コウにうなじと後頭部を見せて、ノートパソコンをのぞきこむ。

　が、話をつなごうとコウが口を開くより先に、ディスプレイをながめたまま、いった。

「先ほど、小鳥遊が来ました」

「……で？」

「この『紅こう白はく祭さい』でもしもあなたが──いいえ、白組が負けたら冬ふゆ月つきの復活はあきらめる、というのは、……あなたから聞いていましたが、新たに条件が加わったようですね。なんでも、小鳥遊たかなし自身がかかっているとか」

「ままま待って？　いや？　あの？　それは、ちょっと、あいつが勝かつ手てにね？　ほら、あいつこの前からなんか変で」

「……おもしろいものですね」

　イハナのわざとらしいため息に、コウは少しほっとして、たずねた。

「何が？」

「この状況です。もしもわたしが勝ったら、あなたは冬月のことをあきらめることなく、さらには小鳥遊を手にすることになる。逆にわたしが負けたら、あなたは冬月をあきらめ、小鳥遊に手を出すこともない」

「べ、別に、おれは勝ったからって小鳥遊と、そんな、だいたいあいつは友だちで」

「確かに、そちらは小鳥遊が勝手にいっているだけでしょうし、それにおそらく、小鳥遊の意図は勝負とはまったく別のところにあるでしょう」

「へぇ？」

「……それはともかく、……それをいうなら、あなたのあきらめる、という言葉も怪しいところですが。それであきらめられるなら、そもそも悪あく魔まのミカタなどやっていないと思いますし。……いえ、それはどうでもいいのです。どちらにせよ、あなたが突きつけた条件は実に小鳥遊に効いています。だからこそ、小鳥遊も条件を提示してきた。……そちらのほうも、それなりにあなたを動どう揺ようさせているのでしょう？」

「……まあ、そりゃ、少しは……」

「普通はやらない子供のような策さく謀ぼうですが、小鳥遊は奇き策さくが好きですし、いまのわたしたちにとってはそれなりに有効な一いつ手てです」

　イハナはようやく顔を上げ、コウと視線を合わせた。

「わたしも、やはり、……少し混乱しているようです。自分の置かれた状況に」

　──コウはただ、だまってイハナの瞳ひとみを見つめる。

　確かにイハナにとって、舞まい原ばるの姫でありながら生徒会長になれなかった、というのは、不ふ名めい誉よなことかもしれない。

　でも、それだけ。

　だがもしも、その不名誉を受け入れることができるのなら──恕じよ宇うはまさしくそこをついてきているのだ。友人関係である以上コウが受けることなど（たぶん）ないだろうとわかっていながら生々しい条件を追加することで、得られるものと失うものを、あらためて、イハナに考えさせている。その迷いが少しでも勝負に影えい響きようを与えるように。

　もちろん、恕じよ宇う自身がいっていたように、背はい水すいの陣じんを敷く意味もあるのだろう。

　綾あやに告白した恕宇にとって、冗じよう談だんでいえるようなことではないだろうから。

　が、それ以上に戦術としての一いつ手て。コウと、そしてイハナを動どう揺ようさせるための。

　だからコウはただ、イハナを見つめる。

　イハナも静かに、見つめ返す。

「……《Ｉｔ》の力を使えば、危なげなく勝てるはずです」

「どうだろ。……かもな」

「白組ではなく赤組につけば、小鳥遊たかなしや葉は切ぎり、朝あさ比ひ奈なと直接対たい決けつすることもなかった。リスクをおかすことなく確実に勝利するためには、それが一番の手だろうとわたしは考えていましたし、あなただって、考えたはずです。そうするのがもっとも有効な手だと。

　でも、あなたはいま、わたしのテントの中にいる。

　……なぜですか？」

「決まっているだろ？　白組が勝つと思ったから。それに便びん乗じようさせてもらおうかな、と。それがおれの、本来の、戦い方だから」

「……」

「《Ｉｔ》の力は、日ひ奈なを生き返らせれば消える。だからおれは、おれの本来の力で戦うことを考えないといけなくて、んでおれの本来の力って、結局のところ、そういう寄き生せい虫ちゆうみたいなもん？　……子供のときは大人おとなを使い、悪あく魔まのミカタになってからはハナちゃんたちに助けてもらって、──だから今回も、ハナちゃんに勝たせてもらおうかな、って」

　テントの外から、歓声が上がったのが聞こえた。

　イハナはコウの横を通り抜け、手で垂たれ幕まくに隙すき間まをつくった。

　両軍の陣じん営えいがわいているのが見える。

「小鳥遊が、二〇〇メートル走で勝ったようです」

「うわ、あいつ二〇〇にも出てんのか。タフだなぁ」

「午後の選せん抜ばつは大きいですから。取れるところで点を取りたいのでしょう」

　やがて小さくなっていく、観客の盛り上がり。

　しかしなくなったわけではなく、あらためて、コウは異常だと思う。

　普通の運動会は──少なくとも去年の運動会では、熱の入った応援するのは知り合いやクラスメイトが出ているときだけで、それ以外のときはだれもがテントでだらりと観かん戦せんしていた。たとえ同じチームであっても、あえてテントを出てまで応援しようとはしていなかった。

　だがこの『紅こう白はく祭さい』では、生徒たちはみな、常に心の入った応援をしている。

　自分のクラスメイトでなくても、同じ赤組白組というだけで声も嗄かれんばかりに声援を送り、いまみたいに盛り上がっている。『熱ねつ血けつ化か』とはよく名づけたもの、まさしくみんな、全員の勝利に向けて燃えている──

「……怖い、ですね」

　独り言のようなイハナのつぶやきに、コウは校庭から視線を戻した。

　校庭を眺ながめながら、イハナは言葉を続けた。

「しょせんはフェアの精神とかいうやつに則のつとった、運動会。戦力差さなど意味はない──わたしはそう考えていました。

　……でも正直、甘かった。

　実際に、自分の目で見てようやく実感できました。

　数は、力です。

　数をそろえるというのは、とても重要な要素です。

　戦力差、およそ二倍──それだけの生徒が、見ず知らずの人々が、《グレイテストオリオン》によってモチベーションを強化されたとはいえ本気になって、ただただわたしを倒すためだけに集しゆう結けつし、ああしてこちらに向かってきている──それを実際にこの目で確かめたとき、本当に、怖くなりました。もちろん、《グレイテストオリオン》の力を知っているせいもあるのでしょうけれど、──きっと、本当だったら、たとえどれだけ準備をしていたとしても、わたしは脅おびえてしまってこんなに冷静ではいられなかったと思います。わたしが考えていたほど、白組の勝率は高くなかった」

「……あまり深く考えなくても、別に」

「そして、……きっとあなたには、わかっていたのでしょうね。それが。……子供のころから多数を相手にしてきたあなたなら、数は暴力となることが」

　イハナがそっと、こちらを向いた。

　真しん摯しに見つめてくる顔に、瞳ひとみに、コウは吸い込まれそうな気分になって、動けなくなる。目を離せなくなる──イハナから。そっと近づいてくる少女の姿に、逃げることも迎えることもできなくて、ただただ待つ。何かいわなきゃと思いつつ、でも何も思い浮かばず。

　イハナの唇くちびるが開いていくのを、スローモーションのように感じて──

　──しかし、開いた唇から言葉がつむがれることはなかった。

「コウにーさん？　いますか？　……コウにーさん？」

「なに？　もしかして中に二人きりなのか？　あのバカ息子むすこ、まさかまさかまさか──」

　テントの外から聞こえてきた、よく知る声と足音。

　イハナはそれまでの時間がなかったかのように無表情、コウから離れ、入り口の垂たれ幕まくをめくり上げた。

　声が上がる。

「──わ！　イハナさん、お団だん子ご頭かわいいです！」

「……どうも。息子がお世せ話わになっております」

　ビデオカメラを構えたアトリと、同じくカメラを持っている父親の姿。

　周囲には、二人が何かしでかしたのか、困った顔をした生徒たち。

　コウはうんざりした表情をつくり、テントから出た。

「……なんだよアトリ。親父おやじも。こなくていいっていっただろ！」

「何をいうんですか！　せっかくのコウにーさんのうんどーかい、こないわけにはいかないでしょう？」ばばっ、と大おお仰ぎような仕し草ぐさでカメラを構えて覗のぞき込む。「縄なわ跳とびのときも綱つな引ひきの勇ゆう姿しも、これでしっかり撮とりましたからね！」

　同じくばばっとポーズをとる父親。

「そしてそんな娘の勇姿は私がばっちり撮ってある！」
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「どうも、ご無ぶ沙さ汰たしております。堂どう島じまのお父とうさま」

「……おと……あ、いやこれは、ご丁てい寧ねいに──」

「ですが校庭が広く使えませんので、父ふ兄けいの方々には体育館か特とく設せつ教室での観かん覧らんをお願いしているはずです。あと、保ほ護ご者とはいえ許可のない撮さつ影えいは禁止のはずですが、許可は取っていただけているのでしょうか」

　ちなみに運動会場は、携帯電話やゲーム機その他の持ち込みも禁止。

　もっともみんな──保護者も含む──熱ねつ血けつしているため、暇ひまがあったら応援しておりだらだら時間を潰つぶしているような生徒はほとんどいない。

「あ、いや、まぁ、その、……なぁ？　コウ？」

「おれに振るなおれが知るかおれは知らんわそんなもん」

「……なんか、コウにーさんもイハナさんも、機き嫌げん悪そうですね。ケンカでもしていたんですか？」

「それとも邪じや魔ましてしまったかな？」

　むっとして何かいい返そうとしたとき、呼び出しを告げる放送が流れた。

　二〇〇メートル走が最後に近づいたのだろう、次の、そして午前最さい後ごの競技である借かり物もの競走のアナウンス。

「ああ。出で番ばんみたいだな」

「コウにーさん、次も出るんですか？　あたし、がんばって撮とりますね！」

「私もがんばって撮りますね？　おまえ以外を」

「やかましい！　つうか所しよ定ていの場所にとっとと戻れ！　恥ずかしい！」

「では、お昼に！　……あ、そうだ、あたしお昼つくったんです！　これがなかなか自信作さくで！　ね、おとーさん！」

「ああうまかった！　おまえには食わせたくないくらい！　……ところで、舞まい原ばるさん、きみのご両親はいらっしゃるのかな？」

「来なくてもいいといったのですが、来るでしょうね。わたしのところも。母が。おそらくは。よろしければお昼を一緒に」

「ああ、いや、悪いが」

「はい！　よろこんで！　イハナさんにも是ぜ非ひ食べていただきたいです！」

　断りかけて、しかし途中でアトリに割り込まれ、……ハイ、ソウデスネ……と力なく笑う父親に、コウは優しく言葉を投げかけた。

「いいから・とっとと・どっか去れ！　おれもこれから出番だし！」

　名残なごり惜しげに、あるいは憎にく憎にくしげに、それでもようやく去っていく二人を見送ってコウは大きくため息をつく。

　どうして知り合いに親を見られるのって、こんなに恥ずかしいのだろう。

　まぁ、あの父親も妹も、特別恥ずかしい部ぶ類るいに入りそうだが。

「……じゃ、じゃあ、おれもいくから、応援よろしくな？」

「コウ」

「え？」

「ありがとう。……白組に、ついてくれて」

「……それはまぁ、勝ってから、ね？」

　そうですね、ここでこんなことをいってしまうとは、やはりわたしにも《グレイテストオリオン》の影えい響きようは大きいようです、そう無表情にいい放ったイハナに、そうみたいだね、熱ねつ血けつ！　とコウも笑ってうなずいてみせ。

　手を振って、背中に視線を感じつつ、借かり物もの競走の待たい機き場所へと向かっていった。







　　　　５．借り物競走







「そういや、アトリちゃんと、父親？　が探してたぞ？　おまえのこと」

「……まさかあいつら、テントまで？」

「おお、来た来た。アトリちゃんすんごい人気者だった。何しろ宇宙人に──いや、ああ、ええと、その、とにかく、かわいいって褒ほめられてたし──」

　赤組と白組のテントの境きよう界かい線せんに有ゆう志しの手により製作され設置された『入場門もん』、その手前の待機場で、コウは同じく借り物競走に出場する関せき谷やの言葉にがっくりときていた。

　ちなみに関谷は、すでにアトリとは顔なじみで、リンちゃんさんと呼ばれてけっこう仲がよかったりする。

「関谷。おまえの親は？」

「うん。来てる。体育館でビジョン見てるか教室から眺ながめているかは知らねぇけど。ずるいよな。こっちは汗だくだっつうのに、向こうはクーラー効いてる中で、……あ」

　関谷の警けい戒かいするような表情に、コウは後ろを振り返り、近づいてくる恕じよ宇うの姿を確認した。

　先ほどいわれたことを思い出し、とたんに腰からきゅん、と波が走るのを感じ、しかし何食わぬ顔をして手を振り少女を迎える。

「よお。小鳥遊たかなし。なんか大だい活躍みたいだな？」

「おかげさまで、話題を独り占めさせていただいているよ。おまえももっと、目立つ競技に出ればいいものを。だいたいなぜ、借り物競走なんだ？　イロモノだからか？」

「……なぜでしょうね。ところで、おれがこれに出ること、だれから聞いた？　みん？」

「…………だれでもよかろう。とにかく、おまえが何を考えていようと、どんな罠わなを張っていようと、勝つのは私だ。コウ」

「……先ほどのアレといい、おまえにも《Ｇ》の影えい響きようは大きいみたいな」

「……だとしても、安心しろ、たとえその影響があるにせよ、一度口から出した言葉を撤てつ回かいするつもりはない。……ちなみにわたしは、わかっているとは思うが──」

　コウが逃げるより速く、至し近きんから耳に吐と息いきをかけるようにして、恕宇はささやいた。

「──男とは、はじめてだからな？」

「お？　おい？　堂どう島じまどうした？　だいじょうぶか？　立てないのか？　おい！　小鳥遊、さん。あんたなぁ！　さっきからいったい何を」

「別に何もしていない。それよりほら、はじまるぞ？」

　先頭の列が校庭の中央に向かって動き出し、恕じよ宇うはさっさと歩いていく。

　なすすべなくそれを見送って、コウは関せき谷やの肩につかまり必死で呼吸を整えた。

　心の中で悪あく態たいをつきつつ──恐るべきは小鳥遊たかなし恕宇、ていうかやっぱり女、その気になったらえげつねぇ！　──深しん呼吸を繰り返す。自分の下か半身を見下ろして、安あん堵どする。──よし、だいじょうぶ、さすがは最さい新しん技術を駆く使しした特とく注ちゆう品ひんのサポーター。高い金を取られただけのことはあり、その内側がどれほど荒れ狂っているにせよ見事に隠かくしてくれている。みークルのツテからつくってもらった最新科か学がく技術の繊せん維いとマジックの技術を応用したそのシロモノは、二枚八万五千円（税込み）というべらぼうな値ね段だんと引き換えにコウのイチモツがどれほど己おのれを主張しようとも完全に覆おおい隠してくれる。行動に圧あつ迫ぱく感かんを与えることなく、にもかかわらず外がい見けんはもちろん、ちょっと触ったくらいでは（カップをつけている、という理由はもちろん必要だが）わからないほどに。高い買い物だったが、このカップ付きサポーターの入にゆう手しゆはコウにとって何よりも重要度どの高い急きゆう務むだった。市し販はんのサポーターではいろいろ無理があり、しかしコウは騎き馬ば戦せんで騎き手しゆを務める身なのだから。下へ手たなサポーターで危険な目に遭あってしまったら、まさしくとんでもないことになる。いろいろと、本当に。

　ちなみにこのサポーターを開発したのは、貞てい操そう帯たいギプスの製作者と同どう一いつ人物。大だい活躍。

「だいじょうぶか？　堂どう島じま。……ほら、いくぞ？」

　コウたちの移動の合間、放送が借かり物もの競走のルールを語り、周囲に協力を呼びかけていた。たとえ敵てき味方だとしても、この競技に関しては協力してくれるよう。保ほ護ご者のみなさんもよろしくお願いします、と。

　よく見ると、この競技のためだろう、保護者が校庭を取り巻くように、集まっている。

　アトリが許可されていないカメラを隠す気もなくこちらに手を振っているのが見えて、力なく、振り返す。……その横では中年男おとこがアトリに向けてカメラを回していたが、コウの視線に気づくやこちらに向かって首を搔かききり親おや指ゆびを下に向けるポーズをつくった。ご丁てい寧ねいに舌まで突き出して。あいつはおれになんの恨うらみがあるんだ、つうかあとで覚えていやがれ、たとえ血のつながった親子だろうと──戦場とはかくも非ひ情じような場所である。

《──それでは、これより借り物競走を開始します──》

　スターターピストルがパンと、白はく煙えんを上げ、スタートラインに立っていた第一陣じん、赤組白組各かく四人ずつの計けい八人が、走り出した。

　ルールは簡単。

　競技者は、まず五〇メートル先に置かれた中ちゆう継けいポイントへと走り、置かれた箱の中から『お題だい』が書かれたくじを取る。

　お題を確認したらさっそく探しに走って、見つけたらそのお題とともにゴールへと向かう。

　ゴールでお題を確認し、合格できたらクリアー。

　コウと恕宇、そして関谷は最後の組。明らかにだれかが狙ねらった配置。

　いったい何を企たくらんでいるのか知らないが──

「とにかく、堂どう島じま。お互い協力していくぞ？　ねらうはワンツーフィッシュだ！」

「おけい。フィッシュね。臆チ病キ者ンよりはましか」

「……へ？」

「つまりいまのは、国際線せんの飛行機での定てい番ばんとかいう……いいや、ごめん。いまのはおれが悪かった。……ワンツーフィニッシュね。おっけー」

　校庭のあちこちで声が聞こえだす。帽ぼう子しを持っているやつ！　とか、ライター貸してください、など──

　──歓声が上がった。

　さっそくだれかがお題だいを見つけてゴールしたらしい。

《一位、赤組一年二組、土と岐き梓あずさ弓ゆみ。お題は、『絵を描くもの』ですが、……おや？　人を連れているようですね？　これは？》

　梓弓、という変わった名前で呼ばれた一年が、引き連れてゴールした女生徒に何かいい、マイクを向けられた女生徒がおどおどしながら自己紹しよう介かいをした。

《……あの、あたし、一年の、木きの下した、水すい彩さい、といいます。……その、美術部ですけど……》

《なるほど、水彩で、美術部で、絵を描くもの、──合格です！》

　なお、お題には普通に存在するものから頭をひねらなければならないもの、そして無理やりこじつけなければ持って来られないものなどがあり、そして結局はどんなものでも判定員いんを納なつ得とくさせられたら合格となる。判定はそれなりに甘いので、競技者がどんなこじつけをするか、という部分も競技の楽しみのひとつだったりするのだが、──ただし二番煎せんじだった場合は不ふ合格になってしまうし、当然ながらスベって寒い空気をつくってしまうことも覚かく悟ごしなければならない。

「堂島、へりくつはおまえにまかせた！」

「おう！　おまえにはそれ以外を頼む！　とりあえずは足の代わりにおぶって走れ！」

「おう！　──って走るぐらいは自分でやろう？」

　どんどん進んでいく借り物競走の列。

　なかなかの速度ではけていくのは、なんだかんだでテンポを重じゆう視ししているからで、それほど難しいお題は用意されてないのだろう。借かり物もの競走自体が闘とう争そう心しんをあおるものではなく、どちらかといえばお笑い系だし。ならば関せき谷やのいうように、お題のものを見つけ出すより理り屈くつをこじつけるほうが手っ取り早いかもしれない。ものには限度があるだろうが、そういうのはそれなりに得意。

　次の準備が必要ない午前最さい後ごの競技だからか、みなが応援に出てきていた。

　赤組では菜な々な那ながみずから応援団だんを率ひきいてエールを送り、白組側がわでもイハナが、こちらは高い壇だんをつくって登り、そこから静かに見守っている（それだけで白組周しゆう辺へんの士し気きは上がっているのだからすごい）。

　自分の番が近づくにつれ、コウ自身もふつふつと、闘とう志しが湧わき上がっていくのを感じた。

　そうだ、これは戦い。

　どういう形であろうとも。ただの借かり物もの競走だろうとも。

　ならば戦い、勝利する。考えることはそれだけ──

　やはり気分が盛り上がっているのか、恕じよ宇うがつぶやくように、いった。

「負けないぞ。コウ」

「そんなにおれとスるの、いや？」

「……でなければ賭かけは成り立たないだろうが。アホか。図に乗るな。タワケ」

「ちょっと待て堂どう島じま。小鳥遊たかなしさん？　いまの会話何なに？　するって、賭けって何？　もしもし？」

「こら関せき谷や、集中しろよ。ハナちゃん見てるぞ？」

「え？　あ、いや、でも──」

　コウたちの前の組が、スタートラインに並んだ。

　いよいよ。もうすぐ。

　そして──

《──さぁ！　ここまでは白組有ゆう利り、とはいえその差は十ポイントの接せつ戦せん！　いよいよ最後の組には、なんとあの堂島コウと小鳥遊恕宇、我が校の二大奇き人じんが参さん戦せんしています！》

　だれが奇人だ、と思うまに、何やらコウと恕宇のプロフィールやら武ぶ勇ゆう伝でんやらが流れ出すなか。

　コウはスタートラインに並び、不ふ敵てきな笑顔をつくって隣となりの恕宇と目を合わせた。

　心こころ得えたもので、恕宇もけれんみたっぷりにコウに視線を返し、二人のやりあいにたちまち周囲から歓声が上がる。盛り上がる。

　いいぞ？　舞台は整った。

　あとはただ、スタートの合あい図ずを待つだけ。

《──現げん在ざい白組が十ポイントの差で優ゆう位いにありますが、白組に一位を取らせず赤組が二人、三位までに入れば逆転です！　なお、借かり物もの競走勝利チームへのボーナス得点は五十点！　全ぜん体たい得点は現在赤組がわずかに有利──赤組がさらに引き離すのか、それとも白組が食い下がるのか！　すべてはこの一戦にかかっている！

　それでは！　借り物競走最さい終しゆう組くみ、レディ──》

　パン！　と銃じゆう声せいが響ひびき、コウはスタートした。

　たちまち恕宇が横から追い抜いていくが、しかしコウも追いすがる。離させない。《Ｉｔ》のことなど考えず、ただただ追いつき追い抜くことだけ考えて──

　中ちゆう継けいポイントには、ほぼ同時にたどりついた。判定は恕宇が先だったが。

　恕宇が箱からくじを取り出すのを待ち、コウも箱に手を入れて迷うことなく最初に触れた紙を取り出す。

　開いてお題だいを読んだところで、ようやく他の参加者たちもやってきた。

　ちなみに関せき谷やは六番手だったが、コウは気がつかなかった。

　ただただくじに書かれたものを見て、恕じよ宇うと同じく、固まっていた。

　恕宇もコウも、凍りついていた。
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　　　　◆







　後こう続ぞくたちもくじを引いては次々固かたまっていくなか。

　最初に動き出したのは、恕宇だった。

　止まっていた時がようやく流れ出したかのように、ゆっくりと顔を動かし、コウを見て。

　いまだ固まったままの姿ににやりと笑い。

　次の瞬しゆん間かん、駆け出した。

　視し界かいに入っていたのだろう、恕宇が駆け出したとたん、コウの身体からだがぴくりと動く。

　恕宇を追っていきそうになる。

　が、コウの身体は動かなかった。

「おい、堂どう島じま？　どうしたんだ？　──ていうか、みんなどうしたんだ？　──まさか、最後のお題だいって、もしかしてみんな──」

　関せき谷やの声を契機に、周囲で固まっていた競技者たちが、少しずつ、動き出す。

　ある者はためらいがちに、ある者は決然として、またある者は吹っ切れたような表情を浮かべて──

　それぞれ、目標と決めたものがあるのだろう方向へ、走っていく。

「堂島！　……堂島？　急げ、全員動き出したぞ？　おい？　しっかりしろってば！　くそ！」

　ゆすられてもかたくなに、ただただ地面を見続けるコウに業ごうを煮やしたか、やがて関谷もコウを置いて走り出した。

　それでも動かないコウに、歓声の上がっていた校庭が疑ぎ惑わくのざわめきで包まれる。

《──おや？　堂島選手、動かない！　これはいったいどうしたことか？　いったいお題はなんだったのか？　──あ？》

《おっとぉ！　最初に戻ってきたのはやはり、赤色の二年九組・小鳥遊たかなし選手！　……持って、いや、連れているのは、あれは？》

　コウは顔を上げた。

　恕じよ宇うはなぜか、ゴールに向かわず真まっ直すぐに、コウのもとへ走ってくる。

　その手に連れているのは──

《なんと！　小鳥遊選手と共に姿を見せたのは、赤の三年三組、真ま嶋じま綾あや！》

「ちょ、ちょっと、恕宇？　コウくん？」

　なぜ連れてこられたのかわかっていない様よう子すの綾を背後にかばうようにして、恕宇はコウの前に立った。

　まるで挑ちよう発はつするかのように。

　──それでもコウは、動かない。

《これはいったい、堂島選手はどうしたことだ？　このままでは小鳥遊選手どころか他の選手にまで、──おや？　意い外がいや意外、次に戻ってきたのは、最後に場を離れた関谷選手、──だが？　なぜかこちらも堂島選手のもとへ──おお！　なんと？　関谷選手が連れているのは白組のリーダー舞まい原ばるイハナそのひとだ！　いや！　ここにきて他の選手も戻ってきたか！》

　恕宇は校庭を見渡して、ゴールに向かっている選手がいるのを確認し、ちらりとコウを見たのちきびすを返した。

「すいません。先せん輩ぱい。急ぎますので！」

「え？　でも、コウく──うん。わかった」

　恕宇と綾が、手をつなぎ、ゴール目がけて走り出す。

　それと入れ違いにして、関谷とイハナがコウの前に立つ。

「おい堂どう島じま！　ほら、急げ！　お前もお題だい一緒なんだろ？　だったら、このまま一緒にいけば、二位と三位に──おい！」

「ちょっと待ってください関せき谷や、これはいったいどういうことです？　……コウ？　いったいお題は──」

《──いま！　ゴール！　不ふ可か解かいな動きがありましたが、借かり物もの競走一位を取ったのは、赤組の二年九組、小鳥遊たかなし恕じよ宇う！　お題は、──なんと！》




《『いまいちばん好きな人』！》




《──これは、もしかして、最後のお題は全員同じだったということでしょうか。競技者たちの不審な動きはこれが原因か？》

　コウは、ただただ地面を見つめている。

　視し界かいにはイハナと関谷の足が入っているはずだが、まるで気づいていないかのように。

「……コウ」

「──堂島！」

《おっと！　ゴール直前で白組・香こう野の選手の足が止まった！　連れの女性が抵抗しているのはお題を知ってしまったからか！　うわ──張り手？　おお！　ここで白の香野選手、掟おきて破やぶりの土ど下げ座ざ攻撃！　うわ、連れの女性が泣き出した！》

《──ただいま入った情報によりますと。二人は大城跡ゆめあと生まれの幼おさな馴な染じみ同士だそうです。友人──ここでは匿とく名めいＡとさせていただきますが、Ａさんによると香野選手は周囲ばればれの気持ちを彼女に抱いていたそうですが、ヘタレで告白できずに、彼女をずっとやきもきさせていたようで──ならばこれは、恥ずかしさ、あるいは感かん激げきのあまりの嬉うれし泣き？》

《なんとロマンス！　借り物競走がロマンス時じ空くうを発生させた！》

《だがしかし！　いまは競走の最さい中ちゆう、無ぶ粋すいなことはいいたくないですが、ボーナス得点がかかっています。すでに赤組が一位を取ってしまった以上、二位と三位を白組で埋められなければ白組は逆転負まけを喫きつすることに！》

「──堂島！」

　叫ぶような関谷の声に。

　しかしコウはうつむいたまま、動かなかった。

　やがて──

「──関谷？」

「すいませんイハナさま！　でもいまは！」

　関谷はコウの腕を握って引っ張り、払いのけられ、今度はイハナの手を取ると、ゴールに向かって走り出した。

　急な動きに反応したか、コウは顔を上げかけたが、それでも身体からだは動かなかった。

　うつむいたまま、立ちつくす。

　しばらく関せき谷やに引っ張られていたが、やがて観かん念ねんしたのか、イハナは最後にコウを一いち瞥べつすると、関谷とともに走り出した。

　関谷は途中、香こう野のと呼ばれた選手──泣いている女生徒の前でおろおろしていた──の背中を大きくたたくと、そのままイハナとともにゴールした。

　歓声。

　香野と呼ばれた選手も、まだ泣いている少女の手を引きゴールラインをようやく越える。

　──湧わき上がった大だい歓声を、コウは地面を見つめたまま、ぼんやりと、聞いた。

《いま！　二位と三位が決まりました！　両者とも白組の選手！　借かり物もの競走を制したのは、白組！　ボーナスポイントもゲットして、これは赤組に追いついたか？》

《僅きん差さでしたから、もしかしたら逆転しているかもしれませんね。……ではせっかくですから、白組のリーダー、舞まい原ばるイハナさんにお言葉を──あれ？》

　コウは顔を上げた。

　次々と選手たちがゴールしていくのが見える。

　その先には旗はたが立っており、一着の旗の下には恕じよ宇うと綾あや。

　綾は困ったような顔をしていて。

　恕宇は、どこか憐れん憫びんとも取れるような表情を浮かべてこちらを見ていた。

　そして二位の旗の近くには、左のほおを赤くしておろおろしている関谷の姿。

　関谷、だけ。

　コウは静かにゴール近くを見渡し、イハナの姿がないことを、確認した。

　どうやら競技参さん加か者しやは全員ゴールしたようだ。

　ならば自分は、点の入らないビリ決定。

　これ以上、ここにいる必要はない。

　コウはのろのろと、動き出し、──走り出した。

　白組の逆転勝しよう利りに浮き立っていた観かん衆しゆうは、コウの姿もまた消えたことに──幾いく人にんかをのぞいて──気がつかなかった。













　　　　◆







　イハナの居い場所は、すぐに見つけられた。

　特とく設せつ教室のある校舎側がわでも保ほ護ご者のために開かれた体育館側でもない、第二校庭側の部活棟とうのある校舎裏うら──現在もっとも人ひと気けがないだろう場所に、イハナは静かにたたずんでいた。

「……あの、ハナ、……ちゃん」

　コウの、おそるおそるの呼びかけに。

　イハナはゆっくり振り返る。

　別に驚いたふうのない、ショックを受けた様よう子すもない、いつもどおりの無む表情で。

　コウにはその表情が、読めなかった。

　──いつもなら、どれほど無表情だろうとどこか感情が読み取れたのに。

「……あの……」

「おそらくみんの差さし金がねでしょう」

　イハナは淡たん々たんと、いった。

「あなたと小鳥遊たかなしを一緒の組にし、お題だいを『好きな人』にする。あなたが選べるのは、わたしか真ま嶋じまだけ。──冬ふゆ月つきは連れてこられませんから。当然、小鳥遊は真嶋を連れて行こうとするでしょうし、あなたには、正面からの格かく闘とうで小鳥遊を打ち負かす技ぎ量りようはない。ならば真嶋はあきらめ、わたしをつれてゴールするしかない、という──

　まぁ、あの場合は動かないのが正解です。あなたにはサクラがいるのですから。サクラと付き合っていることは、全ぜん校こう生徒の知る事実です」

「……ハナちゃん。……おれは……」

　イハナはコウに、背を向けた。

　走り出すのではないかと、コウはあわてて動く。

　腕をつかんでとめようとする。

　が、コウが前に出た瞬しゆん間かん、イハナの身体からだがさらに回転し──

「わ！」

　コウは右のほおに熱を受け（──裏うら拳けん？）、よろけてそのまま座り込んだ。

　ほおに手を当て、顔を上げると、イハナが右手をぶらぶら振っていた。

　座ったコウと視線が合うと、たったいま力を乗せた裏拳をコウのほおにかましたことなど知らぬげに、無表情、イハナはコウを見下ろして、感情のこもらぬ声でいった。

「すいませんでした。理り不ふ尽じんなのはわかっているのですが、……そういえば、関せき谷やにもすまないことをしました。謝っておいていただけますか？」

「……関せき谷やにも、裏うら拳けんを？」

「まさか。ほおを張っただけです。ちょっと調子に乗ったので。痕あとも残らないでしょう。……いえ、……本当に、理り不ふ尽じんなのは、わかっています。あなたも関谷も悪くない。とくに関谷は、勝利を思えばあの状況ではあれが最さい善ぜんだったでしょう。実際、借かり物もの競走での勝ちは得られましたし」

「ハナちゃん」

「ええ。あなたは悪くない。……まだ選んでいないのでしょうし、そもそもあなたには公式にはサクラがいますし、本当に好きなのはやっぱり冬ふゆ月つきなのでしょうから。……ですが。……ですが……」

「……あの、おれ、は」

「……理不尽なのはわかっています。……ですが、コウ。わかってください。わたしはあなたの目の前で、関谷に連れ去られたのです。あなたのいる場所で、あなたの腕の届く場所から。……ええ。あなたの気持ちはわかっています。……本当に、わかっています。ですが……もしも、もしも少しでも、わたしに、……真ま嶋じまに、少しでも、向ける気持ちがあるのなら、──せめて、まだ選べていないのだとしても。

　──二人とも連れて行くぐらいの甲か斐い性しようを、見せられなかったのですか？」

「……」

「……いえ、すみません。勝かつ手てなことをいっているのはわかっているのです。……本当に。あの場に小鳥遊たかなしがいた以上、そのようなことができたはずもないですし。ええ。理性ではわかっているのです。ですから許してください。そしてあなたもわかってください。……わたしはあなたの目の前で、ほかの男に連れ去られたのですから」

「……ごめん」

　思わず謝ってしまったコウに、いいえ、とイハナは首を振る。

　感情を感じさせない、でもどこか、微笑ほほえんでいるような表情で。

「あなたをぐーで殴なぐって、少しは気が晴れましたから。……もういいです。わたしだって本当に、わかっているんです。だからわたしはだいじょうぶです。

　それでは、わたしは先にいきますね？　コウ。

　一緒にいくと、……何しろ全ぜん校こう生徒が見ていたわけですし、何かと話題にされるでしょうから」

「……」

「少し冷やせば、ほおの赤みはすぐに消えるでしょう。では。これからお昼ですから。なるべく早く合流してください」

　──ゆっくりと、イハナは歩を進め。

　座り込んだままのコウの横を、静かに、通り過ぎた。

　振り返らず、一いち瞥べつもせず。

　──コウは、引き止められなかった。













　　　　◆







　気け配はいが完全になくなって。

　ようやくコウは、動き出した。

　立ち上がり、パンパンと、尻しりからほこりを払う。

　ひじに、手のひらに、食い込んだ小こ粒つぶな石を落とす──

「……ごめんな。イハナ」

　まだ足りないとでもいうように、言葉は意図せず口から出た。

　だからコウは口を押さえ、何もしゃべられないようにする。そうしつつ、しかし心の中でコウは続ける、イハナを傷つけてしまったことに動どう揺ようし、でもほかにどうしようもなかったことを自覚して。

　謝るべきかわからないけれど、それでも、いわせてほしい。

　ごめんな、イハナ。本当に。

　だけど、何もできなかった。

　動けなかった。

　二人ともつれていく？　ああ、それだって考えたんだ。本当は。──本当に。だってそうだろ？　二人とも魅み力りよく的なんだから。なのにどうして選べる？　もしもそれが可能なら、この両腕に、二人とも──

　でも、できない。

　だって、みんなというのなら──

「──日ひ奈なが、いないじゃん？」

　どうしても言葉が漏れて出てしまう。聞いているものもいないのに。まるで言い訳するように。だれかに懺ざん悔げするかのように。

　──だって──

「……だって、あそこで、──校庭で、日奈は死んだんだぞ？」

　日奈を殺してしまった場所で、こんな自分を助けるために日奈が命を落とした場所で、日奈の死をこの手で看み取とったその場所で、日奈を差し置きほかのだれかとゴールする、なんてこと──

「……できるわけ、ないじゃん」

　コウは笑った。

　だけど、……イハナを、傷つけてしまった。

　それだって、できれば避けたかったのに。

　本当に、傷つけたくなんかなかったのに。

　そっと、自分の二にの腕うでをつかみ、ゆっくり校舎によりかかる。

　そのまま再び座り込み、空を見上げる。

　わかっている。だれも傷つけないなんてことは不可能で、友だちだろうと恋人だろうと傷つけてしまうことがあって、それが結局避けられないのなら、どうしてもだれかを傷つけてしまうのならば、できることはただひとつ。

　自分の求めるものを知り、一番大だい事じなものを決め。選び。

　あとはただ、割り切ること──




「もう、答えは出ているんだけどな？　本当は」




　知らず、コウは言葉を口に出していた。聞くものなき空に向かって。

「……そうだよ。結局、おれの手は二本しかなくて、片方が日奈で埋まっているんなら、……二人とも、なんて、無理なんだ。はじめから」

　それでも。

　選ばなければならないのなら──

「だから、もう、決めたんだ。

　……でも、せめて、もう少し、いまのままで、っていうのは──情なさけないよな。おれは……本当に──」

　いずれ傷つけてしまうことは、わかっているのに。

　逃げていてもどうにもならないことは、わかっているのに──
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　昼休みを告げる放送とダンスのための音楽が流れ出したのを機に、コウはあらためて立ち上がった。

　われながら、立ち直りが早いことに驚きつつ。

　もしかしたら気づいていないだけで、そのための代だい償しようは払っているのかもしれないが。

　意識して、つぶやいてみる。

「……ハナちゃんのこと、傷つけちゃったな……」

　怒らせるなら、まだしも。

　……せめて、この発はつ情じよう状態さえなかったら、もっと冷静に考えられるのに。本当に選ぶ必要があるのか。本当に『それ』を求めているのか。ただ発情に負けているだけではないのか。選ばなくても、このままでも、日ひ奈なを理由にしていれば、選ぶ必要などなくて、いつまでもなぁなぁですませていられて、そのほうが、だれも傷つかなくて──

「……ていうのも、逃げ道だろうな」

　コウは、笑う。

　結局、傷つける／傷つけないではない。

　大事なのは、自分の気持ち。

　必要なのだ。自分が。何よりも、自分自身が。

　それが、日ひ奈なへの気持ちを裏切ることなのだとしても。

　──いいや、すでに、裏切っている。彼女を必ず生き返らせると決めた、あの日から。

　冬ふゆ月つき日奈が一番大だい事じ、そう思う気持ちにうそはなくても──

　決めたのだから。この戦いを、続けると。勝ち抜くと。

「とりあえずメシ食ったら、……うん。ダンスに誘さそってみようかな？　……いや、ハナちゃん目立つのはダメか。とにかく挽ばん回かいを考えよう。だいじょうぶ、チャンスはきっとある。でも、ええと、どうしよう──」

　日奈が死んでも終わらなかったぐらいだから、世界はまだまだ続いていくだろう。

　だからまだまだだいじょうぶ。

　まずはさっきの事件をフォローし、そしてこの『紅こう白はく祭さい』を乗り切ること。それも白組の勝利で。そのあとは、──もう迷わない、発はつ情じよう状態でもかまわない。四の五の考えるのはやめ、とにかくまず──

　決着を、つける。

　──きっと自分は乗り切れる。

　大きく深しん呼吸すると。

　コウは何事もなかったかのように、これからイハナにするべきことを考えつつ、家族や友だちが待っているだろう、『校庭』に向かって歩き出した。

　覚かく悟ごを決めてしまったためか、足も身体からだも自由に動く。ただ。

　汗はすっかり引いてしまい、濡ぬれて湿った体操服ふくが、いやになるほど冷たく気持ち悪かった。

　──体温が、秒びよう単位で吸い取られていくようで。







　ただただ、冷えていくのを感じていた。











《続》












なかがき／おまけつき




　かつて。

　あとがきで次じ巻かん予告をしたことがありました。

　題名まで出し、シーズンフィナーレを告げたのですが、しかし結局、次の巻では終わらせられませんでした。予定通りに進められず、二冊にまたがってしまったのです。作品的には無理して略さずそれでよかったと思いますが、それでも予告しておいて無理だった、はないだろう、と考えたわけです。リベンジ、というわけではないですが、次こそは、と。

　そういうわけで、前ぜん巻かんでは。

　今回はだいじょうぶという自信を持って、次で終わり！　とあとがきではっきり宣せん言げんしたのですけれど、いろいろな事情から、──またも分ぶん冊さつになってしまいました。

　あれ？




　と、いうわけで、《スコルピオン編》最終章、《スコルピオン・デスロック》。

　上下巻でお届けします。

　まずは上巻、楽しんでいただけたなら、さいわいです。

　なお、全体の構成は、




　祭りの前

　紅こう白はく祭さい／前半戦

　紅白祭／後半戦

　祭りの後

　終章／手のもう片方




　となっております。

（うわ、これやるの久しぶり？）




　なんというか、われながら奇き天て烈れつな感覚です。

　わざわざ予告をした次の巻が、なんで？　ていうかどうしておれは前巻で予告を打つようなことをしたんだ？　一回でこりるべきだったのです。いやでも三度目の正直というし、次こそは──それはともかく、二度も予告をしながら続けて外してしまうとは、作家としてなっておりません。こんな体ていたらくだから『世間ずれ』の使用方法を間違い恥はじをさらしてしまうのです。うわぁ恥ずかしい！　できることなら悪あく魔まを呼び出し魂たましいと引き換えにしてでも全ぜん冊さつ修正して欲しい！　というのはさすがにいい過ぎだけど！　ていうかちくしょうなんなんだ前ぜん巻かんのあとがきは！　世間ずれは間違えるし次巻予よ告こくは外れるし！　ああでもなるべく早く、というのは守れたよね？　きっと。更さらなる変更がなければ──ないよね──ないと思う──なければいいなぁ──

　──すいません。取り乱してしまいました。

　補足しておきましょう。前巻あとがきで、私は『世せ間けんずれ』という言葉を間違えた意味で使ってしまいました。

　世間ずれとは、世間からずれている、という意味ではなく、世間に揉もまれてスレている、というのが正しい使い方なのです。

　素すで間違えました。機会があれば直します。

　申し訳ない。

　探せば他にもあるかもなぁ。こういう間違い。……ああ……

　──間違いといえば。

　本編冒ぼう頭とうに、『おまえは昴すばるの～』云うん々ぬんという、聖せい書しよから（意訳して）引いん用ようした文句を載せてもらったのですが。

　私、実は、悪魔のミカタを書きはじめるまで、すばる、というのは星ではなく、鳥の名前だと思いこんでいました。

　夜、星の光の下で飛ぶ鳥の名前なのだと。

　星を目指して夜を飛ぶ、そんな鳥の名前なのだと。

（やばい、今回のあとがき、自分のバカさを露ろ呈ていしている気がする）

　一いち応おう補足しておきますと、すばる、というのは鳥ではなく星、『プレアデス星せい団だん』の和わ名めいです。由ゆ来らいはギリシャ神話、サソリ座／オリオン座とも関連のあるプレアデス七姉妹しまいからつけられた有名な星団の別名を、私はどうやらヨタカか何かと勘かん違ちがいしていたわけですが、そのころは、主しゆ要よう人物には鳥の名前をつけようと考えていました。アトリ、ヒナ、タカナシなどはその名残なごりだったりするのですが、星と鳥を間違えるという船乗りなら死に直結しそうな信じられないその思い込みのおかげで堂どう島じまコウ以下『悪魔のミカタ』の原型が生まれ、《グレイテストオリオン》や《スコルピオン・デスロック》のイメージとなり──そう考えると、間違うことにもそれなりのメリットはあるのだなぁと思います。

　きっと予告を外してしまったことも、『世間ずれ』の使用方法を間違えたことも、よりよい明日への糧かてになる──

　ポジティブ！




　と、いうわけでこれからも、どうぞよろしくお願いします。




　さて、お詫わびというわけでもないですが。

　急きゆう遽きよ分ぶん冊さつ、ということになり、ページ数が心もとなくなったので、おまけというか、掌しよう編へんを書いてみました。

　時間軸じくは、本編『紅こう白はく祭さい』開始前。

　楽しんでいただければ、さいわいです。

（──これで文字通り、なかがき？）

　では。

　できれば下げ巻かんも楽しんでいただけますよう──








以上、

うえお久ひさ光みつ、でした。









[image: 掌編／ホミンの報酬]













　　　　◆







　本ほん名みよう、というものが、この世に生れ落ちたときに両親によりつけられるものを指すのであるなら、ホミン、という名は本名ではなかった。

　生まれたとき、なんと呼ばれていたかなど知らない。

　物もの心ごころがつくまえに舞まい原ばる家けに引き取られ──おそらく売られたのだろう──以降は識しき別べつコードで扱われていた（一応フォローはしておくが、非ひ人じん道どう的てき扱いを受けていた、というわけではない。むしろへたな施設より待たい遇ぐうはよかっただろう。──ただ名前がない、というだけで──それがすべてだという意見もあるが）。その才能を見出され、スタッフとしての教育を受けるようになって『ホミン』という名が与えられた。別に感かん慨がいはなかった。その名は自分のために用意されたものではなく、日ひ炉ろ理り坂ざかの外で働くことも多た々たある実ス働タ部ツ隊フの一員として与えられた対外的なものだから。あるいは愛あい称しよう？　いまでも心のどこかには、かつて与えられていた識別コードこそが本名なのだという思いがある。

　もっとも、どう感じるかはともかくも、いまではホミンの名の方に愛あい着ちやくがある。

　姫ひめ君ぎみたちが、識別コードよりも名前で呼ぶのを好むから。

　姫君たちから贈られたものであるから。

　とはいえ、そういうふうに考えてしまう時点で、もう自分は舞原家から離れて生きていくことはできないのだろうとホミンは思う。『自分たち』は、きっと大事な何かが欠けているのだと。だから姫君たちから離れることなど考えられないのだと。

　自身よりも戴いただく主人にすべてを捧ささげ、仕えるために生きていく──それはきっと、現在社会の価か値ち観かんからすればあまり褒ほめられたものではないのだろう。

　でもそれに、疑問を持ったことはない。

　舞原家から出ないか、という話がなかったわけでもない。

　いまでも、引き抜きの誘さそいがある。

　ホミンの主な才能は『運転』。天てん性せいのセンスに加えて幼少からの『英えい才さい教育』により、ホミンは船せん舶ぱくから飛行機まで、大たい抵ていの乗り物を乗りこなせる。はじめて運転するものでも、一日与あたえられれば手足のように動かしてみせる自信がある。それなりの練習期間をもらえるのなら、プロのレーサーにだって負けないくらいのところまでいけるだろうという自じ負ふが。

　それはもう、努力の範はん疇ちゆうを超えた超ちよう能力といってもいい。

　チャンスさえもらえるのなら、宇宙船だって、巨大ロボットだって乗りこなして見せよう。

　姫が喜んでくれるため、いろいろな乗り物に挑ちよう戦せんし成果を出してきた。その縁えんで、姫の気まぐれから人前でその才能を披ひ露ろうしてしまったことがあり──乗馬レースから競けい輪りん、競きよう艇てい、飛行機でチキンレースをしたこともある、そのほとんどで、姫に勝利を捧ささげられた──以来、天才児じホミンの名前（本ほん名みようではない）は知られるべきところでは、下へ手たすれば舞まい原ばる家け以上に知られている。競けい馬ばの世界、レーシングの世界、──『その手』の世界はとても大きいものであり、莫ばく大だいな金が動くから。

　だから、時おり思い出したかのように、引き抜きの声がやってくる。

　なぜ他人のために、日ひ陰かげの下で働いている？

　その気になれば、──表おもて舞台に出てくれば、一代の財ざいはもちろん、歴史に名を残すことすら可能なのかもしれないのに。それだけの才能を持っているのに──

（有名に、する？）

（──ホミン、という、名前を？）

　──くだらない。

　そういうものに、まったく興味が湧わかない──他人には、この気持ちはわからないものなのかもしれない。正直にいえば、自分にだってよくわからない。だからホミンは考える。自分は、自分たちは、人間として大事な何かが欠けているのだろうと。

　かつて呼ばれていた識しき別べつコードこそが、結局のところ消せない本名、生まれたときに刻み望まれた自分の本ほん性しようなのだろう、と。

　トレーニングルームからスタッフ用の給きゆう湯とう場じように向かう途中で、ホミンはかつてのスタッフ副長、ジィ・ニーの姿を見かけた。

　裏庭で、ひとり、木ぼく刀とうを振るっている。

　ただ一心に。

　──ひたむきな、一いつ刀とうの動き。

　あれほど剣に打ち込める彼女もまた、どこかが欠けているのだろう。

　思わず見とれ、しばらくながめていると、後ろから声がかかった。

「……バカみたいだ。あんなことしていても、なんの役にも立たないのに。あの人は、このままずっと飼い殺されるだけなのに」

　ホミンは視線を動かし、スタッフ予備軍のもっとも新入りである少年、シュウの姿を確認し、あいまいにうなずいた。

　いつからいたのか、──憎にくまれ口とは裏うら腹はらに食い入るようにジィの修しゆう練れんを見つめているのは、シュウ自身も『捻ねん式しき居い合あい』を修行しているからか。もっとも、舞原家の裏側に携たずさわろうと現代兵器の取り扱いを学びはじめているシュウとは違い、ジィの得え物ものは刀とう剣けんのみ。とある事件が起きて以降他ほかの武器を用いなくなった彼女は、その腕うで前まえはどうあろうとも、正直スタッフとしてはあまり使える人材ではない。それゆえ、イハナのお気に入りということもあり、現在は舞原家当とう主しゆの日ひ炉ろ理り坂ざか内でのボディガードという、一いつ見けん重要そうでいて実はそうでもない閑かん職しよくに回されている。

　確かに、飼い殺し、といわれてもしかたのない状態なのだろう。イハナにその気はなくても。

　だからか、ホミンはジィのことを好ましく、いとおしく思う。

　つぶしの利かないその無ぶ骨こつさも。ひたむきさも。

　発はつ揮きするべき場がないことを心のどこかで知りつつも、それでも、来るかもしれない『いつか』のために、こうして剣を振るっている──ある意い味み純じゆん粋すい培ばい養よう、ゆえに世せ間けんずれしていないその純じゆん真しんさは、きっと守るべき価か値ちのあるものなのだと思う。

　剣の腕うで前まえではなく、その心こそが本物の宝なのだと。

『才能』を育てることばかりにかまけて結局裏うら切ぎられたかつてのスタッフ・トップ、冬ふゆ月つき健けん三ざぶ郎ろうには見いだせなかった、本当に価値のあるもの。

　そうした宝の前では、自分の才能などいかほどのものか──そんなふうに考えてしまうのは、しょせん「ないものねだり」というやつだろうか。

　静かに息を吐くと、当初の目的を思い出し、ホミンはその場を離れた。

　ジィは気づかず鍛たん錬れんを続け、シュウもまた、彼女を見つめ続けていた。







　　　　◆







　母おも屋やから離れたところにある給きゆう湯とう場じようには、深夜であるにもかかわらず明かりがついていたが、ホミンが不ふ思し議ぎに思ったのはそのことではなかった。スタッフ用の給湯場は休憩所でもあり、明かりが消えるのは昼間くらいだったから。

　不ふ思し議ぎに思ったのは、常なら人の動きで騒がしいはずのそこがしんと静まり返っていたこと。

　何かあったかと、ホミンは急いで、しかし音を立てず静かに中へと侵しん入にゆうし、絶ぜつ句くした。

　──なぜ？　イハナさまがこんなところに？

　いったい何をしていらっしゃる？

　理解できず、ぽかん、と口を開けたまま、ホミンはただただそれをながめ続ける。

　どれほどの時が流れたか、広い炊すい事じ場ばの中でただひとり、水を流して手のひらを冷やしていたイハナは、ふと傍かたわらに目をやって、ホミンの棒ぼう立だち姿に気づいた。

　おそらく不意をつかれたのだろうけれども白い面おもてに一切の動どう揺ようを出さず、少女は鷹おう揚ように、うなずく。

「こんばんは。ホミン。お邪じや魔ましています」

　ようやく金かな縛しばりが解けて、ホミンは声を絞しぼり出した。

「……ひ、め、イハナさま？　こんなところでいったい何を──」

　いや、もちろん、わかっている。

　敬けい愛あいする主人の手もとには、大きな木の桶おけ──その中には、炊たき立てだろう湯ゆ気げを立てている白はく米まい。梅うめ干ぼしやらおかかやら、おにぎり用の具が入った壺つぼも開いて周りに置いてある。タラコもある。周囲に散乱してるのは海の苔りか──何しろここはスタッフ専用の給きゆう湯とう場じよう、夜食用に携帯用に、おにぎりの準備は常に万ばん全ぜん。

　何よりも、少女の前に置かれたまな板には、白米が丸まった──お世せ辞じにも丸いとはいいがたいが──ものと推測される物体がいくつも載っていた。

　いわゆる『お店を広げた』その状態は、だれが見たって一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　──おにぎりを、握っていた？

　イハナ、さまが？

　理解はたちまち驚きよう愕がくと動どう揺ように変わり、ホミンは声を上ずらせた。

「……な、何をしていらっしゃるのですか？　イハナさま！　いくらおなかが空すいたとしても、イハナさまが、わざわざこんなところでこんな真ま似ねを！　いってくだされば、ラインのだれかがいつでも用意して持って行きますのに！」

　まるで責めるかのようなホミンの言葉に、勘かん違ちがいをしないでください、とイハナは無表情に答えた。

「勘違いをしないでください。失礼な。別に、小こ腹ばらが空いたのでつまみ食いにきたわけではありません。そのような行ぎよう儀ぎの悪いことを、わたしがしたことありますか？」

「……じゃあ、なんでこんなところでおにぎりなんか？」

「……別に、ただ、おにぎりをつくってみたくなっただけです」

「おにぎりを、つくってみたくなった、だけ？」

　ええ、それだけです、と無表情に肯定し、母おも屋やではみんあたりに見つかるとうるさそうですから、そういったイハナの姿に、ホミンはしばらくあっけにとられていたが、ようやく思い当たった。

　そうか。もうすぐ運動会。

　もしかして、イハナさまは──

　ホミンの視線に何を感じたか、イハナは視線を逸そらして木の桶に向き直った。

　中の白米に向かって手を伸ばし、かけ、とめ。

　口を開いた。

「……本当に、こういうことはダメですね。わたしは……」

「いえ！　そんなことは！」

　ホミンの反射的な否定に構わず、イハナはまな板の上に載っている無数の不ぶ恰かつ好こうなものを見つめ、続ける。

「料理は不ふ得え手てなわたしですが、……おにぎりくらいならだいじょうぶだろうと思ったのです。お米を丸めて中に具を入れることくらい、いくら不ぶ器き用ようなわたしにだってできるだろうと。まさか、これほど難しいものだとは思いもしませんでした。……冷えてからではうまくいきませんし、世の女性はいったいどうやってこれほど熱いものに具をまぶし、さらに丸めているのでしょう」

「……それは……」

「力を入れるとべちゃりとしますし、力を入れないとばらばらになりますし、とにかく熱くて時間をかけられませんし、……それで、わたし、もしかして、と思ったのです。もしかして、おにぎりに海の苔りが巻いてあるのは、この熱さを防ぐためなのか？　と。海苔を使えばそれほど熱くないのかと。……結果は文字通り、焼け石に水でしたが」

「……」

「思いついたときには、簡単に考えたのですが、……あなどらず、前もって調べておくべきでした。……まさか、おにぎりひとつ満足に握れないなんて。本当に、物を知りませんね。わたしは。……少しだけ、泣きたくなりました」

　水に冷えたか炊たき立ての米の熱さのせいか、流水にあてがわれているイハナの手のひらは、赤い。

　料理などしたことなく、それでも、今度の運動会のために。

　きっと、あの男に食べさせるために、夜にこうして、たった一人で練習を──

　言葉を出せずにただただ見つめ続けるホミンに何を勘かん違ちがいしたか、イハナは首を振り、無む表情に告げた。

「……心配しなくても、もう、片付けますから。明日、覚かく悟ごを決めてみんに教えを乞こうことにします。まだ日にちはありますし……いえ、ともかく、わたしもおにぎりくらいはつくれるようになりたいですから」

「……そ、そうですね」

　ホミンは、それでも視線を少女から、離せない。

　思い出したかのように、イハナがたずねた。

「……ホミン？　そういえば、あなたは夜や勤きんのひとりでしたね？　ここに何か、用が？」

「いえ？　おれは、私は、その、小こ腹ばらが空すいただけでして──いえ、とくに──」

　会話が途と切ぎれ。しばらくして。

　まな板の上のものを目で指して、イハナはどこか探るように、いった。

「……このようなものでよければ、持っていきますか？　形は悪いですけれど、一いち応おう食べられるはずです。素材は上等ですし」

　一いつ瞬しゆん呆ほうけ、次の瞬しゆん間かん飛びつくように答えるホミン。

「──は！　はい！　よければ！　いえ、許してもらえるのであれば──」

「大げさな。味にかまわないのであれば、ならどうぞ、持っていってください。わたしも正直、処分するにはおなかがいっぱいですから」

「よ、喜んで！　……ですが、いいのですか？　姫さまの、こんな……」

「もともと、うまくできたら夜や勤きん部ぶの差し入れにするつもりだったのです。……うまくできたとはとてもいい難いですが……無む駄だにするのももったいないですからね。すみませんが、よろしくお願いします」

　敬けい愛あいする姫の許しを得て、いそいそと、棚たなから容器を取り出しホミンはまな板の上の物体を詰め込みはじめた。

　本当に、これは現実だろうか（あと、『これ』は現実の物体なのか）と思いつつ。

　こんな状況、もしかして、自分は夢でも見ているのでは？

　ていうかやっぱり、自分から遠えん慮りよするべきか？

　……しかし、夜勤の差し入れにするつもりだった、そう、主人は確かにいったのだし──

　と。

　イハナから、声がかかった。

「そうだ、おべんとうも持たせてあげましょう」

　……は？　と思わず顔を上げたホミンのほおに、そっと、何かが添えられた。

　思わず、呼吸が止まる。

　イハナの、白く冷たい指の感かん触しよく。
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　かすかに触れられたそれは、あっという間に離れていって──




「ほら。おべんとう」




　ほおに米こめ粒つぶをひとつつけたまま、ホミンはただただ、イハナを見つめ続けた。

　ホミンの様よう子すに、無む表情を崩さず、イハナは口を開いた。

　──いま、微笑ほほえんだ、ように見えたのは、はたして気のせいだったのか？

「……知りませんか？　こういうふうにほおについたご飯はん粒つぶを、おべんとう、というのだそうです。……もしかして、気分を害してしまいましたか？」

　いいえ、と、ホミンは間かんに髪はつを入れず答えた。

「いいえ。まさか。とんでもないです！」

　それでも足りず、心の中で繰くり返す。

　いいえ。イハナさま。いいえ。

　本当に──







　　　　◆







「それでは夜や勤きん、よろしくお願いしますね。ホミン」

「はい」

　どうしても自分であとかたづけをするといって聞かないイハナにしかたなく、ホミンは主人を残して部屋を出た。ほおをゆるめつつ。

　姫さまのあの様よう子す──

　──たとえうまくいかなかったとしても、きっと楽しいものなのだろう。

　ただ、考えるだけでも。

　思いをはせつつ、準備をしている、それだけで。しあわせを感じられるのだろう──

　身体からだに熱さを感じる。

　なんだろう、この感覚は。

　歩きつつ、知らずホミンは笑う。

　うれしそうな姫ひめ君ぎみをみて、──いま身の内に溢あふれる感覚。これ以上に欲しいものなどこの世にあるか？

　そうだ。外の世界の栄えい誉よがなんだ？

　一代の財ざいも、歴史に名を刻むことも、そもそも比べようがない──そうだろう？

　最近できた『莫ばく逆げきの友』との間に交わした言葉を思い出す。

　──そうだ。欲しいものはここにある。欠けた部分を満たせるものが。報われたいとは思っていない。なぜならもう、報われているから。こうして彼女に、彼女たちにつくせることこそ、何物にも代えがたい報ほう酬しゆうなのだから。

　──こうして仕え、姫ひめ君ぎみを、その花の咲き開いていくさまを、見ていられることこそ。

『ホミン』という名の意義は、そう呼ばれることの価か値ちは、ここに在る。

　欠けているものがあるのだとしても、いや、欠けたものがあるからこそ。

　だから──

「……ふう。出遅れてしまいました。というか出ていくことができませんでしたわ。……まったく、イハナさまったら。かわいらしいったらありゃしない」

　庭の向こうに立った人ひと影かげに、しかしホミンは怖おじることなく視線を向け、笑った。

「……何かご用でしょうか。メイド長」

「あらあらあら。何か挑ちよう戦せん的ね。ホミン。別にあなたにではなく、その手の中にあるものと、ついでにほっぺにつけているものにも用があるのだけれど」

　メイド姿の少女の言葉に、ホミンは笑顔を変えず答える。

「あいにくですが。これは、おれが姫にいただいたものですので」

「イハナさまは、夜や勤きんのみなで分けるようにおっしゃったのでは？　それに、……理り不ふ尽じんな言い草でしょうけど、ホミン、本来なら、あなたが割り込まなければ、それはこのみんの役になっていたのよ？　あなた、制止に気づかず入っていくのだもの。……だいたい、イハナさまがはじめて手ずから握ったおにぎりを一番に食す栄えい誉よは、サクラさまとコウさまをのぞくなら──やっぱり、舞まい原ばる家けのメイド長たるこのみんに与えられるべきだと思わない？」

「ええ思います。本当に。……まったく残念でしたね。メイド長には運がない」

　みんの背後から、音もなく、小犬の群れが現れた。

　同時に、周囲から複数の影が現れる。

　メイド姿。スーツ姿。舞原家に仕えるラインとスタッフたち──知らず囲まれていたことに気づき、しかしホミンは不ふ敵てきに笑う。

　みんも、笑った。

「ねぇホミン。こういう状況なのだから、やはりみんなで分けたほうがいいのではなくて？」

「そうですね。喜んでみんなで分けますよ。……余れば、ですが」

　たちまち周囲から上がる声。

「やっぱり独り占めする気なんだ！」

「いい度ど胸きようよね、本当に」

「ねぇ！　だれかラルと高たか虎とら連れてきて！」

　銃、小こ柄づか、釣つり竿ざお、ブーメラン、ｅｔｃ──それぞれがそれぞれの武器を構える様よう子すに、ホミンも腰のベルトに手を伸ばす。ワイヤー射しや出しゆつの準備を整える。

　この場を切り抜けられるか？

　わからない。無む駄だな抵抗かもしれない。討うち死にしてしまうだけかもしれない。

　だが、たとえ負けると決まっていても、それでも譲ゆずれないものがある。

　退ひくことのできないときがある。

　姫からいただいた、いや、いただいているもののためなら、それを守るためなら、この生命などあっさり張れる──

　──姫ひめ君ぎみの騎き士しとなることを目指す、ホミンの名前は、ここに在る。

「いいでしょう。覚かく悟ごを決めなさいホミン。ただし、静かにね？」

「ええメイド長。姫さまを煩わずらわせぬように」

　──そう、だれにも譲れない。

　何と比べようとも引き換えることなどできやしない──







　──ホミンと呼ばれる、報ほう酬しゆう。











──　了　──
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うえお久ひさ光みつ

今作『スコルピオン編』は、『悪魔のミカタ⑤ グレイテストオリオン』との関連が深い。だからきっと、『グレイテストオリオン』を読まれていたほうが楽しめる……いえ？　別に何を示唆しているわけでもないですよ？　一学期編もどうかよろしく発売中。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

梅雨があけました～～暑っ！　毎年この時期は大変です。でも今年は尋常じゃないです（とほほ）。バテないように身体を気づかう毎日です～。
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